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　アメリカ合衆国、ニューヨーク。世界一の大都市の中ちゆう枢すう部マンハッタンは、今こ宵よいも無数のネオンが煌きらめいていた。

　セントラルパークに面した老舗しにせ高級ホテルのバンケットルームでは、慈じ善ぜん団体が主しゆ催さいするチャリティパーティが開かれている。男性はタキシード、女性はイブニングドレス、参加しているのは上流階級と富ふ裕ゆう層のみ。騒さわいだり羽目を外したりする不届き者はひとりもいない、絵に描かいたような上品で優ゆう雅がなパーティだ。

（うーん……なんというか、老人ホームのパーティに紛まぎれ込んでしまった気分だな）

　シャンパングラスを傾かたむけながら、イライアス・ロックハートは壁かべを背にしてぐるりと会場を見み渡わたした。

　別に素す敵てきな出会いを期待していたわけではないが、それにしても参加者の年ねん齢れい層が高すぎる。二十九歳のイライアスは、もしかしたらこの会場にいる参加者の中で最年少なのではないだろうか。

「退たい屈くつです、って顔に書いてあるぞ」

　ふいに小声で話しかけられ、ぎくりとする。

　振ふり向くと、いつのまにか隣となりに来ていたのは従兄いとこのコンラッド・ロックハートだった。

「退屈だなんて思ってないよ。ちょっと考え事をしてて」

　慌あわてて言い繕つくろうと、コンラッドが眼鏡めがねの奥の青い瞳ひとみを眇すがめるようにして苦く笑しようした。

「パーティの最中に考え事？」

「それはええと……コンラッドだって知ってるだろう？　俺は社交的とは言いがたいタイプだから……」

「ああ、わかってる。忙いそがしいのに呼び出してすまない。クレイグもキャメロンも都合がつかなくて、知っての通りシドニーは入院中だし」

「いいって。ロックハート家の一員として、チャリティパーティへの参加も大事な仕事のひとつだからね」

　ロックハート家はアメリカ有数の富ふ豪ごう一族だ。十九世紀に鉄道業で財をなし、その後不動産業やホテル業をメインに幅はば広ひろく事業を展開し、近年は社会貢こう献けん活動にも力を入れている。今夜のパーティも、ロックハート財団が支し援えんしているフードバンクの活動資金を集めるために開かれたものだ。

　一族の御おん曹ぞう司しは、本家のクレイグをはじめ皆みなロックハート家の家業に従事している。不動産業やホテル業は優ゆう秀しゆうな経営陣じんに委ゆだね、御曹司たちが取り組んでいるのは主にロックハート財団の社会貢献活動で、イライアスも大学院を卒業する際に本家のクレイグから教育支援団体の理事に任命された。

　けれど当時イライアスは物理学の研究者を志しており、博士課程へ進学することが決まっていた。

『悪いけど、理事の仕事はできそうにない。誰だれか他ほかの人にお願いしてもらえるかな？』

　おそるおそる申し出ると、クレイグは少々面めん食くらったように目を瞬またたかせた。

『そういえばきみは昔から学者になるのが夢だったな。理事の仕事は結構忙しいから、博士課程との両立は難しいか』

『手伝えなくてごめん』

『気にするな。きみは自分の道を進めばいい。きみが研究しているのは素そ粒りゆう子し論ろんだったね？　ロックハート財団も宇宙開発事業に関かかわるときが来るかもしれないから、身内に学者がいるのは心強いよ』

　そう言って学者になることを応援してくれたのだが、財団理事に名を連ねていた親族が相次いで亡なくなった上に教育支援団体の財政が悪化、クレイグが大規模な改革に乗り出すことになり、イライアスもいてもたってもいられなくなって何か自分にできることはないかと協力を申し出て……。

　教育支援団体の立て直しに奔ほん走そうしているうちに大学から足が遠のき、今は団体の責任者として忙しく働く日々だ。当初の予定より大幅に遅おくれてしまったものの無事博士号を取得し、大学の研究職への誘さそいもあったのだが、イライアスは家業に従事する道を選んだ。

　研究職に未練がなかったわけではない。けれど、物理の世界には優秀な研究者が大勢いる。素粒子論の発展は彼らに任せ、自分は将来を担になう子供たちのために教育支援に力を注いだほうがいい──考えた末にそう決めた。

　財団の仕事はやり甲が斐いがあり、それなりに充じゆう実じつした日々を送っている。昨年イライアスが立ち上げた新規のプロジェクトも軌き道どうに乗ってきたところだ。

（これさえなければな）

　シャンパングラスをテーブルに置き、心の中で盛せい大だいなため息をつく。

　パーティは極力回かい避ひするようにしているのだが、今夜のように人手が足りないときは駆かり出されることもある。〝ロックハート家の御曹司〟が参加するかしないかで、寄付金の額が大幅に変わってくるのだ。

「イライアス！　久しぶりね」

　伯母おばのひとり、メラニー・ロックハートに見つかってしまい、イライアスは笑え顔がおを凍こおりつかせた。

「メラニー伯母さま、お久しぶりです……」

「あなた、このところご無ぶ沙さ汰たじゃない。もう大学院は卒業したんでしょ？」

「ええ、博士課程も修しゆう了りようしました」

「あなたは昔から勉強が好きだったものね。夏休みにスリーピーホロウの本家に従兄弟いとこたちが集まったときも、一晩中天体観測してて」

「シドニーもですよ」

　シドニーは数学オタクで、理系という共通点があるので今でも従兄弟の中でいちばん馬が合う。少し前に交通事故に遭あって入院しており、何度か見み舞まいに行ったのだが……。

（俺と同じく恋れん愛あいには無む縁えんなタイプだったのに）

　シドニーは今、入院中の病院の男性看護師──確か架かけるという名前だった──に夢中なのだ。〝運命の出会い〟とか〝前世からの縁えん〟とか〝天使〟とか、とても科学者とは思えないお花畑ワード満まん載さいの惚のろ気け話を散々聞かされた。

　シドニーが同性を好きになったことに、イライアスはさほど驚おどろかなかった。昔から同性愛者は一定数いたわけで、人間の中にはそう生まれつく者がいる。シドニーはこれまで同性に惹ひかれた経験がなかったらしいが、架との出会いがシドニーの中に眠ねむっていた性的指向を呼び覚ましたのだろう。

（相手が女性でも男性でも、あのシドニーが恋愛に夢中になる日が来るとはね）

　自分もシドニーも、もてないわけではない。それどころか、女性からのアプローチが多くて困っているほどだ。

　女性が寄ってくるいちばんの理由は、自分がロックハート家の御曹司だからだろう。

　クレイグやキャメロンのような華はなやかさには欠けるが、容姿にも恵めぐまれているほうだと思う。濃こいブルーの瞳、高い鼻び梁りよう、ギリシア彫ちよう刻こくを思わせる輪りん郭かくは、ロックハート家の遺伝子のなせる業わざだ。放ほうっておくともじゃもじゃになる褐かつ色しよくの巻き毛も、今夜のようにきっちり撫なでつけていると貴公子っぽく見えないこともない。身長は百八十八センチ、着き瘦やせするのでスレンダーに見えるが、黒いタキシードの下の体は日々鍛きたえているので逞たくましい。

　そんなわけで、イライアスもそれなりに女性との交際を経験してきた。

　しかしそれらはあくまで交際であって、恋愛ではない。なぜなら、自分は誰かに恋愛感情を抱いだいたことがないからだ。

　一いつ緒しよにいて楽しいかどうかとか、体の相あい性しようがいいか悪いかとか、そういうことはイライアスにも理解できる。けれど女性との関係はそこまでで、相手に執しゆう着ちやくや愛情を感じたことは一度もなかった。

『俺も同じだ。俺たちには恋愛するっていう機能が欠落してるのかもな』

　そう言って笑っていたシドニーが今や恋こいの虜とりこなのだから、わからないものだ。

　いつか自分にも、誰かに夢中になって恋を知る日が来るのだろうか──。

「……それでね、そのときお嬢じようさんにお会いしたんだけど、とても素敵な娘むすめさんで……ねえイライアス、聞いてる？」

　伯母に腕うでを軽く小こ突づかれ、イライアスははっと我われに返った。

「え？　えっと、ケスナー夫人のお茶会の話ですよね？」

「そうよ。あなたにぴったりの素す敵てきなお嬢さんがいるの。一度会ってみたらどうかしら」

　伯母の提案に、イライアスは苦笑いを浮うかべた。

　メラニーは一族の世話焼き係なのだ。ひとり者には誰か紹しよう介かいして結けつ婚こんさせなくてはならないと思い込んでおり、それこそが自分の使命だと信じている。

「俺は結構です。今は忙しくてそれどころじゃないし」

　コンラッドに押しつけて逃にげようとするが、コンラッドはさっさと逃げたあとだった。コンラッドも、素敵なお嬢さんとやらに会わせようとする伯母にうんざりしているのだろう。

「忙しさを理由に出会いのチャンスを逃のがしちゃだめよ。忙しくても時間を作るの。あなたはもっと社交的になるべきよ。仕事にばかりかまけてたら、結婚の機会が遠のいちゃうわ」

「…………」

　伯母の目をまじまじと見つめ、イライアスは小さく息を吐はいた。

　突っ込みどころが多すぎてどこから突っ込んでいいのかわからない。これまでの経験から伯母と議論しても無む駄だだとわかっているので、一刻も早くこの場を立ち去るための口実を考えたほうがよさそうだ。

「あ、仕事の電話だ。ちょっと失礼します」

　ポケットからスマホを取り出し、電話がかかってきたふりをして、イライアスはくるりと伯母に背を向けた。耳にスマホを当てつつ、急いで会場の外に出る。

　廊ろう下かを歩いてひとけのない場所まで来ると、イライアスは大きなため息をついた。

　やはりパーティは苦手だ。社交的な振ふる舞まいを要求されるのも、カップルで来るのが当然というような空気も、退たい屈くつでたまらないのに楽しんでいるふりをしなくてはならないことも。

（俺だって、研究室のパーティは嫌きらいじゃなかったんだけど）

　大学でのアカデミックな集まりを懐なつかしく思い出す。教授や学生たちと学問について議論するのは楽しかったし、早く結婚するべきだというような時代錯さく誤ごなことを言う人もいなかった。

　大きなガラス窓に映った自分の姿を見て、イライアスは眉まゆ根ねを寄せた。

　きっちり撫でつけた髪かみ、老舗しにせテーラーで仕立てたタキシード、ぴかぴかに磨みがかれた高級ブランドの靴くつ──。

　我ながらよく似合っていると思う。けれど鏡に映った姿は、知らない誰かのようで落ち着かなかった。世間の人々にとってイライアスは〝ロックハート家の御おん曹ぞう司し〟で、今夜のようなタキシード姿こそイメージにふさわしいのだろうが。

「ロックハート家の御曹司……か」

　自分がどれほど恵まれているか、よくわかっている。経済力のある家に生まれたおかげで、幼い頃ころから教育にお金をかけてもらうことができた。

　大学には優ゆう秀しゆうな学生が大勢いたが、奨しよう学がく金きんだけでは足りずにアルバイトに追われたり、家庭の事情で研究の道を諦あきらめたりする者も少なくなかった。

　だからこそ、財団の教育支し援えんには心から尽じん力りよくしたいと思っている。

　しかし主な仕事が資金集めばかりだと、気持ちが削けずられていくのも事実だ。

（けど、他ほかに俺に何ができる？）

　大学時代、貧ひん困こん家庭の子供たちに勉強を教えるボランティアに参加したことがある。イライアスとしてはやり甲斐を感じられたが、子供たちにとっては一時的な、ほんの些さ細さいな支援にしかならなかっただろう。

　もっと教育現場に関かかわりたくてボランティアを継けい続ぞくしようとしたが、支援団体からやんわりと断られてしまった。あのロックハート家の御曹司がボランティア、とマスコミが書き立てたせいで余計な注目を集めることになり、運営に負担が生じたらしい。

　仕方がない。人は皆みな、置かれた場所で精せい一いつ杯ぱい生きている。自分もロックハート家の一員であることを受け入れ、自分にできることをやっていくしかないのだ──。

「イライアス」

　名前を呼ばれ、物思いに耽ふけっていたイライアスは顔を上げた。腕時計に目をやりながら、コンラッドがこちらに向かって歩いてくる。

「疲つかれただろう。もう帰っていいぞ」

「ほんとに？　まだ一時間も経たってないけど」

「構わんさ。挨あい拶さつするべき人に挨拶を済ませたし、私も帰るところだ」

「じゃあお言葉に甘えて」

　コンラッドと肩かたを並べ、いそいそとエレベーターホールへ向かう。

「さっき伯母おばさんに捕つかまってたな」

　ボタンを押しながら、コンラッドが口元に悪戯いたずらっぽい笑えみを浮かべる。

「ああ、素敵なお嬢さんとやらを紹介されそうになったよ。いつになったら余計なお世話だって気づいてくれるんだろうね」

「永遠に気づかないだろうな。それに我々には信じがたいことだが、意外とああいうお節せつ介かいは需じゆ要ようがあるらしい。前に伯母が縁を取り持った資産家の令息とイギリスの貴族の令嬢が先月結婚したそうだ」

「マジで？　まあ社交界はまだまだそういうのあるからなあ……」

「なのに身内のロックハート家に限って成果を挙げられなくて、伯母としては歯がゆい思いなんだろう」

　コンラッドが肩をすくめ、やってきたエレベーターに乗り込んで階数のボタンに手を伸のばす。

「一階でいいか？」

「うん。あ、待って、地下の駐ちゆう車しや場じように行かなきゃ」

「車で帰るつもりか？」

　コンラッドの咎とがめるような視線に、イライアスは小さく声を立てて笑った。

「大だい丈じよう夫ぶ、飲酒運転はしないよ。タクシーで帰るけど、車の中にパソコン置きっぱなしだから」

　説明すると、コンラッドが「そういうことか」と呟つぶやいて地下のボタンを押す。

「高級ホテルの駐車場だから、大丈夫かなとは思うんだけど」

「ここはニューヨークだ。高級ホテルだからといって油断はできない」

「だよね。つい最近、俺が通ってる会員制のスポーツジムの駐車場で車上荒あらしがあったって聞いたばかりだし」

　エレベーターが一階に到とう着ちやくし、コンラッドが「じゃあ私はここで」と振り返った。

「お疲れさま。気をつけて」

「きみもな」

　エレベーターの扉とびらが閉まり、イライアスはふうっと息を吐いて奥の壁かべに寄りかかった。

　乾かん杯ぱいのときに少し口をつけただけで、実はほとんど飲んでいない。自分で運転して帰っても問題なさそうだが、このところ出張や会議が続いてひどく疲れていた。

（ここに泊とまっていくって手もあるな）

　都会の喧けん噪そうが苦手なので、イライアスは郊こう外がいの一いつ軒けん家やに住んでいる。普ふ段だんは一時間弱の通勤ドライブをそれなりに楽しんでいるが、自分で運転するにしてもタクシーを呼ぶにしても、今から家に帰るのは億おつ劫くうだった。

（決めた。今夜はここに泊まっていこう）

　着き替がえは明日の朝、近くの店で調達すればいい。ちょうど週末で仕事も休みだし、久々にセントラルパークを散策するのもよさそうだ。

　イライアスがエレベーターから降りると、ちょうどもう一基のエレベーターも地下に到着したところだった。スーツ姿の男性が三人、声こわ高だかにしゃべりながら降りてくる。

（ロシア語……？）

　しゃべっているのは中央の恰かつ幅ぷくのいい男性だけで、両りよう脇わきの長身の男性ふたりは無表情で唇くちびるを引き結んでいる。どこからどう見ても主人とボディガードという印象で──ロシア人だからというわけではないが、男たちは堅かた気ぎではなさそうな雰ふん囲い気きを色いろ濃こく漂ただよわせていた。

　ここ十数年、ニューヨークではロシアンマフィアが勢力を伸ばしていると聞く。長年ニューヨークを牛ぎゆう耳じってきたイタリア系のマフィアに取って代わり、ロシア系、東とう欧おう系、更さらには中国系の犯罪組織が暗あん躍やくしているらしい。

　マフィアと関わるとろくなことがない。その昔ロックハート家がラスベガスにホテルを持っていた時代、いろいろトラブルがあったと聞いている。祖父から聞いたトラブルの具体例が脳のう裏りをよぎり、イライアスは足早に自分の車へ向かった。

　ロシア人三人組はイライアスとは反対方向の区画に車を停とめているらしく、話し声と足音が遠ざかっていく。

　ほっとして、イライアスはポケットから愛車のキーを取り出した。ロックを解除しようとしたそのとき、誰だれかが怒ど鳴なる声が聞こえてぎょっとする。

（なんだ？）

　振り返ると、びっしり並んだ車の向こう、先ほどの三人組が別のグループの男たちと何やら言い争っているのが見えた。

　そばに停まっていた大型バンに隠かくれるようにして、イライアスは様子をうかがった。別のグループは全部で五人、Ｔシャツやジーンズなどのラフな格好で、首や腕うでにでかでかとタトゥを入れている。

　五人組は、おそらく駐車場で三人組を待ち伏ぶせしていたのだろう。

（これはどう見ても通報すべき案件だな）

　スマホを取り出し九一一にかけようとして、イライアスははたと手を止めた。

　ひどく険悪な雰囲気だが、口論しているだけで何かが起きたわけではない。いきなり警察に通報して刺し激げきするより、まずはホテルの警備員を呼んだほうがいい。

　フロントに電話をかけるが、あいにく話し中だった。口論は先ほどより落ち着き、三人組の中央にいた男が五人組をなだめようとしているのが表情から伝わってくる。

　このまま何も起こらなければいいのだが……。

「──！」

　ふいに五人組の男のひとりが、三人組に銃じゆうを向ける。

　ボディガードも銃を抜ぬくが、それよりタトゥ男の発はつ砲ぽうのほうが早かった。

　乾かわいた銃声が、駐車場内に鳴り響ひびく。

　続いてもう一発、更に一発──気づくと全員が銃を構え、激しい銃じゆう撃げき戦せんになっていた。

（なんてこった……なんて……）

　大型バンにもたれて、ずるずるとその場にしゃがみ込む。

　やがて車が急発進する音が聞こえ、黒いＳＵＶが猛もうスピードで駐車場を駆かけ抜けていった──。








２









　アリゾナ州の州都フェニックスから西へ約二十キロ、砂さ漠ばくに囲まれた小さな町、マローン。

　フェニックスのベッドタウンのひとつで、これといった特とく徴ちようのない、アメリカのどこにでもあるような平へい凡ぼんでありふれた町だ。

　公立マローン高校の職員専用駐車場に車を停め、イライアスは照りつける太陽の光に目を細めた。

（ニューヨークじゃこの時期はすっかり秋で、肌はだ寒ざむいくらいなんだが）

　十月になったというのに、マローンは連日うだるような暑さに見み舞まわれている。これでも地元の人々は〝涼すずしくなった〟と感じているらしいが、イライアスの感覚ではこれは真夏の気温だ。

　車から降り、イライアスはネクタイの結び目を軽く緩ゆるめた。中古のシルバーのセダンのウィンドウに映った自分の姿に、思わず苦く笑しようする。

　グレーの半はん袖そでのワイシャツに茶色のネクタイ、ダークグレーのスラックスに白いスニーカー。洗いっぱなしの褐かつ色しよくの巻き毛は鳥の巣のようにもつれており、野や暮ぼったい黒くろ縁ぶちの眼鏡めがねがイライアスの美点をすべて帳消しにしている。

（ちょっとやりすぎたかな。これじゃ四十過ぎの冴さえないおじさんにしか見えない）

　訳あって、イライアスは今身分を偽いつわって暮らしている。イライアス・ロックハートであることがばれないよう、ここマローンに潜せん伏ぷく中なのだ。

　──マンハッタンのホテルの地下駐車場でマフィアの銃撃戦を目撃してから、そろそろ三ヶ月。

　警察の聴ちよう取しゆで、イライアスが見た三人組のロシア人は、コニーアイランド一帯を仕切っているロシアンマフィアのボスと幹部だったことが判明した。

　ロシアンマフィアの三人組は全員死亡、タトゥの五人組のほうも負傷者がいたようだが、五人とも現場から立ち去ったため詳しよう細さいは不明。

　五人組は犯行前に地下駐車場の監かん視しカメラをすべて破は壊かい、犯行に使われた車も黒いフィルムで覆おおわれており、交通監視カメラなどにも一いつ切さい顔が映っていない徹てつ底ていぶりで──。

　イライアスが覚えていたタトゥの特徴的な模様から、彼らがアルメニア系マフィアであることが明らかになり、組織犯罪課の資料から身元が判明、最初に三人組に発砲した男は、ボスのハゴブ・サルキシャンであることもわかった。

『ロックハートさん、あなたに裁判での証言をお願いしたいのですが』

　刑けい事じの重々しい口ぶりに、イライアスは瞬しゆん時じに事の重大さを理解した。

　サルキシャンの犯行だという証しよう拠こは一切ない。イライアスの目撃証言だけが、彼を有罪にできる唯ゆい一いつの証拠なのだ。

『それはええと……協力したいとは思いますが、かなり危険ってことですよね？』

『おっしゃる通り、かなり危険です。サルキシャンが率いる一派はアルメニア系の中でも特に凶きよう暴ぼうな連中で、実は以前にもサルキシャンはある殺人事件の容疑者だったんですが、証言する予定だった証人が相次いで行方ゆくえ不明になったり、交通事故で亡なくなったり……』

　刑事の言葉に、イライアスは思わず宙を見上げた。

　サルキシャンを野放しにしておけば、また誰かが殺される。今回はマフィア同士の抗こう争そうだったが、一いつ般ぱん市民が巻き込まれて犠ぎ牲せいになる可能性も大いにあり得るだろう。

『もちろん我われ々われが全力であなたを保護します。ただ、マスコミが〝一般市民がマフィアの銃撃戦に遭そう遇ぐう〟などと書き立てたため、サルキシャンも現場で誰かに目撃されたことを知ってしまった。まだ特定はしていないでしょうが、あの晩ホテルの駐ちゆう車しや場じようにいた人物を絞しぼり込むのはそう難しいことではありません』

　そこで刑事から提案されたのが、証人保護プログラムだ。被ひ告こくからの報復を避さけるため、名前や出身地、職業などすべて作り変え、まったくの別人として過ごす制度である。

　証人保護プログラムを適用されると、これまでの縁えんをすべて断たち切らなくてはならない。友人や恋こい人びとはもちろんのこと、場合によっては家族にさえ真実を告げることなく、見知らぬ土地で新たな人生を始めるのだ。

　裁判が終わって危険がないと判断された場合は元の生活に戻もどることもできるが、マフィア絡がらみの裁判は終わったあとも報復の可能性が高く、場合によっては一生別人として生きることに──。

　少し考えて、イライアスは『証人保護プログラムを受けます』と返事をした。

　ロックハート家の財力があれば、ボディガードを雇やとったり国外の別べつ荘そうに潜伏したり、いろいろ手はあるだろう。けれどそれでは、これまで通りロックハート家の御おん曹ぞう司しであることに変わりはない。

　証人保護プログラムは、ロックハート家の御曹司ではない、完全な別人としての人生を試ためすチャンスだ──。

（今思えば、マフィアに狙ねらわれてる危機的状じよう況きようで、別人として生きるチャンスにわくわくするとか、我ながら能天気だと思うが）

　危機的状況はせいぜい十年、長くて二十年くらいだろう。サルキシャンは四十八歳で、刑事によると心臓に持病を抱かかえているらしい。マフィアの世界は新旧交代が激しいので、別の組織が台頭してサルキシャン一派が力を失うことも考えられる。

　長い人生、しばしロックハート家を離はなれて別人の暮らしを体験してみるのも悪くない。

（まさかアリゾナの田舎いなか町に住むことになるとは思いもしなかったが）

　アラスカの山奥に送られるよりはましだろうが、できればもう少し涼すずしい土地に住みたかった。

　けど、暑さを除けばここでの生活は結構気に入っている。ニューヨークみたいにごみごみしていないし、それでいてスーパーやレストラン、デリバリーが充じゆう実じつしていて買い物や食事に困ることもない。公立図書館やスポーツジム、トレイルランコースも空すいていて快適だし、用意された一いつ軒けん家やには広い庭もついている。

（落ち着いたら犬を飼おうかな……）

　ニューヨークで住んでいた家でも飼えないことはなかったのだが、仕事が忙いそがしすぎてそこまで手がまわらなかった。先日入ったカフェで動物保護団体のポスターを見かけたので、一度訪ねてみるのもいいかもしれない。

「キャバノー先生」

　校舎の手前で背後から声をかけられ、振ふり返ったイライアスは、すっかり見慣れた同どう僚りようの顔に口元をほころばせた。

「おはよう、ヤマハタ先生」

　少々芝しば居いがかった口調で答えると、マローン高校のスクールカウンセラー、山やま畑はた翠すいが、はにかんだように小さな笑えみを浮うかべる。

「すみません、ファーストネームで呼び合おうって話したばかりなのに、つい」

　──きみのその涼やかな声で呼ばれたら、どんな名前でも喜んで返事するよ。

　心の中で呟つぶやき、イライアスはちらりと翠の横顔を盗ぬすみ見た。

（今日も超ちよう絶ぜつ可愛かわいいな）

　すっきりした頰ほおのライン、小ぶりで形のいい鼻、ふっくらした愛らしい唇くちびる──そして何より、奥おく二重ぶたえが印象的な切れ長の目。

　身長は百七十二、三センチほどだろうか。決して小こ柄がらではないものの、華きや奢しやでほっそりした体形は少年めいている。アジア系は実じつ年ねん齢れいより若く見えることが多いが翠も例外ではなく、職員用のラウンジで初めて会ったとき、なぜ生徒が紛まぎれ込んでいるのだろうと怪け訝げんに思ったものだ。

　日ひ頃ごろは幼く見えるのに、時折はっとするほど色っぽい。やや重ための瞼まぶたを物もの憂うげに上げてこちらを見やるときや、繊せん細さいな白い手でさらさらの黒くろ髪かみをかき上げる優ゆう雅がな仕草など……。

「えーと……ライアン、今日で赴ふ任にんから一ヶ月ですね。もうここでの生活に慣れました？」

　翠に問いかけられ、イライアスは慌あわてて表情を引き締しめた。

「あ、今日で一ヶ月だっけ？　うん、まあ慣れてきたかな。この暑さにはちょっと辟へき易えきしてるけど」

「けど、テキサスも結構暑いでしょう？」

「えっ？　ああ、うん、そうなんだけど、暑さの質が違ちがう印象で」

　内心冷や汗あせをかきつつ、以前仕事でテキサスを訪おとずれたときのことを思い出しながら返事をする。

　──そう、自分は今、テキサス州ダラス出身のライアン・キャバノーという人物なのだ。

　年齢は三十二歳、職業は公立高校の物理教師。テキサス州立大学で修士号を取得後、ヒューストンの宇宙開発関連の企き業ぎように勤務。二年前に仕事のストレスで体を壊こわして退職、療りよう養よう生活を経へてこの九月から高校教師として再出発──というのがイライアスに用意された来歴だ。連れん邦ぽう保安官から再三注意された通り、偽ぎ装そうがばれないよう、この手の会話は慎しん重ちように進めなくてはならない──。

「それじゃ、僕はここで」

　校舎に入り、階段の前で翠が振り返る。

「あ、ちょっと待って。今夜何か予定がある？」

　翠を呼びとめ、イライアスはできるだけさりげなく聞こえるように軽く切り出した。

「今夜ですか？　特にありませんけど……」

　戸と惑まどったような表情で、翠がおずおずと答える。

「よかったら隣となり町まちに映画を観みに行かない？　近所の人から新作ロードショーのチケットもらったんだ」

　肩かたに掛かけた超絶ダサいおじさんバッグからチケットを取り出して見せると、翠がふわっと柔やわらかな笑みを浮かべた。

「ええ……その映画、観たいと思ってたんです。僕でよければ」

「決まりだ。映画は七時からだから、学校が終わったらどこかに寄って夕飯を食べてから行こう」

「了りよう解かいです」

　涼やかな声で答え、翠が階段を駆かけ上がっていく。その後ろ姿を見送りながら、イライアスはでれっと表情が緩ゆるむのを抑おさえることができなかった。

（やった！　今夜はデートだ！）

　心の中でガッツポーズしながら、いそいそと物理実験室へ向かう。

　翠にとってはこれはデートではなく、単に同僚と一いつ緒しよに映画を観に行くだけのことかもしれないが、それでもいい。

　イライアスとしても、今すぐ翠とどうこうなりたいと考えているわけではない。相変わらず恋れん愛あいとやらがどういうものなのかわからないし、自分の翠に対する気持ちが恋愛かどうかも定さだかでない。

　けど、翠の姿が視界に入るとなぜか全身が熱くなるし、一緒にいるとどういうわけか気持ちが高こう揚ようする。　>>>♥

　初めて会ったときから、翠は抜ばつ群ぐんに印象がよかった。

　赴任初日の朝、イライアスは校長に連れられて職員用のラウンジで同僚の教師たちに紹しよう介かいされた。冴さえない見た目の物理教師に関心を持つ者はなく、若い女性教師もイライアスをちらっと見るなり彼氏候補圏けん外がいと判断したようだった。

　そんなわけで、初日からラウンジの隅すみでぽつんとひとりでランチを食べていたのだが……。

『ここ、いいですか？』

　遠えん慮りよがちに声をかけてくれたのが、翠だった。

『え？　ああ、どうぞ……』

　顔を上げたイライアスは、彼が放つすがすがしい清せい涼りよう感かんにたじろいでしまった。

　なぜ職員用のラウンジに生徒が？　もしかしていじめられて避ひ難なんしてきたのか？　こんなに可愛いと絡からまれやすくていろいろ大変だろうな……などと考えつつ。

『ありがとうございます。あの、新任の物理の先生ですよね？』

『ああ、ライアン・キャバノーだ。よろしく』

『初めまして、スクールカウンセラーのスイ・ヤマハタです。今朝生徒の面談があって、ラウンジに来られなかったので』

『カウンセラー？　えっ？　きみカウンセラーなの？　ああ失礼、てっきり生徒かと』

　驚おどろいて聞き返すと、翠はくすくすと笑った。

『よく間違われるんですが、カウンセラーです。二年目の新米ですけど』

　以来、翠は新任で不慣れであろうイライアスを何かと気き遣づかってくれる。

　公立校にありがちだが、マローン高校の教師たちも生意気な高校生の相手や保護者からの理り不ふ尽じんなクレーム、給料の低さにうんざりしており、教育への情熱をすっかり失っているように見える。職員ラウンジでも、会話は不平不満と愚ぐ痴ちばかりだ。

　そんな中で、翠の仕事ぶりは異い彩さいを放っていると言えるだろう。

　問題を抱えていそうな生徒にはさりげなく目を配り、面談も数多くこなしている。新米ゆえの情熱なのかもしれないが、放課後遅おそくまで残って保護者と面談している姿を見ると、彼が生徒たちのために尽力していることがよくわかる。

　それだけではなく、翠には何か、明るいエネルギーが満ちている。決して陽気なタイプではないし、派手さもない。けれど彼の清潔感のある明るさに触ふれていると、なんだか心が浄じよう化かされていくように感じるのだ。

（森林浴みたいだな）

　赴任から二週目、イライアスは翠を夕食に誘さそうことに成功した。三週目には車が故障した翠をアパートまで送り届けてコーヒーをごちそうになり、四週目の今夜は一緒に映画を観に行く約束を取り付け──。

　実験の準備をしながら、イライアスは緩みそうになる頰を両手でばしばしと叩たたいた。

　生徒たちの前でだらしない顔を見せるわけにはいかない。特に今日の実験は注意が必要だから、気を引き締めなくては。

　久々の教育の現場に、イライアスも情熱とやり甲が斐いを感じているところだ。受け持ちのクラスに、数学や物理の分野に秀ひいでた生徒が何人かいることも嬉うれしい。

　生徒たちに物理の面おも白しろさを伝え、彼らの中にある才能を引き出す手伝いをするのが〝ライアン・キャバノー〟の使命だ。

「キャバノー先生、おはようございます」

「おはよう、マーク。先週の実験レポート、とてもよかったよ」

　実験室に入ってきた生徒に声をかけながら、イライアスはしばし翠のことを考えるのはやめて教師に徹てつしようと深呼吸した。




　　　　◇◇◇




　階段を駆け上がり、カウンセリングルームのドアを後ろ手に閉めた山畑翠は、ふうっと大きく息を吐はき出した。

　まだ心臓がどきどきしているし、多分顔も赤くなっている。

　階段を駆け上がったのが原因ではない。同どう僚りようのライアン・キャバノーから映画に誘われたせいだ──。

（別に深い意味はなくて、ライアンはこの町に引っ越こしてきたばかりで他ほかに知り合いもいないから僕を誘っただけなんだろうけど）

　それでも自分を誘ってくれたことが嬉しい。ライアンにとって深い意味はなくても、自分にとっては特別な出来事だ。

　一ヶ月前、新任の物理教師として赴任してきたライアンと初めて顔を合わせたとき、まさか自分が彼に想おもいを寄せる日が来るとは思わなかった。

　ぼさぼさの髪かみに野や暮ぼったい黒くろ縁ぶち眼鏡めがね、ベージュのチェックのシャツにどう見てもサイズが合っていないカーキ色のズボン、足元だけやけに真っ白なスニーカーというのも妙みような感じだったし、茶色い革かわの肩掛けバッグときたら、おじいちゃんに借りてきたのかと思うほどで……。

　典型的な理系オタク。それがライアンの第一印象だった。

　しかし言葉を交かわすうちに、品のある話し方や紳しん士し的な立ち居振ふる舞まい、そして何より、穏おだやかで深みのある声に引き寄せられていった。

　大々的にカミングアウトしているわけではないが、翠は同性愛者だ。高校生の頃ころに自覚し、何度か恋こいもしたし彼氏ができたこともある。

　けれどまだ誰だれかと深い関係になったことはない。高校時代の彼氏は結局友情の延長でしかなかったし、大学に入ってからつき合い始めた男はほどなく女性と二ふた股またを掛けていることが発覚した。大学院時代の恋人は、熱心に口説いてきたくせにいざとなると『やっぱり男は無理』と逃にげ出し……。

（ライアンとも、恋人になれるかもって期待してるわけじゃないけど）

　そう思いつつ、彼と恋人同士になったらどんな感じだろうと想像することがある。

　刺し激げきはないが、心穏やかに過ごすことができそうだ。デートも多分映画とかボウリングとか平へい凡ぼんな感じで、ときどき互たがいの家に泊とまって読書やゲームをしながら静かに過ごしたり。

　ふと大学時代の恩師を思い出し、翠は口元に笑えみを浮うかべた。

　年配の女性教授は、別の学部の老教授とおしどり夫ふう婦ふとして知られていた。学内でもよく一緒にいるところを見かけたし、休日に手をつないで公園を散歩している仲なか睦むつまじげな姿を見かけたこともある。

　ふたりとも華はなやかなパーティよりも、家で静かに過ごすのが好きなタイプだった。

　あんな退たい屈くつそうな結けつ婚こん生活はごめんだわ、と陰かげ口ぐちを叩く女子学生もいたし、世間から見たら地味でつまらなそうに見えるのかもしれない。けれど翠は、教授夫婦の生き方を退屈そうだと感じたことはなかった。

（ライアンみたいな人と結婚したら、あんなふうに穏やかで平和な老後を迎むかえられそう）

　恋人同士のあれこれではなく、なぜか一足飛びに老後の隠いん居きよ生活が浮かんでしまい、可笑おかしくなってしまう。

　考えてみたら、こんなことは初めてだ。好きになった相手との老後の生活なんて、今まで想像したこともなかったのに……。

　誰かがドアをノックする音に、翠ははっと我われに返った。

　そうだった。今朝は生徒の母親から相談したいことがあると面談の約束が入っていたのだ。急いで仕事モードの顔に切り替かえ、ドアを開ける。

「あの、ロンダ・ヒューズです。ノーラン・ヒューズの母親の……」

　長身の女性が、翠を見下ろして少々戸と惑まどったような表情を浮かべる。生徒にしか見えないけど、この人本当にスクールカウンセラーなのだろうか、と訝いぶかしんでいる顔だ。

「初めまして、スイ・ヤマハタです。どうぞお入りください」

　見た目の幼さは立ち居振る舞いでカバーするしかない。こういう場合、翠はいつも以上に礼れい儀ぎ正ただしく丁てい寧ねいな対応を心がけている。

「約束の時間より早く来ちゃってごめんなさい。仕事のシフトが早まってしまって」

「構いませんよ。お掛かけください」

　カウンセリングルームをぐるりと見まわしてから、ロンダはおずおずとデスクの前の肘ひじ掛かけ椅い子すに腰こしを下ろした。

　資料によると、ロンダは隣となり町まちの大型ショッピングモール内にあるレストランの従業員で、離り婚こん歴のあるシングルマザー。ひとり息むす子このノーランは十七歳、サッカーチームの選手で成績もよく、これまで問題を起こした記録はない。

「あの……私がここに来たこと、ノーランには内ない緒しよにしてもらえます？」

「もちろんです。息子さんのことで、何か心配なことが？」

「ええ、この夏休みから、妙な団体と関かかわり始めたんです」

　膝ひざに置いたバッグをしきりに弄いじくりまわしながら、ロンダが切り出す。

「無農薬有機栽さい培ばいを謳うたっている〈大地の交響曲〉っていう農場なんですけど、なんかちょっと変な感じで……アルバイト先の大学生に誘われて、農作業の手伝いをすると野菜や卵をもらえるからってちょくちょく訪おとずれるようになって、最初は私も息子にとっていい経験になるんじゃないかと思ってたんですけど」

　言葉を切って、ロンダがふっと大きく息を吐き出した。

「そのうち農作業だけじゃなく農場主がやってる勉強会とかいう集まりにも顔を出すようになって、それまで全然関心がなかったくせに資本主義の退たい廃はいだの環かん境きよう汚お染せんがどうのこうの言い出して。私の親世代がヒッピー文化にどっぷり染まってたから、ああ、あの手の団体だってピンときました。カリスマ的なリーダーがいて、反政府的な考えを振ふりかざして熱ねつき狂よう的な支持を集める、一種の新興宗教みたいな」

　ロンダの話に、翠は思わず眉まゆ根ねを寄せた。

　翠にも彼女の懸け念ねんがよくわかる。自然派の農場や自己啓けい発はつセミナー、スピリチュアル系の体験会などは、カルトの入り口になっていることが多いのだ。

「ノーランにその話をしました？」

「ええ、そういう団体は結局のところカルトだから、行くのをやめなさいと。案の定猛もう反はん発ぱつして、大おお喧げん嘩かになりました。こういうのは頭ごなしに反対したら逆効果だってわかってたんですけど、つい感情的になっちゃって」

　床ゆかを見つめ、ロンダが唇くちびるを嚙かみしめる。

「ヒューズさんが心配されるお気持ち、よくわかります。一度ノーランと話してみます。お母さまからの相談だということは伏ふせて、何か口実を作って呼び出しますのでご心配なく」

　ロンダがほっとしたように「ええ、お願いします」と頷うなずいた。

「私とノーランは……あの子が八歳のときからふたりで支え合って暮らしてきて、自他共に認める仲良し親子で喧嘩らしい喧嘩もしたことなかったんです。思いやりのある優やさしい子で、これまで問題を起こしたことなんかなかったのに……」

「思春期ですから、いろいろあって当然です。その団体も、我々が思っているほどおかしな団体じゃないかもしれないですし」

「だといいんですけど」

　力ない笑みを浮かべながら、ロンダが席を立つ。

　彼女を見送った翠は、さっそくパソコンを起たち上げて〈大地の交響曲〉を検けん索さくしてみた。無農薬、有機栽培などのキーワードと組み合わせて、マローン近きん郊こうにある農場のサイトにたどり着く。

（あった、これだな）

　トップページに、農場主らしき男性が土のついた野菜を持って微笑ほほえんでいる写真が載のっていた。歳としは三十代半ばくらいだろうか。作り笑顔にわざとらしさがあるが、なかなかのイケメンだ。

〝自然派農法にこだわる理由、それは心と体の健康、そして地球の未来のためです〟

　キャッチフレーズに続いて、〈大地の交響曲〉の理念が書かれている。特に目新しさのないありきたりな文言だが、押しつけがましい主張や稚ち拙せつな理想論に〝やばい感じ〟がにじみ出ていた。

（先入観は禁物だけど……）

　自然派農法を実じつ践せんするだけなら、こんなに大おお袈げ裟さに理想郷について語る必要はないはずだ。文章のあちこちに農場主キース・パワーズの自己顕けん示じ欲がちらついており、理想郷そのものよりも理想郷を語る自分に酔よっているように感じられる。

　翠の懸念は、農場内の施し設せつ案内というページで更さらに深まった。〈大地の交響曲〉のメンバーは農場内の宿舎で共同生活をしているらしい。二十人ほどの男女が焚たき火を囲んでいる写真に、〝一日の終わりを、大切な仲間とともに〟というキャプションが添そえられている。

　これは結構まずい事態かもしれない。こういった集団の共同生活に足を踏ふみ入れてしまうと、抜ぬけ出すのが困難になってくる。そうなる前に手を打たなくては。

　受話器を取って、翠は校務室に内線電話をかけた。

『はい、校務室です』

「カウンセラーのヤマハタです。ノーラン・ヒューズと話をしたいので、内々に呼び出しをしてもらえますか？」

『わかりました。ええと、ノーラン・ヒューズ……今物理のクラスに出てますので、授業が終わったら伝えておきます』

「よろしくお願いします」

　受話器を置き、翠は険しい表情でパソコンの画面に視線を戻もどした。




　　　　◇◇◇




（よし、寿す司しならこの店、中ちゆう華かならここ、イタリアンはこの店だな）

　入念に下調べした夕食の候補店をリストアップし、イライアスは壁かべの時計を見上げた。

　待ちに待った放課後、授業が終わって十五分経たったし、そろそろ翠を訪ねてもいい頃ころだろう。

　いそいそと二階の奥にあるカウンセリングルームへ向かう。ガラス張りのドアの向こう、翠はこちらに背を向けて電話をかけているところだった。

　出直そうと踵きびすを返しかけたところで、振り返った翠と目が合う。

「あ、どうぞ」

「いいの？」

　ドアを開けながら尋たずねると、翠は「ええ、留守だったので」と受話器を置いた。

「夕食だけど、何が食べたい？」

「ええと……ごめんなさい、ちょっと用事ができて、これから生徒に会いに行こうと思ってて」

「家庭訪問？」

　浮うかない表情で、翠がこくりと頷く。

「今日呼び出しをかけてもらったんですけど、来なかったんです。あの……ノーラン・ヒューズをご存じですか？　今日の一時間目、あなたの授業に出てたと思うんですけど」

「ノーラン、知ってるよ。彼が何か？」

「ちょっと彼のお母さんから相談を受けてて。ノーランに何か変わった様子はありません？」

　翠に問われ、イライアスは軽く眉根を寄せた。

「実は大ありなんだ。今日実験レポートを受け取ったんだが、実験とはなんの関係もない内容で……資本主義と科学の発展が人類をだめにした、人間は原始的な生活に戻るべきだっていうような。中二病的なやつだろうけど、念のため明日にでも呼び出そうと思ってたところだ」

　翠が「ああ……」とため息のような声とともに宙を見上げる。

「何か思い当たる節が？」

「ええ、ちょっとこのサイトを見てもらえますか」

　ノートパソコンを操作し、翠がこちらに画面を向ける。〈大地の交響曲〉なる農場のサイトにひととおり目を通し、イライアスは「典型的なカルトだな」と呟つぶやいた。

「あなたもそう思います？　僕もこれはやばい案件だと思ってるんですけど、最近ノーランがここに入り浸びたってるみたいで」

「なるほどね、原始的な生活云うん々ぬんは、この胡う散さん臭くさい農場主の受け売りってわけだ」

「共同生活に足を突つっ込む前に、どうにかしたいんです。いきなり反対しても聞く耳を持たないだろうから、まずは彼の話を聞こうと思って」

「俺も一いつ緒しよに行くよ」

「いいんですか？」

「ああ。どっちみちレポートの件で一度話をしなきゃいけないし」

「よかった。お母さんから、相談したことはノーランに内緒にしておいてほしいと言われてるんです。物理のレポートを見たキャバノー先生が心配になって僕に相談して、電話がつながらないから訪ねてみた……ということにしてもらえます？」

「了りよう解かい。じゃあきみにもレポートに目を通してもらったほうがいいな。持ってくるよ」

　デートはキャンセルになりそうだが仕方がない。

　急いでイライアスは実験室のロッカーにしまってあるレポートを取りに戻った。







「あの家ですね。角の青い家」

　助手席から身を乗り出すようにして、翠が前方を指さす。

　高校から車で約五分、ノーラン・ヒューズの家はすぐに見つかった。

　道路脇わきに車を停とめ、イライアスは平屋建ての家に視線を向けた。通りの家並みから察するに、貧ひん困こん地区というほどではないが、あまり生活に余よ裕ゆうのない層が住むエリアのようだ。

「お母さんは家にいるの？」

　車から降りて玄げん関かんポーチに向かいながら、翠に尋ねる。

「いえ、仕事中です。学校を出る前に電話して、家を訪問することは伝えてあります。あと、物理のレポートの件も」

「親としては心配だろうな」

「ええ、ノーランはこれまで問題を起こしたことがなかったそうですから、余計に」

　ベルを鳴らすと、しばらく経ってから訝いぶかしげな表情のノーランがドアを薄うすく開けた。

「キャバノー先生と……生活指導の先生でしたっけ？」

「そう、カウンセラーのヤマハタです。今日カウンセリングルームに来るように伝えてもらったはずなんだけど、来なかったから」

「ああ……それでわざわざ家に来たの？」

「入ってもいいかな？」

「どうぞ」

　投げやりな口調で言って、ノーランがドアを大きく開けた。

　翠に続いて家に入り、後ろ手にドアを閉める。少々くたびれた花はな柄がらのソファに座るよう勧すすめられ、イライアスは翠と並んで腰こしを下ろした。

「うちの母さんに何か言われて来たの？」

　予想通り、ノーランはとげとげした態度だった。それでも玄関でイライアスと翠を追い返さない辺り、彼の真面目まじめな性格がうかがえる。

「違ちがうよ。今朝キャバノー先生に実験レポートを提出したでしょう？　それを読んで、キャバノー先生が僕に相談に来て……」

　翠は噓うそが下手へただった。たどたどしく言い訳する姿が可愛かわいくて、つい口元が緩ゆるんでしまう。

「ああ、あれね。何か問題が？」

　ソファの背にもたれ、ノーランが挑ちよう発はつするように笑えみを浮かべる。けれどそれも、必死で虚きよ勢せいを張っているようにしか見えなかった。

「きみも知っての通り、レポートやテストは成績を評価する際の重要な目安になる。きみが提出したレポートは評価の対象外だ。もう一度チャンスをやるから、実験についてのレポートを提出するように」

　淡たん々たんと告げると、ノーランが少々拍ひよう子し抜ぬけしたように「それだけ？」と呟いた。

「俺の仕事は物理教師だからな。きみが書いたレポートは〝我が家の秘伝レシピ〟や〝うちの猫ねこちゃんの成長記録〟などと同じくカテゴリーエラーなので受け取れない。物理教師からの話は以上だ」

　ノーランが何か言いたげに口を開くが、言葉は出てこなかった。

　ノーランとしては科学の発展云々について物理教師と議論する気満々だったのだろうが、今の彼とその手の話をしても時間の無む駄だだ。

「ええと……僕はカウンセラーの立場から、きみのレポートの内容について話を訊ききたいと思って」

「いいですよ。何が訊きたいですか？」

　イライアスに相手にされなかったせいか、ノーランは翠に対して居い丈たけ高だかな態度で言い放った。

　翠に向かって生意気な口を利きくなと戒いましめたいところだが、ぐっと抑おさえて腕うでを組む。

　ここから先はカウンセラーである翠の領域だ。迂う闊かつに口を挟はさんで台無しにしないよう、傍ぼう観かん者に徹てつしなくては。

「科学の発展についてどういう考えを持つかは人それぞれだし、当然ながら自由です。けど、きみのレポートは過激で攻こう撃げき的だった」

「過激で攻撃的な思想を持つのが問題？」

　ノーランの挑発に、翠がひと呼吸置いてからゆっくりと口を開く。

「ときにはね。だけど今回僕が問題視してるのはそこじゃないんだ。きみのレポートにはきみ自身の意思が感じられなくて、誰だれかにそう吹ふき込まれてるだけのような気がして」

　翠の言葉に、ノーランの顔色がさっと変わる。図星を指されて動どう揺ようしているのがありありと伝わってきた。

「別に吹き込まれてなんかいない。あれは俺が自分の意思で書いたし……っ」

「本当に？　誰かの影えい響きようを受けているんじゃない？」

　すかさず翠がたたみかける。穏おだやかな口調だが、さすがカウンセラーだけあって話の持っていき方が巧たくみだ。

　ノーランが大きく肩かたで息をし、翠を睨にらみつける。形勢を立て直そうと必死なのだろう。

「確かにちょっと影響を受けてるかもしれない。でもそれって悪いことじゃないでしょう？　尊敬できる人に出会って、その人の言葉に心を打たれて、自分もそういうふうに生きたいって思うのは……」

「きみに大きな影響を与あたえているのは誰？」

「言いたくない」

「どうして？」

「言えば絶対あれこれ言われるから。先生だろうとカウンセラーだろうと、指図は受けたくないんだ」

　話はこれで終わりだと言わんばかりに、ノーランが立ち上がって背を向ける。

「わかった。今日は帰るけど、いつでも相談に乗るよ」

　穏やかに言って、翠も立ち上がった。今はこれ以上聞き出すのは無理だと判断したのだろう。

　ノーランがちらりと振ふり返り、ぎこちなく頷うなずく。

「レポートも忘れるなよ。締しめ切りは今週の金曜日だ」

　すれ違いざまに、イライアスはノーランの肩をぽんと叩たたいた。

　身長は百八十センチ近くあるし体格もすっかり大人だが、唇くちびるを嚙かみしめながら立ち尽つくす姿が途と方ほうに暮れた幼い子供のようで痛々しい。

（これは結構厄やつ介かいな案件になりそうだな）

　カルトにまつわるトラブルはイライアスもいろいろ見聞きしている。大学時代、同じ研究室にいた学生が怪あやしげな自己啓けい発はつセミナーにはまり、周囲と散々揉もめた挙げ句大学を辞やめてしまった。知人の妹は、ヨガ教室の講師に誘さそわれたのがきっかけで過激なエコロジスト団体のメンバーになってしまった。

　一度はまると抜ぬけ出すのは非常に困難だ。正直なところ、現時点でノーランが目を覚ますことができるか否いなかは五分五分だろう。

　玄関のドアまで来てから、翠が振り返ってノーランの顔を見上げる。

「ノーラン、きみは今十七歳だよね」

「……そうだけど？」

「自分はもう子供じゃないと思ってるだろうし、僕も十七の頃ころはそう思ってた。だけど実際に大人になってみると、きみたち高校生がとても危なっかしく見えるんだ」

　翠の言葉に、ノーランが居い心ごこ地ち悪そうにぷいとそっぽを向く。

「心配してくれてるのはわかります。だけど、俺だって馬ば鹿かじゃない」

「そうだね。余計なお世話だろうけど、生徒の心配をするのが僕の仕事だから。じゃあまた学校で」

　説得を始めるのかと思ったが、翠はさらっと流してドアを開けた。イライアスも「またな」と言い置いてヒューズ家を辞去する。

「なかなか手て強ごわいな」

　車に戻もどってから労ねぎらうように声をかけると、翠が小さく笑みを浮うかべた。

「ええ。反発されるのは覚かく悟ごはしてました。今日はこれが精せい一いつ杯ぱいです。今はこれ以上踏ふみ込まないほうがいいでしょうし」

「ああ、ますます意固地になるのが目に見えてる」

「今の段階でできることは、彼に〝家族以外にも周囲に自分を気にかけてくれている人がいる〟と知ってもらうことです」

「それはしっかり伝わったと思うよ」

「だといいんですけど」

　睫まつ毛げを伏ふせ、翠がため息をつく。憂うれいを含ふくんだ表情がなんとも色っぽく、そんな場合じゃないのにイライアスは狭せまい車内にふたりきりだということを意識してしまった。

「えーと……どうする？　映画、まだ充じゆう分ぶん間に合うけど、そんな気分じゃない？」

　遠えん慮りよがちに切り出すと、翠がくるりと振り返る。

「いえ、行きましょう。ため息ばっかりついてるより、気持ちを切り替かえて別のことをしたほうがいいです」

「よし、じゃあ出発だ。夕飯、何がいい？」

「サンドイッチはどうです？　映画館の近くにベーカリーカフェがあって、ベーグルサンドの種類が多くて美味おいしいんです」

「いいね、それにしよう」

　大きく頷き、イライアスはイグニションキーをまわした。
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「失礼します、ちょっといいですか？」

　──月曜日の午前八時三十分。ノックと同時に勢いよくドアが開き、パソコンに向かってメールチェックをしていた翠は驚おどろいて顔を上げた。

「ええ……どうかなさいました？」

　ロンダ・ヒューズが、翠の返事を待たずに大おお股またでカウンセリングルームに入ってくる。

「土曜の夜からノーランが帰ってこないんです。例の農場に行ったっきり」

　ロンダはひどく取り乱していた。あまり寝ねていないのか、目が充血して顔色も悪い。

「えっ？　まさか、共同生活の宿舎に入ったんですか？」

　驚いて聞き返すと、ロンダが頷いた。

「そう、あの胡う散さん臭くさい農場の宿舎です。うちにはちゃんとあの子の部屋があるのに」

「ヒューズさん、お掛かけください」

　落ち着かない様子でうろうろしているロンダに椅い子すを勧すすめ、翠は開けっぱなしのドアをそっと閉めた。

「すみません、取り乱してるのはわかってるんですけど、どうしていいかわからなくて」

　両手で髪かみをかき上げ、ロンダが声を絞しぼり出す。前回ここに来たとき綺き麗れいにセットされていた髪は、今朝は見る影かげもなく乱れていた。

「確か息むす子こさんと話し合って、農場とは少し距きよ離りを置くという話になったんですよね？」

「ええ、あなたとキャバノー先生が訪ねてきた日、ノーランのほうから言い出したんです。母さんや先生たちが心配する気持ちもわかるから、しばらく農場に行くのはやめるって」

　ロンダから『おかげさまでノーランが考え直してくれました』と感謝の電話がかかってきて、翠も一安心したところだったのだが。

「でも、私を油断させて欺あざむくための噓うそだったんです。土曜日があの子の誕生日で……私は仕事を休めなくて、十時頃帰宅したら置き手紙があって、今夜は農場に泊とまる、と」

　ストレス時の癖くせなのか、再びロンダが髪をかき上げる。

「慌あわてて電話をかけました。帰ってきてと極力穏おだやかに言ったんですけど、帰りたくないの一点張りで、だんだん私も苛いら立だってきて、しばらく行くのをやめるって言ったばかりじゃないって責めてしまって」

　ロンダがそう言いたくなる気持ちもよくわかる。いったん安心させておいて裏切るなんて、母親にとってはショックが大きいだろう。

「そしたらあの子が言ったんです。十八歳になったから自分のことは自分で決める、もう家には帰らない、と」

　ロンダがわっと泣き出し、翠はおろおろしながらティッシュの箱を差し出した。

「ノーランと話したのはそれが最後ですか？」

「ええ、その後は電話がつながらないんです。農場のサイトを見てもメールアドレスだけで電話番号は載のってないし、メールしても返事がないし」

「農場には行ってみました？」

　ティッシュで鼻をかみながら、ロンダがこくこくと頷く。

「初めて行ったんですけど、高い塀へいに囲まれてて、出入り口に門番みたいな男性が立ってるんです。事情を話したんですが入れてもらえませんでした。無愛想で取り付く島もない感じで……それに銃じゆうを持ってるみたいで、私、怖こわくなって」

　高い塀に囲まれ、武装した男がいると聞いて、翠は血の気が引いていくのを感じた。

　これは本格的にまずい事態だ。

「ヒューズさん、これはもう僕の手には負えないかもしれません。警察に話したほうがいいです」

「ええ、私もそう思って、昨日真っ先に警察に行ったんです。だけど未成年じゃないから連れ戻すことはできないって言われて」

「ほんの三日前まで十七歳だったのに……」

　それが制度とはいえ、わずかな差で対応が分かれてしまうことに翠は歯は嚙がみした。

「わかりました。校長に話して対応を検討します。それと、僕も警察に行って話を聞いてみます。農場について何か情報を持ってるかもしれませんし」

「ええ、お願いします。すみません、私、仕事に行かないと」

　時計を見て、ロンダが慌てたように立ち上がる。

「何かありましたらお電話ください」

「はい、失礼します」

　ロンダが慌ただしく立ち去っていくと、翠はすぐに校長室に向かった。







「昼休み、ラウンジに来なかったね。校長と話し込んでたみたいだけど、何かあった？」

　放課後、カウンセリングルームにやってきたライアンに心配そうに問われ、出かける支し度たくをしていた翠はこくりと頷うなずいた。

「ノーランが、土曜の夜から例の農場に行ったきり帰ってこないんです」

「農場とは距離を置くって言ったばかりなのに？」

「お母さんや僕たちを油断させるための噓だったみたいです。土曜日が十八歳の誕生日で、成人になったタイミングで農場で暮らし始める計画を立てていたんでしょう」

「校長はなんて？」

　ライアンの質問に、翠は力なく首を横に振ふった。

「学校側にできることはないから、あとは警察に任せるしかないと」

「警察も現時点では動けないだろうな。未成年ならまだしも、十八歳の男性が自分の意思で家を出たわけだから」

「そうなんです。ノーランのお母さんも、警察でそう言われたって。けど念のため、僕もこれから警察に行ってみます。他ほかにも家出して宿舎に入った子供がいるかもしれないし」

「俺も一いつ緒しよに行く」

　ライアンの申し出に、翠は目をぱちくりさせた。

「そうしてくださると心強いですけど……いいんですか？」

「ああ。乗りかかった船だし、俺もあの農場の実態を知りたい」

　言いながら、ライアンが間合いを詰つめてくる。

　特に意味はなく、西日が眩まぶしくて立ち位置を変えたかっただけなのかもしれないが、間近で見下ろされて翠は鼓こ動どうが速くなるのを感じた。

「こないだ話した感じじゃ、正直ノーランを説得するのは難しそうだ。この農場はどこか変だと、本人が自分で気づくように仕向けるしかない」

「……ええ、僕もそれがいいと思います」

　濃こいブルーの瞳ひとみから目をそらし、さりげなくあとずさる。

「ええと……じゃあ荷物を取ってくる。駐ちゆう車しや場じようで待ってるよ」

　翠のぎこちない態度に気づいたのか、ライアンが少々戸と惑まどったように言って踵きびすを返した。

（うわ、やっちゃった）

　ライアンを避さけようとしていると誤解されてしまっただろうか。

　先週の映画館デートから、どうも調子がおかしい。多分あの日以降、これまで以上にライアンのことを意識するようになったせいだ──。

（映画館に行ったことより、ノーランの家に行くのにつき合ってくれたからかな）

　ライアンは敢あえて物理教師の仕事に徹てつし、カウンセラーの領域には踏ふみ込まないよう気を遣つかってくれた。ああいう場合、横から口出しする教師や保護者が多いのだが、カウンセラーとしての翠を信しん頼らいして任せてくれたのが嬉うれしかった。

　その後の夕食や映画でも、ライアンとの距離がぐっと近づいたのは間ま違ちがいないだろう。

　気持ちを切り替かえて楽しもうと思ったものの、翠はノーランの件を結構引きずってしまった。それを察したライアンが、さりげなく冗じよう談だんを言って笑わせてくれたり、映画の話で翠の意識をノーランから引き離はなしてくれたり……。

　食事中や映画の前後、帰りに寄ったコーヒーショップなどで、目が合うたびに単なる同どう僚りよう以上の親密な空気が漂ただよっていたように思う。それに気づいたとき、心が浮うき立つと同時に少々怖おじ気づいてしまった。

　恋れん愛あいは失敗続きだったので、もうこれ以上傷つきたくない。

　それにライアンは職場の同僚だ。うまくいかなかった場合、互たがいに気まずい思いをすることになる。

（先走りすぎかな。考えてみたら、ライアンの性的指向も知らないのに）

　同僚以上の親密な空気も、感じていたのは翠だけかもしれないのだ──。

（……今はそれどころじゃない。まずはノーランのことを考えないと）

　物思いを断たち切り、翠は急いでカウンセリングルームをあとにした。
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　警察署を訪おとずれたイライアスと翠は、パーティションで仕切られた応接スペースに通された。

　待つことそろそろ十五分。翠は壁かべに貼はられた行方ゆくえ不明者のポスターに見入っている。

「行方不明者って、この町だけでも結構たくさんいるんですね」

「ああ。これはほんの一部だろうな」

　不安そうな表情の翠に、イライアスはそっと手を握にぎって「大だい丈じよう夫ぶだよ」と囁ささやきかけたい衝しよう動どうに駆かられた。

（いかんいかん、いきなり手を握ったりしたら、また警けい戒かいされる）

　先週の映画館デート以来、翠の自分に対する態度がぎくしゃくしているような気がする。もしかしたら、イライアスの鼻息の荒あらさに気づいて少し距きよ離りを置こうと考えているのかもしれない。

「お待たせしました。ノーラン・ヒューズの家出の件で来られたそうですが、ええと……おふたりはマローン高校の先生だとか」

　初老の男性が現れたので、イライアスは急いで高校教師の顔を作った。翠が立ち上がり、右手を差し出す。

「はい、スクールカウンセラーのヤマハタです。こちらは物理のキャバノー先生」

「ウィルソン刑けい事じです」

　挨あい拶さつを済ませると、刑事は向かいの席にどさりと腰こしを下ろした。

「昨日ヒューズさんが署に来たときにも話したんですが、我われ々われも何もできないんですよ。ノーランは十八歳で、誘ゆう拐かいされたわけではなく自らの意思でその農場に行ったわけですから」

「ええ、承知しています。〈大地の交響曲〉について、何かご存じありませんか？　ヒューズさんが行ってみたところ、高い塀へいに囲まれて武装した男性が見張りをしていたそうなんですが」

　刑事がわずかに眉まゆを上げ、翠を値ね踏ぶみするように見つめる。話すべきか否いなか、迷っている表情だ。

「もしかして、他にも家出して農場に行った人がいるのでは？」

　少し方向を変えて質問すると、刑事が少しためらったのちに「ええ、実は」と答えた。

「〈大地の交響曲〉については、春頃ごろから何件か相談が来てるんです。家族が家を出て共同生活の宿舎に入ったので、連れ戻もどしてほしいと」

　翠が小さく息を吞のみ、「未成年者もいるんですか？」と尋たずねる。

「いえ、我々が知る限り未成年者はいません。農場側もその点はちゃんとわかってて、宿舎に入れるのは十八歳以上と決めているようです」

「あの……刑事さんも〈大地の交響曲〉のサイトをご覧になりましたよね？　どう見てもカルトなんですけど、それでも立ち入ることはできないんですか？」

　翠の質問に、刑事が肩かたをすくめた。

「ええ、我々もあの農場はカルトの可能性が高いと考えています。けど、今のところ犯罪の証しよう拠こが何もない。若者を集めて農業に従事させ、非現実的な理想郷について語るだけでは罪になりませんから、我々にもどうしようもないんです」

「たとえば農場内で違い法ほうな薬物が横行してるとか、誰だれかが暴力を振るってるとか、そういうことがあれば介かい入にゆうできます？」

　イライアスが尋ねると、刑事が苦笑いを浮かべた。

「通報や証拠があればね。けど、今のところそうした情報はありません。農場主はその辺りは慎しん重ちようにやってるみたいで」

「そうですか……」

「お力になれず申し訳ない。もちろん警察としても監かん視しは続けますし、何かあれば動きますので」

「わかりました。お時間取っていただきどうもありがとうございます」

　立ち上がって、もう一度刑事と握あく手しゆする。何やら難しい顔で考え込んでいた翠も、はっと我に返ったように立ち上がった。

　警察署を出て裏の駐車場へ向かう。車に乗ってドアを閉めると、翠が意を決したように顔を上げた。

「僕、一度農場に行ってみます」

「え？　行っても入れてもらえないと思うよ」

「ノーランを説得しに来たカウンセラーとしては入れてもらえないでしょうけど、〈大地の交響曲〉の理念に感動した大学生なら？」

　言いながら、翠がスマホを操作してこちらに画面を向ける。〈大地の交響曲〉のサイトに、前回見たときには載のっていなかった一日体験会のお知らせがアップされていた。

「ちょっと待った。おかしな理念に感動した大学生を装よそおって、農場内に潜せん入にゆうするってこと？」

　翠がこくりと頷うなずく。

「だめだ。危険すぎる」

「大丈夫、向こうだって体験会の参加者に危害は加えません。ああいう団体は、仲間に引き入れることができそうな人には優やさしく接するものです」

　翠の言葉に、イライアスは顎あごに手を当てて宙を見上げた。

　確かにこれは内部に潜入するチャンスだ。けど、〈大地の交響曲〉の詳しよう細さいは警察ですら把は握あくしていない。サイトに載っているのは表向きの顔で、裏では何をやっているかわからないのだ。

「ノーランがどうしてるか心配だから、顔を見に行きたいんです。内部で違法行こう為いがないか探さぐることもできますし」

「それでもやっぱり反対だ。カルトを甘く見ちゃいけない。ミイラ取りがミイラになる可能性も……」

　翠が運転席から体を起こし、こちらに向き直った。

「ええ、カルトの恐おそろしさは身にしみてわかってます。僕が高校生のとき、叔母おばが民間信しん仰こう系のカルト教団にはまったんです。家族は本当に大変な思いをしたし、叔母本人も苦しんだ。一度は抜ぬけ出したんですが、半年後に戻ってしまって……」

　少し言いよどんでから、翠が続ける。

「……叔母は施し設せつ内で亡なくなりました。反省室という名の小部屋に閉じ込められて、心と体を蝕むしばまれて」

　小さく息を吐はき、翠は運転席にもたれて窓の向こうに視線を向けた。

「もうあんな悲劇を見たくないんです。僕に防げるものなら防ぎたい」

　思わずイライアスは、手を伸のばしてそっと翠の腕うでに触ふれた。

　本当は抱だきしめたいところだが、それはどうにか我が慢まんする。

「わかった。ただし俺と一いつ緒しよに行くこと。それと、大学生を装うのはやめておいたほうがいい。どうせノーランに会ったら素す性じようがばれるし、身分を騙かたっていたことを知られたら心証が悪くなる」

「高校教師とスクールカウンセラーとして参加するんですか？　怪あやしまれません？」

「そうでもないさ。俺は……ほら、前に話したように会社をドロップアウトしてるし、きみも日々生徒たちの悩なやみを聞いているうちに心が疲つかれてしまったとかなんとか言えば」

「そうですね……カウンセラーの中にも心を病やんで休職する人がいると聞きますし」

「決まりだ。体験会は今週の土曜日だな。さっそく申し込んでおこう」

　スマホを取り出して、イライアスはメールフォームにふたり分の名前を入力した。
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　助手席から降りて、翠は高い塀に囲まれた農場に視線を向けた。

「今日は武装した門番の代わりに笑え顔がおいっぱいの女性陣じんがお迎むかえか。わかりやすいな」

　運転席から降りたライアンが、〈大地の交響曲〉のロゴ入りＴシャツを着て来場者に愛あい嬌きようを振ふりまいている女性スタッフに苦く笑しようする。

「体験会の参加者、僕たちだけかと思ってたけど、結構いますね」

「ああ。参加者が多いほうが俺たちが目立たなくていいな」

「ですね。一応自己紹しよう介かいとか考えてきたんですけど、あんまりしゃべるとぼろが出そうだから、感激して言葉が出てこないって感じでいきます」

「いいね。俺も人前で話すのが苦手なキャラでいこう」

　ライアンのセリフに、翠はくすくすと笑った。

「それ、いいかもしれませんね。教師なのに人前で話すのが苦手で、日々つらい思いをしているってアピールできますし」

　実際にはライアンの授業は生徒たちに評判がいい。物理が死ぬほど苦手だと嘆なげいていた女子生徒が、キャバノー先生の授業で今までちんぷんかんぷんだったことが少し理解できるようになったと喜んでいた。

『先生の授業はあっというまに終わっちゃうんだよ。話に引き込まれて、いつのまにか時間が経たってる感じ。物理の授業が面おも白しろいと思ったのなんて人生で初めて』

　非行歴があり、定期的にカウンセラーとの面談が義務づけられている彼女は、そう言って目を輝かがやかせた。

『キャバノー先生って見た目ダサダサだけど、素材は悪くないんだから髪かみ型がたと服をどうにかすればガラッと印象変わると思うんだよね。私が専属スタイリストになってあげようかって言ったんだけど、あっさり断られちゃった』

　彼女の軽口に、翠は内心複雑な思いだった。

　ライアンの良さは、見た目ではなく内面にある。とはいえ、ぼさぼさの髪や黒くろ縁ぶち眼鏡めがね、野や暮ぼったい服装にもかかわらず時々やけにかっこよく見える瞬しゆん間かんがあり……。

（気づいているのは僕だけかと思ったのに）

　できれば他ほかの人には気づいてほしくなかった。

　ライアンは紳しん士し的で優しくて素す敵てきな男性だ。実は見た目も結構いけてることが判明したら、瞬またたく間に独身女性たちのターゲットになってしまう。

　職員用のラウンジでも、赴ふ任にん当初はまるきり無関心だった女性教師が最近ちょくちょくライアンに話しかけてくるようになった。図書室の女性司書に『キャバノー先生ってフリーなの？』と訊きかれたこともある。

（今のところ、誰かとデートしてる気配はなさそうだけど……）

　ちらりとライアンの横顔を見上げたところで、スタッフのひとりが満面の笑みを浮うかべて近づいてきた。二十歳はたち前後の若い女性で、化け粧しよう気のない顔にあどけなさが残っている。

「こんにちは、ようこそ〈大地の交響曲〉へ！　体験会にご参加のかたですか？」

「はい、ネットで申し込みをしたライアン・キャバノーと、こちらはスイ・ヤマハタ」

　女性が名めい簿ぼをめくって名前を確かく認にんし、再び大おお袈げ裟さな笑顔を作った。

「今日おふたりをご案内するフィービーです。どうぞよろしく」

「よろしくお願いします」

「体験会といっても、今日は農作業はありませんのでご安心を。農場内をご案内して、私たちがどんな暮らしをしているかご紹介します」

「よかった。ここに着いてから、作業着と長なが靴ぐつを持ってくるべきだったって後こう悔かいしてたところだから」

　ライアンが心底ほっとしたように言ってみせる。

　幾いく分ぶん緊きん張ちようしながら、翠はフィービーに続いて〈大地の交響曲〉のゲートをくぐった。

　ロンダが来たときは閉とざされて武装した男が見張り番をしていた門は、今は体験会の参加者を歓かん迎げいするように大きく開け放たれている。

　塀へいの内部は、拍ひよう子し抜ぬけするくらいごくありきたりな農場だった。監かん視しの櫓やぐらでもあるのかと思ったが、広大な畑が広がる風景は平和そのものだ。

（高い塀さえなければ、の話だけど）

　塀の上部には鉄てつ条じよう網もうが張り巡めぐらされている。しかしよく見ると簡素な作りで電圧線などが設置されている様子もなく、その気になれば簡単に乗り越こえることができそうだ。

（まあでも、鉄条網のついた高い塀があったら脱だつ走そうや侵しん入にゆうをためらっちゃうよね）

　そういう意味では、この塀は心理的な障しよう壁へきの役割を果たしているかもしれない。実際ロンダはこの塀を見て怖おじ気づいたし、この塀のせいで〈大地の交響曲〉の胡う散さん臭くささが増している。

　先頭を歩いていたフィービーが振り返り、「農作業のご経験は？」と尋たずねた。

「子供の頃ころ、家庭菜園の一区画をもらってニンジンとトマトを育てたくらいかな。翠は？」

「僕も似たようなものです」

「未経験でも大だい丈じよう夫ぶですよ。私もここに来るまで土に触さわったことすらなかったんですけど、会長や先せん輩ぱい会員の方々が丁てい寧ねいに指導してくださって」

「会長というのは、農場主のキース・パワーズさんのことですか？」

「ええ、ここではみんな会長って呼んでます。あそこに白い家が見えるでしょう？　あれが会長と幹部が住む母おも屋やで、私たちは宿舎で生活してます」

　母屋は二階建ての大きな家だった。素そ朴ぼくな外観で多少古びてはいるが、ベッドルームが五、六室はありそうだ。

「あなたは宿舎に入って長いんですか？」

　言葉を選びながら、翠はさりげなく探さぐりを入れた。事前にライアンと打ち合わせた通り、否定的な言葉は絶対に使わないようにしなくては。

「この春からだから、そろそろ半年かな。いちばん長い人は二年前に来たって言ってました」

「宿舎に入るのに費用はかかります？」

　心配そうに質問すると、フィービーがくすくすと笑った。

「大丈夫、家賃は取りません。私たちは自給自足の暮らしをしてるんですけど、私たちだけじゃ食べきれないほど収しゆう穫かくがあるのでファーマーズマーケットで販はん売ばいしてるんです。農場の運営費はその収入と……あとは懐ふところに余よ裕ゆうのある会員が寄付をしたり。あ、もちろん強制じゃないですよ。けど、宿舎で生活してると生活費もほとんどかからないし、何よりこの農場のために役立てたいと思うようになるんです」

「あなたも寄付を？」

　ライアンが尋ねると、フィービーが肩かたをすくめた。

「ほんのちょっとですけどね。ここに来る前、何も考えてないお馬ば鹿かな女子大生だった頃、春休みに旅行しようと思って貯ためてたバイト代があったので」

「有意義に使ったってわけだ」

「ええ、ほんとに会長に感謝してます」

　そう言って、フィービーが頰ほおを紅潮させる。

　おそらく彼女の両親も、農場で共同生活を始めた娘むすめを心配していることだろう。せっかく大学に進学したのに怪あやしげなカルトに引っかかり……家族の苦く悩のうを想像すると、心がちくちくと痛む。

「こちらが鶏けい舎しやです。放し飼いにしているので、卵の味は抜ばつ群ぐんですよ」

　放し飼いの柵さくの外で、別の参加者がスタッフから説明を受けているところだった。手をつないだ男女のカップル、それにもうひとり、ポニーテールの若い女性が柵に手をかけて熱心に鶏にわとりを眺ながめている。

　振り返った女性の顔に、翠はぎくりとして目を見開いた。

「ヤマハタ先生？」

　──マローン高校の生徒だ。名前は確か、エマ・スタッフォード──。

「ああ、ええと、エマ？　こんなところで会うなんて、びっくりだね」

「ほんとほんと！　先生たちも体験会に参加してるなんて！」

　フィービーが「お知り合いなんですか？」とにこやかに割って入る。エマたちを案内していた女性スタッフも、興きよう味み津しん々しんといった様子でこちらをうかがっていた。

「ええ、私はマローン高校に通ってて、おふたりはそこの先生なんです」

　エマが答えると、フィービーの顔にさっと警けい戒かいの色が浮かんだ。

（う……まずい）

　職業を訊かれたら高校教師とだけ答える予定だったのだが、マローン高校に勤務していることがばれてしまった。ノーランの母親が息むす子こを連れ戻もどそうとやってきたことは、スタッフにも知れ渡わたっているに違ちがいない。ノーランが通う高校のカウンセラーと教師が来たとなると、怪しまれるのは当然だ。

　顔面蒼そう白はくになっている翠とは対照的に、知ってる顔を見つけたエマは大はしゃぎだった。

「先生たちも自然派農法に興味が？　あ、もう果樹園は見ました？」

「いや、まだ……」

　言いながら、救いを求めるようにライアンを見上げる。

　ライアンは動どう揺ようした様子もなく、翠の目を見て「大丈夫」と言うように微笑ほほえんだ。

「私は体験会二回目なんですけど、前回来たとき会長のお話にめっちゃ衝しよう撃げき受けたんですよ。それで自分の生き方を振ふり返って、このままじゃだめだって思って」

　勢いよくまくし立てていたエマが、ふと黙だまり込んで翠とライアンの顔をまじまじと見上げる。

「やっぱり噂うわさは本当なんですか？　先生たちがつき合ってるって」

　唐とう突とつな質問に、翠はフリーズした。数秒経たって脳にセリフの意味が到とう達たつし、「ええっ!?」と声を上げる。

「ちょ、ちょっと待って、どうしてそんな話になってるの？」

「だっていつも一いつ緒しよにいるし、雰ふん囲い気きでわかりますよ。それに私の友達が、先生たちが映画館でいちゃついてるのを見たって」

　映画館で生徒に見られていたと知って、翠は血の気が引いていくのを感じた。

　一緒にいるところを見られたのは、まあいい。同どう僚りよう同士で出かけるのは別に不自然なことではない。けど、普ふ通つうにしていたのに〝いちゃついていた〟などと思われていたのは心外だ。

（いちゃついているように見えたんだろうか）

　気き恥はずかしくて、ライアンの顔を見ることができなかった。

　けど、ここはなんとか誤解をとかなくては──。

「まいったな。ばれてたのか」

　照れくさそうに言って、ライアンが翠の肩に手をまわす。

「────!?」

　親しげに抱だき寄せられ、翠は飛び出しそうになった悲鳴を慌あわてて飲み込んだ。

　ライアンを見上げると、眼鏡めがねの奥の青い瞳ひとみが「大丈夫、俺に任せて」と語りかけてくる。

「実はそうなんだ。だけどまだ学校でオープンにする準備ができてないから、内緒にしておいてくれる？」　>>>♥

「もちろんです！　絶対言いません！」

　口にチャックをするジェスチャーをして、エマがにっこり笑う。

「大丈夫、ここでは何も隠かくさず本当の自分でいられますから。世間じゃまだまだ偏へん見けんが多いけど、ここはすべての愛の形を受け入れてくれるんです。実際同性のカップルもいるし」

　エマが同意を求めるようにフィービーに視線を向ける。フィービーも理解を示すように深々と頷うなずき、「ええ、どうぞご安心ください」と微笑んだ。

「では果樹園へ移動しましょう。農場内の見学が終わったら歓迎の親しん睦ぼく会にご案内します」

　エマの爆ばく弾だん発言には度ど肝ぎもを抜ぬかれたが、おかげでフィービーの疑念をそらすことができたようで、翠はほっと胸をなで下ろした。

　皆みんなから少し遅おくれて歩きながら、ライアンが素す早ばやく背をかがめて小声で囁ささやく。

「カルトは世間から疎そ外がいされていると感じている人がはまりやすい。俺たちは家族に交際を反対されていることにしておこう。学校でも関係を隠していて、それがつらいとアピールすれば向こうも不ふ審しんに思わないだろう」

「そうですね。では、ここではそういうことで」

　恋こい人びと同士のふりをすることに動揺しつつ、こくりと頷く。

「じゃあさっそく」

「……っ！」

　ライアンに手を握にぎられ、翠は心臓が跳はね上がるのを感じた。

　手をつないだくらいでびくびくしている自分が恥ずかしい。けど、ライアンの手に包み込まれる感かん触しよくは、想像していたよりずっと官能的で──。

（うわ、ライアンの手ってこんなに大きいんだ）

　長い指、硬かたい手のひら、ごつごつしていていかにも男の手という感じで、なんだかどぎまぎしてしまう。

　これまでつき合った相手は細身でどちらかというと中性的なタイプばかりだったので、考えてみたらこんなに長身で逞たくましい男性と手をつないで歩くのも初めてだ。がっしりとした広い肩や厚い胸むな板いたのあたりに濃のう密みつな男性フェロモンが漂ただよっていることに気づき、意識するまいと努力する。

「あ……っ」

　舗ほ装そうしていない道はでこぼこしており、気をつけていたのに石に躓つまずいてしまった。

「おっと、危ない」

　転びそうになった翠を、ライアンの逞しい腕うでが抱きとめてくれる。

　厚い胸板に倒たおれ込む形になり、翠はかあっと頰を赤らめた。

「す、すみません……っ」

　慌てて体勢を立て直すが、ライアンの手は気き遣づかわしげに腰こしにまわされたままだ。

　体の密着が緊きん張ちようとぞくぞくするような快感をもたらし、翠はぶるっと背筋を震ふるわせた。

「先生、大だい丈じよう夫ぶ？」

　振り返ったエマが、翠とライアンを見て微び妙みような表情を浮うかべる。少しあきれたようなその顔には、〝あのふたり、さっそくいちゃついてる〟と書いてあった。







　親睦会の会場は、畑に取り囲まれた広場だった。大きなテーブルの上にコーヒーやハーブティー、農場で採れた野菜を使った軽食が並べられている。

　体験会の参加者八名、案内してくれた女性スタッフの他ほかにも〈大地の交響曲〉のメンバーが次々集まってきて、賑にぎやかな立食パーティが始まった。

（こうして見ると、ごく普通のガーデンパーティなんだけど……）

　エマはフィービーと何やら小難しい顔で話し込んでいる。鶏舎で会った体験会参加者のカップルは、畑を指さしながらスタッフと議論を交かわしていた。

　よりよい生き方を模も索さくするのは悪いことではない。〈大地の交響曲〉が単に無農薬有機栽さい培ばいを実じつ践せんする健康的な農場なら、翠もノーランやエマの選せん択たくを尊重しただろう。

（ここはやっぱり変だ。健全じゃない）

　果樹園見学のあと、メンバーが生活をする宿舎に案内された翠は、心の中で「え？　これが宿舎？」と声を上げた。

　年季の入ったトレーラーハウスが十数台並んでおり、木の枝に渡されたロープで洗せん濯たく物ものが風にはためいていた。キャンプ場で見かけるような共同炊すい事じ場ばは、母おも屋やと比べると格差がありすぎる。

　これでは最悪なレベルのトレーラーパークとさほど変わらない。以前テレビのドキュメンタリー番組で見たヒッピーのコミュニティのほうが、よっぽど文化的で洗練されていた。

「ノーランだ。俺たちに気づいたみたいだな」

　隣となりでコーヒーを飲んでいたライアンが小声で呟つぶやく。顔を上げると、ノーランが顔をしかめながら近づいてくるところだった。

「母に言われて連れ戻しに来たんですか？」

　挨あい拶さつもなしに、とげとげしい口調で切り出す。

「違うよ。今日は仕事とは関係なく来たんだ。その……僕も自分の生き方にいろいろ悩なやんでるところで、話を聞いてみたいと思って」

　穏おだやかに告げるが、ノーランの表情は強こわばったままだった。

「さっきうちの生徒のエマに会ったよ。彼女には話したんだが、実は俺たち……」

　ライアンが微笑み、そっと翠の肩かたを抱き寄せる。

　ノーランが「ああ」と頷き、警けい戒かい心しんを緩ゆるめるのがわかった。

「先生たちがつき合ってるって噂、やっぱり本当だったんだ。マローンみたいな小さな町じゃまだまだうるさいこと言う人いるけど、ここはありのままの姿を受け入れてくれるから安心だよ」

「ああ。人前で手をつないだの初めてで、すごく嬉うれしかった」

　感かん慨がい深げに言って、ライアンが愛いとおしげに翠を見下ろす。

　熱を帯びているように見えるその眼まな差ざしに、慌てて翠は目をそらした。演技だとわかっていても、これは心臓に悪い。

「えっと……僕たちも農場内を案内してもらったんだ。いいところだね」

「でしょう？　昼間もいいけど、夜になると星がすごく綺き麗れいなんだ」

「町からだいぶ離はなれてるもんね。ここでの暮らしはどう？」

　ハーブティーを飲みながら尋たずねると、ノーランが軽く肩をすくめた。

「悪くないよ。相部屋だからそれなりに気を遣うけど、家にいるよりまし」

　家にいるよりましという部分が気になったが、今は触ふれないほうがいいだろう。少し考えて、翠は当たり障さわりのないセリフを口にした。

「そっか。気が向いたら学校にも来てよ」

「どうかな。やること結構たくさんあって忙いそがしいから」

　ノーランが答えたところで、人ひと垣がきの向こうで拍はく手しゆが沸わき起こった。何ごとかと振ふり返ると、農場主のキース・パワーズが現れたところだった。

（うわ、なんかスター登場って感じ）

　メンバーの熱ねつ狂きようぶりは少々異様に感じられた。特に女性陣じんの熱気は、ライブ会場さながらだ。

　ダークブロンドの長めの髪かみに無ぶ精しよう髭ひげ、シンプルな白いシャツと色あせたジーンズ──サイトの写真より若々しく、そしてかなり魅み力りよく的であることは認めざるを得ないだろう。

　そういえばメンバーは七対三くらいで女性の割合が多い。〈大地の交響曲〉の急成長に農場主の性的魅力が大いに貢こう献けんしていることは間ま違ちがいなさそうだ。

「体験会へご参加の皆さま、こんにちは。〈大地の交響曲〉代表のキース・パワーズです」

　キースは声も魅力的だった。翠の好みではないが、よく通るバリトンは女性受けがよさそうだ。

「農場についての説明はスタッフから聞いてらっしゃるでしょうから、私からはこの場所の意義をお伝えしたいと思います。今の世の中、皆大なり小なり息苦しさを感じていることでしょう。けどそれに気づかないふりをしてやり過ごし、人生こんなものだと諦あきらめている。仕方がない、足あ搔がいたところで何も変わらない、と」

　いったん言葉を切って、キースがぐるりと観衆を見まわす。

「ここで暮らすメンバーも、皆それぞれ生きづらさを抱かかえ、世間への怒いかり、失望を感じていました。しかし彼らは今、幸福感に満ち生きる喜びを日々味わっている。それはなぜか。人生を変えようと行動したからです。より人間らしく生きるため、より幸せな人生のため、過去の自分を捨てて生まれ変わった」

　キースが身振り手振りを交えて熱弁を振るうのを、翠は冷めた目で見守った。

　言っていることはサイトに書いてある通り、ありきたりだ。けれどキースの芝しば居いがかった口調のせいで、何かとても意味のある言葉のように聞こえる。実際翠とライアン以外の体験会参加者は、感激したように耳を傾かたむけていた。

「農場での生活は、最初は多少不便を感じるかもしれません。現代社会の生活に慣れきっている人にとって、当然の戸と惑まどいです。常にインターネットに頼たより、生活のすべてが機械によって支配され……」

　キースの熱弁は続く。内容を聞き取るのはやめて、翠はメンバーや参加者を観察することにした。

　フィービーがキースに恋こいしているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。本人は否定するだろうが、キースをうっとりと見つめる眼差しに、尊敬や憧あこがれ、思し慕ぼが溢あふれ出している。他の女性スタッフも似たようなものだ。キースもそれをわかっていて利用しているのだろう。

　男性メンバーは年若く未熟な若者が多く、キースに理想の父親あるいは理想の兄を見ているのかもしれない。母ひとり子ひとりで暮らしてきたノーランが、家庭や学校では見かけないタイプの年長者の男性に引き寄せられるのもわかる気がする。

　エマは、まだ恋とまではいかないが、キースの言葉にいたく感動している様子だった。両手を胸の前で握にぎり合わせ、時折頷うなずきながら話に聞き入っている。

（エマのご両親は、エマがここに来ていることを知ってるんだろうか）

　週明けにエマの保護者に連れん絡らくして一度面談しなくては……などと考えていると、大きな拍手が沸き起こる。どうやらキースの演説が終わったらしい。

「熱狂的だな」

　周りに合わせて拍手をしながら、ライアンが小声で囁ささやきかけてくる。

「ええ、熱狂的ですね」

　相あい槌づちを打ち、さも感動したような表情を作りながら翠も盛せい大だいな拍手を送った。

　気をつけないと、人々の熱狂が生み出すパワーは心に影えい響きようを与あたえやすい。体験会の参加者の中には半信半疑で来た人もいるだろうが、この空気は揺ゆれる気持ちを農場側に引き寄せる力を持っている。カルトやカルトの疑いのある組織に対して厳しい目を持っている翠でさえ、キースの言葉に感動できない自分は何か感情が欠落しているのだろうか、などと疑いを持ってしまうほどに……。

「それでは、体験会の参加者の皆さんに自己紹しよう介かいをしていただきましょう。お名前や職業などは言わなくて結構です。なぜここに来たか、どんな生き方を望んでいるのか、そういう心の内側のお話を聞かせてください」

　フィービーが語りかけると、真っ先にエマが手を挙げた。

「こんにちは、エマです。名前は言わなくていいってことでしたけど、みんなに覚えてもらいたいので」

　広場の中央に進み出た彼女が、軽かろやかに切り出す。

「前回の体験会にも参加したので覚えてるかたもいるんじゃないかな。会長のお話にすごく衝しよう撃げきを受けて、家に帰ってからもずっと頭から離れませんでした。自分のこれまでの生き方、これからどう生きたいか、すっごくたくさん考えて……」

　十代ならではの素す直なおな感受性は、眩まぶしくもあるが、その危なっかしさにはらはらしてしまう。いったい何がエマをカルトに走らせようとしているのか、翠は注意深く彼女を見守った。

「前にも話しましたけど、うちの両親は会社を経営してて、金かね儲もうけのことしか考えてないんです。私にもいい大学に行っていい職業に就つけってそればっかり。いい職業って何？　両親の言ういい職業ってつまり収入の多い職業のことなんだけど、それがいい職業なの？　お金がないと何もできないって言うけど、心の豊かさってお金で買えるものじゃないですよね？」

　よほど鬱うつ憤ぷんが溜たまっているのか、キース顔負けの熱弁ぶりだった。

　話している内容自体に問題はない。両親に反発するのも自分の生き方を模も索さくするのも、十代の若者なら当然のことだ。たいていは友達や恋人とのおしゃべりでストレスを解消し、部活動やアルバイトなどを通して人生について学んだり気づいたりしていくものだが、たまに危険なカルトにはまってしまう者がいる。

（エマって確かチアリーダーだったっけ）

　人前でこれだけ話せる度胸があるなら、ディベート部や生徒会の活動も向いているかもしれない。ほとぼりが冷めたら彼女に生徒会役員に立候補するよう勧すすめてみよう……などと考えつつ、彼女の不満爆ばく発はつトークを聞き流す。

　長かったエマの話がようやく終わり、次の参加者が話し始めた。

　二十代半ばくらいの彼女の話は、周囲の人に自分の個性を受け入れてもらえないことについての不満がメインだった。三十前後の気弱そうな男性は、常に不安と焦しよう燥そうを抱えていることをおずおずと打ち明けた。

　自分の番がまわってきたので、急いで観察者モードから迷える子羊モードに切り替かえる。

「えっと……今日はここに来て、皆みなさんとお会いできて本当によかったです。このところ、ほんとにいろいろ悩なやんでて……」

　感かん極きわまったように、翠は言葉を詰つまらせた。ライアンも演技に入り込み、励はげますように肩かたを抱だき寄せてくれる。

　ちらりと見上げると間近で目が合い、演技ではなく本当に照れくさくなって、翠はふふっと笑いながら俯うつむいた。

「すみません、彼は感激のあまり言葉が出てこないみたいだから代わりに俺が」

　翠の肩を抱いたまま、ライアンがぐるりと聴ちよう衆しゆうを見まわす。

「俺たちは恋人同士です。けど家族には反対されてるし、職場ではばれないように隠かくしてる。今日初めて人前で堂々と手をつなぐことができました。ここではなんの心配もなくそれができる。ありのままを受け入れてくださった皆さんに感謝しています」

　会場から拍手が起き、ライアンは翠の手を握って皆に見えるように掲かかげて見せた。

「ちょっと、これはやり過ぎです……っ」

「やり過ぎくらいでちょうどいいんだよ」

　小声でひそひそ言葉を交かわしていると、誰だれかが冷やかすように口笛を吹ふく。エマが「私たちは味方よ！」と叫さけび、再び会場が温かい拍手に包まれた。

（う……騙だましてごめんなさい）

　罪悪感を覚えつつ、メンバーに怪あやしまれずに済んだことにほっと胸をなで下ろす。

　ひととおり自己紹介が終わると、会場はキースを交えての立食パーティとなった。女性スタッフに囲まれたキースが、参加者ひとりひとりに声をかけてまわるようだ。

（なるほど、ああやって親しげに話しかけて勧かん誘ゆうするわけか）

　この農場のスターであるキースに個人的に話しかけられたら、参加者も悪い気はしないだろう。特に若い女性は、キースの性的魅み力りよくにくらくらするのではなかろうか。

「シャツのボタン、外しすぎだろ」

　ライアンにこそっと耳打ちされ、くすくす笑う。

「ええ、僕もそう思ってました。わかりやすいセックスアピールですよね」

　白いシャツから日焼けした肌はだを大だい胆たんに覗のぞかせているキースに、少々気持ち悪さを感じていたところだ。筋肉質の男性は嫌きらいではないが、筋肉を見せびらかす男性は好きになれない。

「俺もあんな感じで授業をしたらもてるかな」

「やめてください。セクハラですよ」

「だよな。教育委員会からクレームが来そう」

　キースが近づいてきたので、慌あわてて翠は口をつぐんで姿勢を正した。

「あなたがたの勇気に心を打たれました」

「えっ？」

　いったいなんのことかと戸と惑まどっていると、キースがにっこりと微笑ほほえむ。

「カミングアウトですよ。いつも隠している秘密を、今日は皆の前で打ち明けた」

「ああ……ええ、自分でもびっくりです。公表する予定なんてまったくなかったのに」

「この場所に来て皆と出会って、素直になれた？」

「はい」

　本当は単なるアクシデントだが、翠は神しん妙みような面おも持もちで頷いた。

「来て本当によかったです。彼に誘さそわれて、実はあんまり乗り気じゃなかったんですけど」

　ライアンが恋こい人びと役をそつなく演じる。

「はは、最初は乗り気じゃなかったって人、結構多いんですよ。怪しい団体なんじゃないかと疑ったりね」

　にこやかにライアンと語り合うキースを、翠はそれとなく観察した。

　わざとらしさはあるものの、彼の笑え顔がおがすこぶる魅力的であることは否定できない。

　サイトを見たとき、こんな稚ち拙せつな理想論に騙される人がいるのを不思議に思ったのだが、農場主の情熱的な語り方やチャーミングかつセクシーな笑顔を目まの当たりにし、なるほどと合が点てんがいった。

（僕には通用しないけどね）

　十代の頃ころだったら、もしかしたらキースのようなタイプに惹ひかれていたかもしれない。

　けれど自分はもう大人で、どれだけ見た目がかっこよくても、口先だけで中身が空っぽの男に心を動かされることはなくなった。

　一いつ緒しよにいて楽しい人、思いやりのある人、そして、一生をともにしたいと思える人。そういう人とつき合いたい。そう、たとえばライアンみたいな──。

「ええ、仕事のストレスで体を壊こわして、二年ほど療りよう養よう生活を送ってたんです」

　ライアンとキースの会話に、現実に引き戻もどされる。

「それで今は高校教師のお仕事を？」

「多た忙ぼうな会社員生活はもう無理だと思いましてね。けど、教師の仕事も結構忙いそがしいんですよ。人間関係のストレスもありますし、朝起きると、ああ今日も学校か……と憂ゆう鬱うつになります」

　眉まゆ根ねを寄せて、ライアンが大おお袈げ裟さにため息をついた。事前に打ち合わせた通り、現状に不満を持ち、人生を変えたいと願っている教師をうまく演じている。

「どんな職業でも、心の平へい穏おんを保つのは難しいことです。心の平穏こそ、かつての私が求めていたものだった。今は毎日穏おだやかな気持ちで朝を迎むかえることができています」

「うらやましいです。畑の緑を見ていると、心が落ち着きますね」

「是ぜ非ひまた見にいらしてください。体験会の日じゃなくても、いつでも歓かん迎げいしますよ」

「ありがとうございます」

　ライアンとキースが握あく手しゆを交わし、キースに右手を差し出された翠も笑みを浮うかべて握手に応じた。
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　助手席のドアを閉め、翠が詰めていた息をふっと吐はき出す。

　運転席に座ったイライアスも、軽く肩をほぐしながらエンジンをスタートさせた。

「さて、悩める子羊タイム終しゆう了りよう、本音炸さく裂れつタイム開始だ」

　農場の敷しき地ちをあとにし、一いつ般ぱん道に出てから口を開く。

「言いたいことがありすぎて何から話していいか。あの宿舎、どう思います？　母おも屋やに比べて酷ひどすぎません？」

「ああ、酷かった。最新型ならまだしも、あんな古いタイプのトレーラーハウスとはね」

「農場内で違い法ほう薬物が横行している様子はありませんでしたけど、何か気づいたことは？」

「残念ながら、警察に通報できるようなことは何も。何かあるとしても、見学に来た外部の人間には絶対見せないだろうけどね」

　翠が黙だまり込み、じっとフロントガラスを見つめる。思い詰めたようなその横顔に、イライアスは心配になって声をかけた。

「まさか、入会して農場内に潜せん入にゆうしようなんて考えてないよな？」

「まさか。僕もそこまではしません。仕事を失いたくはないですから。ただ……」

　翠が言いにくそうに口ごもったので、イライアスは路肩に車を停とめた。

　のどかな田舎いなか道で、他ほかに車は一台もいない。猛もう禽きん類るいらしき鳥が一羽、空を旋せん回かいしているだけだ。

「僕はちょっと、あの手の団体に厳しすぎるのかも。叔母おばのことがあったからどうしても疑いの目で見てしまうんですけど、もしかしたら〈大地の交響曲〉はカルトというほどではないのかも……」

「どうしたんだ？　キースの演説に洗脳された？」

　ちらりとこちらを見やり、翠が首を横に振ふる。

「違ちがいます。ただ、フィービーや農場のメンバーがすごく楽しそうだったでしょう？　あのトレーラーハウスは酷いけど、虐しいたげられてる感じじゃなかったし。世間一般の尺度で見たら変な農場だけど、働いている本人たちが満足してて幸せなら、部外者が口を出すことではないのかな……って」

「フィービーは貯金を寄付したんだぞ」

「強制じゃないでしょう？」

　本格的に心配になってきて、イライアスはシートベルトを外して翠のほうへ向き直った。

「どうしたんだ、本当に。きみが飲んだハーブティーに何か入ってたのか？」

「かもしれません。なんか変な味だったから」

「翠……」

　思わず翠の細い肩かたを摑つかんで揺ゆさぶる。

　翠がふふっと悪戯いたずらっぽく笑い、イライアスの手から逃のがれた。

「大だい丈じよう夫ぶ、僕個人はあの農場はおかしいと思ってます。ただ、スクールカウンセラーとしては慎しん重ちように対応しなきゃと思ってて。自分は正しいと信じ込むのは危険だから、ときどきこうやって反対側に立ってみるんです。口に出してみて、周りの反応を見ることで気づくこともあるし」

「……なるほど。焦あせったよ、きみもキースの魅力にノックアウトされちまったのかと」

「ありえません。ああいうナルシストは大の苦手なので」

　それを聞いて、イライアスはほっと胸をなで下ろした。

　プレイボーイ気取りのにやけ顔や芝しば居いがかったしゃべり方が実に不快だが、ああいう男に惹かれる女性が──もしかしたら男性も──一定数いることは理解できる。

　キースが翠に猫ねこなで声で話しかけるたび、イライアスは気が気でなかった。

（俺だって、眼鏡めがね外して髪かみを撫なでつけてそれなりの服装をしたら結構いけてるんだけど！）

　翠は相手を見た目で判断したりはしないが、それでもいけてない仮の姿ではなく、ロックハート御おん曹ぞう司し時代のいけてる姿を見せることができたら、としみじみ思う。

「さて、これからどうしましょう。今のところノーランやエマに『あの農場はやめておいたほうがいい』と強く言えるだけの材料がないんですよね……」

「ひとつ気になるとしたら、あの農場を入手した経けい緯いかな」

「どういうことです？」

「あれだけ広大な土地だから、いくら田舎でも二束三文ってことはないだろう。農場主になる前にキースが何をやっていたか、どうやって農場の購こう入にゆう資金を得たか、調べてみる価値はありそうだ」

「ええ……でもどうやって？　僕もキースの名前でいろいろ検けん索さくしてみたんですけど、過去の経歴はまったく引っかからなくて」

「おそらく偽ぎ名めいだろうな。知り合いにそういうことを調べるのが得意な探たん偵ていがいるから頼たのんでみるよ」

　ロックハート家お抱かかえの探偵は、元ＣＩＡの分ぶん析せき官だ。胡う散さん臭くさい人物の身元を調べることなど朝飯前だろう。

「いいんですか？　探偵に頼んだら結構費用がかかるんじゃ……」

「その点は心配ないよ。親父おやじの顧こ問もん探偵で、親父が年間契けい約やく料を払はらってるから」

　本当はロックハート本家の当主が雇やとっているのだが、そういうことにしておく。

　翠がほっとしたように表情をやわらげ、「何かわかるといいんですけど」と呟つぶやいた。







　帰宅したイライアスは、さっそく探偵に電話をかけた。

『はい』

　数回のコールののち、探偵の濁だみ声ごえが幾いく分ぶん怪け訝げんそうに応答する。

「イライアスだ」

　声を潜ひそめて告げると、電話の向こうで探偵が何やら唸うなり声を上げた。

『証人保護プログラム中に電話をかけてくるなんて感心しませんね』

「緊きん急きゆう事態なんだ。ちょっと力を貸してもらえるかな」

『例のアルメニアマフィアがあなたの居所を突つきとめたとか？』

「違うよ。探偵さんは多分ご存じだろうけど、今アリゾナ州で高校教師をやってるんだ。教え子がカルトにはまりかけてて」

　探偵が『ちょっと待った』と遮さえぎった。

『そういうことを軽々しく口にしないでください。あなたは今、スウェーデンに留学中のはずです』

「うん、まあそうなんだけど」

　──イライアスが証人保護下にあることを隠かくすため、ロックハート家次期当主のクレイグは抜ぬかりなく手をまわした。学究の世界に戻もどりたくなったイライアスが、急に思い立って留学したことにしたのだ。

　そんなわけで、イライアスは証人保護プログラムに入る前のわずかな時間で仕事の引き継つぎを済ませ、家の売ばい却きやく手続きをし、クレイグが開いてくれた送別会で挨あい拶さつまでやってのけた。

　真実を知るのは次期当主のクレイグ、コンラッド、そして顧問探偵だけ。両親でさえ、息むす子こはスウェーデンに留学中だと信じている。

「キース・パワーズという男について調べてほしい。〈大地の交響曲〉っていう農場の主なんだが、調べてもこれまでの経歴が出てこないんだ」

『厄やつ介かい事には首を突っ込まないほうがいいと思いますが』

「大丈夫、新聞沙ざ汰たになるようなへまはしないよ」

　しばしの沈ちん黙もくののち、探偵がはあっとため息をついた。

『わかりました。やってみましょう』

「恩に着るよ」

　電話の向こうで、さっそく探偵がキーボードを叩たたき始める。キース・パワーズについて調べつつ、探偵は『アルメニアマフィアの近きん況きようについては訊きかないんですか？』と口にした。

「なんか動きがあったの？」

『いえ、何も。けど用心してください。彼らの情報収集能力は侮あなどれません』

「わかった。ロシア語が聞こえたらすぐに地面に体を伏ふせるようにするよ」

『彼らの公用語はアルメニア語です。ああ、ありました。キース・パワーズ、本名フレッド・コール・ギルモア。デトロイト出身の三十九歳、地元の高校を卒業後、ロサンゼルスに移り住んで演劇学校に通い、二十一歳のときにコール・ギルモア名義で俳優デビュー』

「俳優？　道理でいちいち芝居がかったしゃべり方だと思った」

『俳優としては芽が出なかったみたいですよ。Ｂ級映画の端は役やくがいくつか、二十五歳のときにテレビドラマの脇わき役やくを得るもワンシーズンで打ち切り。その後何度か小劇場の舞ぶ台たいに立っていますが、話題になることなくキャリア終しゆう了りよう』

「俳優を引退したあとは？」

『ＬＡに留とどまってクラブのバーテンダーをやってますね。二十八歳のときに結けつ婚こん、一年後に離り婚こん、三十歳でまた結婚、半年後に離婚』

「ずいぶんと忙せわしないな」

　メモ用紙に書き留めながら呟く。

『三年前にアリゾナ州マローン近きん郊こうの農場を購入……なんと二十万ドルを一いつ括かつ払ばらいだ』

「二十万ドルを一括で？　バーテンダーってそんなに稼かせぎがいいの？」

『ちょっと待ってください。二度目の離婚のあと、バーテンダーを辞やめたみたいです。その後定職に就ついた記録はなく、住所も不明ですね』

「三十六歳で農場を購入するまでの約五年間、いったいどうやって二十万ドル稼いだんだろう」

　宙を見上げて考え込んでいると、電話の向こうで探偵が『おおっ？』と声を上げた。

『いやいや、二十万どころじゃないです。土地購入の一年前、株や先物取引に三十万ドル以上つぎ込んでます。ただしこちらはうまくいかなかったようで、ほぼ全額失ってますけど』

「カルト農場を作ることで、投資の損失を取り戻そうとしたのかな」

『おそらくそうでしょうね。それらしい農場を開いて入会希望者を集め、うまいこと言って財産を巻き上げる。昔からよくある詐さ欺ぎです』

「ああ、寄付金を集めてるのは確かだ」

『ではその寄付金の使い道について調べておきましょう。それと、五年間でどうやって五十万ドル貯ため込んだか』

「よろしく」

　電話を切って、イライアスは走り書きのメモを読み直した。

（よし、一歩前進）

　一歩どころか、かなりの前進だ。キースが詐欺師だと証明できれば警察も動いてくれるだろう。

〈大地の交響曲〉のゴタゴタが片付いたら、翠との関係に気持ちを集中できる。

　どうすればもっと長く一いつ緒しよに過ごすことができるか、どうすればもっと関係を深めることができるか、じっくり考えて計画を練ることができる──。

　翠とのあれこれを想像し、イライアスはぷっと小鼻を膨ふくらませた。
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　──月曜日の午前八時三十分。ロンダ・ヒューズはきっちり時間通りにカウンセリングルームにやってきた。

「おはようございます……」

「ああ、ヒューズさん、おはようございます。どうぞお入りください」

　翠は笑え顔がおでロンダを迎むかえ入れた。対照的にロンダはひどく憔しよう悴すいした様子で、目の下に濃こい隈くまができている。

「何か進展があったんでしょうか？」

「ええとヒューズさん、これから僕が話すことは内密にしていただきたいんです。校長に知られるとちょっとまずいので」

　怪け訝げんそうな表情ながら、ロンダは何も言わずにこくりと頷うなずいた。

「実は僕と物理のキャバノー先生で、土曜日に〈大地の交響曲〉の体験会に行ってみたんです。ノーランを連れ戻しにきたと思われないよう、農場の活動に興味があるふりをして」

　ロンダが驚おどろいたように目を丸くし、身を乗り出す。

「ノーランに会えました？」

「ええ、会えました。元気にしていますのでご安心を」

「話をしたんですか？　何か言ってました？」

「少しだけ。そのとき彼が、ちょっと気になることを口にしたんです。ここでの暮らしはどうかと尋たずねると、悪くない、相部屋だから気を遣つかうけど、家にいるよりまし、と」

　ロンダの顔に、動どう揺ようと悲しみが広がっていく。

　彼女の目を見つめながら、翠は穏おだやかに続けた。

「息子さんが家にいたくない理由に、何か心当たりはありませんか？」

「……ええ、あの」

　両手で髪かみをかき上げてから、ロンダは大きく息を吐はき出した。

「春頃ごろからつき合っている恋こい人びとがいて、最初は外で会うようにしてたんですが、何度か家に招いているうちに線引きが曖あい昧まいになってきて……今はほぼ同どう棲せい状態なんです。ノーランは彼のことが気に入らないみたいで」

　多感な高校生が、親の恋人とうまくやっていけるほうが稀まれだろう。少し考えて、翠はロンダに向き直った。

「ヒューズさん、あなたにはあなたの人生があるのはわかります。誰だれにでも恋れん愛あいを楽しむ自由はあるし、誰かと信しん頼らい関係を結ぶのは素す晴ばらしいことです。ただ、ノーランが『家にいるよりまし』と言ったことを、よく考えてみてください」

「…………はい」

　もう一度髪をかき上げ、ロンダが力なく頷く。

「それともうひとつ。強制ではないけれど農場主は寄付金を集めているようです。ノーランも農場に寄付してますか？」

「寄付？　さあ……そういうことは何も聞いてないです。もしかしたらバイトで貯ためたお金を寄付したのかもしれないけど……」

「ああいう団体では、メンバー間で寄付金の額を競きそわせるケースが多いんです。念のためお知らせしておきますが、親のお金に手をつける子もいます。全財産をこっそり持ち出された例も」

「……わかりました。気をつけます」

「残念ながら、今僕にできるのはこれだけです。僕も警察に行って話を聞いたんですが、あとは警察が動いてくれるのを待つしかないみたいで」

　翠が言うと、ロンダが控ひかえめながら初めて笑顔を見せた。

「いえ、警察も校長も相手にしてくれなかったけど、あなたは親身になって話を聞いてくれたわ。ノーランに会いに行ってくださったことにも感謝してます。あなたと、物理のキャバノー先生ね」

　言いながら、ロンダが立ち上がる。

　ドアを開けてロンダを見送ろうとした翠は、ふと思いついて彼女を呼び止めた。

「そうそう、警察で聞いたんですが、〈大地の交響曲〉について他ほかにも何件か相談が寄せられているそうです。ネットなどで呼びかけたら、同じように家族を農場から連れ戻もどしたいと思っている人と連れん絡らくが取れるかも。カルトの場合、被ひ害がい者しやの会を結成して世論に訴うつたえるのもひとつの手です」

「被害者の会……考えもしなかったわ。それ、いいかも」

「結成するなら僕もお手伝いします」

「ありがとう。すみません、もう行かないと」

　ここに来たときとは別人のように晴れやかな顔になり、ロンダは階段を駆かけ下りていった。







「おはようございます、スタッフォードさん。どうぞお掛かけください」

　ロンダが帰ってから約一時間後。約束の時間から十五分以上遅おくれてカウンセリングルームに現れたスタッフォード夫人は、ひどく険しい表情だった。

「夫ふう婦ふ揃そろって来るようにとのことでしたけど、夫は会議があって来られなくて。いったいどんなご用件でしょう？」

　声に警けい戒かいの響ひびきがありありと表れている。スクールカウンセラーに「娘むすめさんのことで話がある」と呼び出されたのだから、それも当然だろう。

　夫人の警戒心を少しでもやわらげようと、翠はにこやかに切り出した。

「急にお呼び立てしてすみません。電話でもお伝えしましたが、僕がご両親に連絡したことは、どうかエマにはご内密に」

「その点は大だい丈じよう夫ぶです。この一ヶ月、あの子は私や夫と口を利きこうとしないので」

　夫人がため息とともに吐き出す。

「喧けん嘩か中ですか？」

「ええ、まあ」

　それ以上説明しようとせず、夫人は黙だまり込んだ。体験会でのエマの発言から予想はしていたが、エマと両親はかなり険悪らしい。

「本題に入りましょう。エマが〈大地の交響曲〉という農場に出入りしていることはご存じですか？」

　翠の質問に、夫人が驚いたように顔を上げた。

「それをどこで？」

「すみません、それは言えないんです。ご存じだったんですね」

　黒いマスカラに縁ふち取どられた瞳ひとみが、落ち着かない様子で左右に揺ゆれ動く。

「それは……ええ、知ってます。……ちょっと待ってください、そのこと、他の人も知ってるんですか？　校長とか、他の生徒とか」

「いえ、今のところ僕と同どう僚りようの教師だけです。もちろん口外するつもりはありません」

　翠の顔をまじまじと見つめ、夫人が眉まゆ根ねを寄せた。

「私と夫でなんとかしますので、どうかこの件は表おもて沙ざ汰たにしないでください。怪あやしげなカルトに出入りしているなんてことが知れ渡わたったら大学の入学に不利になります。それに、私たちが経営している会社がカルトと関かかわっているなんて思われたら……」

　夫人の言葉に、翠は内心ため息をついた。悪い噂うわさが広まることがよほど心配らしい。

「もちろん僕も、表沙汰にしてエマを批判の矢や面おもてに立たせる気はありません。ただカウンセラーとして、なぜエマがそのような団体に関わるようになったか、原因を知りたいんです」

「心配してくださるのはありがたいんですけど、エマのことは私たちでなんとかします。セラピストを手配しましたし、弁護士にも相談してます。どうかこの件にはこれ以上触ふれないでください」

　言葉は丁てい寧ねいだが、夫人の態度は友好的とは言いがたかった。話は終わったと言わんばかりに勢いよく席を立つ。

　仕方がない。スクールカウンセラーとしてできることはここまでだ。

「わかりました。何かあれば、いつでもご相談ください」

「ええ、失礼します」

　夫人を見送り、翠は壁かべの時計を見上げた。

　確かこの時間、ライアンは授業がなかったはずだ。カウンセリングルームのドアを閉め、一階の物理実験室へ向かう。

　物理実験室のドアは開いていた。ライアンは教きよう壇だんの横の机で、赤ペンを手にテストかレポートの採点をしているところだった。

「ちょっといいですか？」

　ドアをノックしてから、翠は小声でライアンに呼びかけた。視線を上げたライアンが、ぱっと顔を輝かがやかせる。

「いいよ。俺もランチの前にきみのところに行こうと思ってたんだ」

　机の前まで歩み寄り、翠は声を潜ひそめて切り出した。

「ノーランのお母さん、それにエマのお母さんとも話をしました」

　ライアンの向かいの席に座り、面談の内容をかいつまんで話す。

「エマのお母さんの反応は予想通りって感じだな」

「エマはまだ宿舎に入ってないし、他に何か夢中になれることができたら農場から興味がそれるかな、とは思うんですけど」

「熱しやすく冷めやすそうな感じだもんな。年ねん齢れいは？　十八になってる？」

「まだ十六歳です。今すぐ宿舎に入る心配はないですね」

「じゃあ俺たちも今はこれ以上口出ししないほうがいいかな」

「ええ。そっちはどうでした？　何かわかりましたか？」

　翠の質問に、ライアンが得意げな表情で両手を広げた。

「いろいろわかったよ。とても興味深い情報だから、今夜レストランでディナーに舌した鼓つづみを打ちつつ披ひ露ろうしようと思ってたところだ」

「もったいぶらないで教えてください」

　くすくす笑いながら催さい促そくすると、ライアンが昨夜探たん偵ていから聞いた情報を話してくれた。

　キース・パワーズの経歴は実に興味深かった。職業不ふ詳しよう、住所不定の五年間で五十万ドルもの大金を稼かせいだ経けい緯いには、何らかの違い法ほう行こう為いがありそうだ。まだ証しよう拠こはないが、詐さ欺ぎ師しである可能性はかなり高いと言っていいだろう。

「元俳優っていうの、なんか納なつ得とくです。しゃべり方が大おお袈げ裟さで、自分の演技に酔よってる感じでしたから」

「それが俳優として大成しなかった理由だな」

「それにしてもその探偵さん、すごいですね。本名を突つきとめただけでもすごいのに、農場を買う前に株で大損してることまで調べ上げちゃうなんて」

「ああ、凄すご腕うでだ。敵にまわしたくないタイプだよ」

「農場の購こう入にゆう費ひの二十万ドルが、違法な手段で得たお金だって証明できればいいんですけど」

「それと寄付金の総額と使い道だな。母おも屋やはともかく、宿舎に金をかけているようには見えないから」

　ひそひそと小声で話していると、ふいに実験室の戸口に女子生徒が現れた。

「あ……すみません。誰だれもいないかと思って。その、テスト勉強しようと思って空いてる教室を探してて……」

「いいよ。どうぞ入って」

　ライアンが声をかけると、彼女はライアンと翠の顔を交こう互ごに見やった。

「いえ、いいです。すみません、お邪じや魔ましました」

　なぜか笑いを堪こらえるように言って、踵きびすを返す。彼女の足音が遠ざかると、ライアンが肩かたをすくめた。

「また噂が広まるな。〝聞いて聞いて！　空き教室だと思って入ろうとしたら、キャバノー先生とヤマハタ先生がふたりっきりでいちゃついてたの！〟」

　女子高生風の口くち真ま似ねに、翠は声を立てて笑った。

「いちゃついてません」

「噂ってのは尾おひれがつくものなんだよ。けどまあ、俺たちつき合ってることになってるし……」

　そう言って、ライアンが眼鏡めがねの奥の目を眩まぶしげに瞬またたかせる。

　じっと見つめられてなんとなく気き恥はずかしくなり、翠は机の上に視線を落とした。

「えーと、キースに関する情報はもう全部話しちゃったんだけど、今夜ディナーどうかな。隣となり町まちにアメリカ風多た国こく籍せき料理のよさそうな店を見つけたんだ。いや待てよ、アメリカ風無国籍料理だったかな？　とにかくアメリカ風にアレンジした料理って意味だと思うんだけど」

「いいですね、アメリカ風多国籍か無国籍料理」

「だろう？　じゃあ予約しておくよ。七時にきみのアパートに迎むかえに行こうと思うんだけど、いいかな」

「七時ですね、了りよう解かいです」

　ちょうど授業時間の終了を告げるチャイムが鳴ったので、翠は「それじゃ、またランチのときに」と言い置いて実験室をあとにした。

　教室からいっせいにあふれ出してきた生徒たちに交じり、廊ろう下かを歩く。

　今いま更さらながら心臓がどきどきしてきて、翠はそっと胸を手で押さえた。

（なんかちょっと……今のってまるっきり〝デートのお誘さそい〟じゃなかった？）

　職場の同僚同士で食事に行くなら、わざわざアパートに迎えに行ったりしない。学校から直に行く場合はどちらかの車に同乗することもあるが、普ふ通つうは現地集合だ。それに、隣町のよさそうな店を選んだりしないで近くのダイナーで済ませるはず。

（それともこれも、恋こい人びと同士を装よそおうための演技？）

　ライアンのそわそわした態度は、演技だったとは思えない。翠が「いいですね」と言ったときの嬉うれしそうな表情も。

　人ひと混ごみを縫ぬうようにして階段を上がり、カウンセリングルームに戻もどってドアを閉める。

（あれこれ考えてもしょうがない。デートなのかそうじゃないのかは、今夜答えがわかるはず）

　定時まで仕事に専念しなくては。頭からライアンとのあれこれを追い払はらい、翠は午後の面談に備えて資料を広げた。







　アメリカ風無国籍料理の店は、翠が思っていたよりもずっと高級な店だった。

　白と青を基調にした洒落しやれた内装、美しく盛り付けられた美味おいしい料理、テーブルに飾かざられた花も造りものではなく本物の蘭らんで──。

　定時で仕事を上がった翠は、急いでアパートに帰ってシャワーを浴び、何を着るか散々迷った挙げ句、無難なライトグレーのスーツを選んだ。ネクタイは大袈裟かと思ってお気に入りの水色のシャツを合わせたのだが、堅かたくなりすぎず正解だったと思う。

　驚おどろいたことに、ライアンもいつもの服装とは打って変わってぱりっとしたダークグレーのスーツで現れた。しかも、シャツがチェックではなく濃のう紺こんだった。

　チェック以外のシャツを着ているライアンを見たのは初めてで、翠はアパートに迎えに来たライアンを見て思わず歓かん声せいを上げてしまった。

『その服、すごく素す敵てきです』

『だろう？　自分のセンスに自信がないから、店の人に選んでもらったんだけどね』

　そう言って、ライアンはおどけたようにくるりとターンした。

　髪かみもいつものぼさぼさスタイルではなくきちんと撫なでつけており、翠はライアンの額の形がとても美しいことを初めて知った。額が露あらわになったことで、彼の顔がギリシア彫ちよう刻こくのように整っていることも。

　夜風に吹ふかれながら、翠はちらりと運転席のライアンの横顔を盗ぬすみ見た。

　黒くろ縁ぶちの眼鏡は相変わらず野や暮ぼったいが、今夜のライアンは野暮ったい眼鏡をかけているのに素敵に見えて落ち着かない。

　ライアンはレストランでの振ふる舞まいも洗練されていた。テーブルマナーはもちろんのこと、メニューを見て注文するときの手て際ぎわやさりげなくチップを多めに置くところなど、こういう場所に慣れているような印象を受けた。

（きちんとした家庭で育ったんだろうな）

　大学時代、翠はホテルのレストランでウェイターのアルバイトをしていたことがある。着飾って上品ぶっていてもマナーがなっていなかったり従業員に横おう柄へいな口を利きいたり、そういう客をごまんと見てきた。

　ライアンは本物の紳しん士しだった。デザートのときにウェイトレスが注文の品を間ま違ちがえて持ってきたのだが、彼女を責めることなく軽く冗じよう談だんを言って笑わせ、注文した梨なしのコンポートを持ってきてくれたときににっこり微笑ほほえんで「ありがとう」と声をかけることも忘れなかった。

（これまでの人生で経験したどのデートよりも、いちばんデートらしい感じだったな）

　素敵な店に楽しい会話、互たがいの視線が絡からみ合ってふと黙だまり込む瞬しゆん間かんに、恋れん愛あいの兆きざしがありありと表れていたような気がする。

　そう感じたのは、店内の客のほとんどが様々な年代のカップルだったからだろうか。

　あのレストランは職場の同どう僚りようと気軽に行くような店ではなく、いつもよりドレスアップして出かけるデート向けの店だった。それを承知の上で、ライアンがあの店を選んだのだとしたら……。

「もうすぐきみのアパートだ」

　車に乗ってから言葉少なだったライアンが、ぼそっと呟つぶやいた。

「あ、ほんとだ。次の信号を右ですね」

　俯うつむき加減だった顔を上げ、わかりきったことを口にする。

　レストランでは弾はずんでいた会話が、なぜか車でふたりきりになったとたん弾まなくなってしまった。

　決して会話に飽あきたとか不ふ機き嫌げんになったとか、そういう理由ではない。ライアンが何か言おうとしてやめたり、落ち着かない様子でハンドルを指で小さく叩たたいたり……彼が緊きん張ちようしていることが伝わってきて、その理由に思いを巡めぐらせて翠も肩に力が入ってしまったのだ。

　少々気き詰づまりな雰ふん囲い気きではあるが、アパートが近づくにつれ、名残なごり惜おしい気持ちが込み上げてくる。

　もう少し一いつ緒しよにいたい。ライアンが何を言おうとしているのか知りたい。

　ライアンが何を考え、自分のことをどう思っているのか知りたい──。

（どうしよう……コーヒーでも飲んでいきませんかって誘ってみる？）

　以前車が故障したとき、アパートまで送ってくれたライアンにコーヒーをごちそうしたことがある。けれどあのときは今ほど彼のことを意識していなかったし、親切にしてくれた同僚に対するお礼以上の意味はなかった。

　今、ライアンを部屋に誘うのはまずいだろうか。

　あれこれ考えているうちに車がアパートの前に到とう着ちやくし、エンジンを切ったライアンが運転席から降り立った。

　どうやら部屋まで送ってくれるつもりらしい。それなら少し寄っていかないかと誘っても不自然ではないだろう。

「送ってくださってありがとうございます。よかったらコーヒーでも……」

　二階の廊下を歩きながらさりげなく口にすると、ライアンが「ああ」と頷うなずく。先に部屋に入って明かりをつけ、キッチンへ向かおうとしたところでふいに背後から腕うでを摑つかまれた。

　驚いて振り返ると、熱を帯びた青い瞳ひとみと視線がぶつかる。

　強い眼まな差ざしに囚とらわれて、翠は彼と目を見合わせたまま立ち尽つくした。

「今夜はすごく楽しかった」

　数秒後、ライアンが掠かすれた声で呟く。

「ええ、僕も」

　答えた翠の声も、少し上うわ擦ずっていた。

　ライアンの瞳の中に、自分と同じ感情が宿っている。そう確信した瞬間、大きな手に腰こしを抱だき寄せられて唇くちびるを塞ふさがれた。

「……っ」

　キスは力強く、そして少々強ごう引いんだった。

　唇にむしゃぶりつかれ、押し入ってきた熱い舌に舌を搦からめとられ──いつも優やさしくて穏おだやかな彼が見せた荒あら々あらしい牡おすの欲望に、翠はくらくらと目め眩まいを感じた。

　たっぷりと翠の唇を味わったあと、ライアンが我われに返ったように一歩あとずさって目を瞬またたかせる。

「すまない、急にこんなこと……ああ、ちゃんと話してからにしようと思ってたのに」　>>>♥

　ずれた眼鏡めがねをかけ直し、ライアンは大きく肩かたで息をした。ゆっくり一歩前に進み出て、そっと翠の両肩に手を置く。

「恋人同士のふりじゃなくて、俺はきみと本当の恋人同士になりたいと思ってる」

　ライアンの言葉に、翠は胸が熱くなるのを感じた。こくこくと頷き、どうにか声を絞しぼり出す。

「……ええ、僕も……僕も同じことを考えていました」

「よかった、じゃあ俺たち今から本当の恋人同士だ」

　翠が言い終わらないうちに、ライアンが両手を広げて嬉しそうに声を上げる。

　がばっとハグされて、翠は目を白黒させた。再び唇を塞がれるが、先ほどの荒々しく官能的なキスと違い、今度はいつものライアンのイメージ通りの優しく紳士的なキスだった。

（あ……よかった……）

　先ほどみたいなキスをされたら、きっと立っていられなくなる。恋愛に関してはまだまだ初心者の翠に、あれは少々刺し激げきが強すぎた。

「……ん……」

　ライアンの舌が、再び翠の唇を割って入ってくる。

　あくまでも優しく丁てい寧ねいに、けれど口こう腔こう内をねっとりとまさぐられ、先ほどとは違った種類の官能に体の芯しんがぞくりと疼うずいた。

（うわ、なんか、こっちのほうがかえってやばいかも……っ）

　舌先で上うわ顎あごの敏びん感かんな部分をくすぐられ、全身からへなへなと力が抜ぬけていく。

「おっと……大だい丈じよう夫ぶ？」

　くずおれそうになった翠の体を、ライアンの大きな手が抱き支えた。

　焦しよう点てんの合わない目で見上げると、ライアンが困こん惑わくしたように眉まゆ根ねを寄せる。

「もう少しこうしていたいんだが、そろそろ失礼するよ」

「帰るんですか……？」

「ああ、きみの前では紳士でいたいから。その、今のところはって意味だけど」

　唇の端はしを持ち上げるようにして、ライアンが悪戯いたずらっぽく微笑む。

　初めて目にするその魅み惑わく的な表情に見とれていると、「おやすみ」と囁ささやいてライアンがくるりと踵きびすを返した。

「…………」

　ドアが閉まり、彼の足音が遠ざかっていくにつれ、ぼうっとしていた頭が次し第だいにはっきりしてくる。

（ちょ、ちょっと待って）

　震ふるえる手でドアの鍵かぎを閉め、翠はよろけながらソファに倒たおれ込んだ。

　心臓が猛もう烈れつな勢いで早はや鐘がねを打っている。そして脚あしの間では、欲望の証あかしがどくどくと脈打っており……。

　驚おどろいて、翠はズボンの前の膨ふくらみを見下ろした。

（噓うそでしょう、キスだけで勃たっちゃうなんて）

　かつての恋こい人びととのキスは、翠にとってあまり心ここ地ちいいものではなかった。粘ねん膜まくが触ふれ合う生々しい行こう為いに抵てい抗こう感かんとかすかな嫌けん悪お感かんがあり、おそらく自分には潔けつ癖ぺき症しようのきらいがあるのだろうと思っていた。

　ライアンとのキスは今までのキスと全然違う。抵抗や嫌悪など感じる暇ひまもなく、あっという間に歓かん喜きと官能の海に飲み込まれてしまった。

「……っ」

　下着の中でじわっと何かが漏もれた感かん触しよくに、慌あわてて翠は体を起こした。急いで上着を脱ぬぎ、ベルトを外してズボンを脱ぎ捨てる。

　淡あわいブルーのボクサーブリーフに、くっきりとペニスの形が浮うき出していた。なめらかな布地には先走りの染しみができている。

　淫みだらな有様に、翠は頰ほおを赤らめた。勃ぼつ起きしたことをライアンに気づかれてしまっただろうか。膨らみといっても翠のそれは控ひかえめなサイズなので、上着に隠かくれて目立たなかったと思うのだが……。

「……あ……っ」

　ライアンに抱きしめられたときの感触がよみがえり、ぶるっと背筋が震える。無意識にボクサーブリーフの前を手で押さえた翠は、手のひらに熱い奔ほん流りゆうを感じてぎょっとした。

（噓……）

　下着の中で射精してしまった。しかも、失禁したかのようなあっけない射精だ。普ふ段だん自分でするときは、擦ったり扱しごいたりしてもなかなかいくことができないのに。

　体の奥には、まだ欲望が熱く渦うず巻まいていた。ライアンによって高められた官能が、さらなる快感を求めてずくずくと疼き始めている。

「…………」

　濡ぬれた下着を脱いで床ゆかに置き、翠はワイシャツのボタンを外した。膝ひざ掛かけ用のブランケットを敷しいて、ソファに仰あお向むけに横たわる。

　後ろの穴を慰なぐさめるのは久しぶりだ。そして、これほど欲望が募つのるのも。

　近々ライアンとセックスすることになるかもしれない。そう考えただけで興奮が押し寄せてきて、翠は膝を立ててはしたなく脚を開いた。

　左手でしとどに濡れたペニスをそっと持ち上げ、右手の中指で蟻ありの門と渡わたりをたどり、禁きん忌きの蕾つぼみに触れる。

　きゅっと窄すぼまった皺しわをなぞり、翠は熱い吐と息いきを漏らした。ナイトテーブルにこっそりしまってある潤じゆん滑かつ用のジェルを取りに行こうとし、思い直して先ほど放った自らの精液を指に絡からめる。

「……ん……っ」

　ぬるついた粘ねん液えきを塗ぬり込めると、いつもは慎つつましく閉じている蕾がやわらかくほぐれていくのがわかった。内側の媚び肉にくが淫らにうごめき、指を奥へ誘さそい込む。

　指の腹で媚肉をまさぐりながら、翠は快楽のスポットを探した。

　今のところ、蕾にはまだ指しか入れたことがない。ローターやディルドなどの玩がん具ぐにも興味はあるのだが、なんとなく踏ふみ出せずにいる。

「あ……っ！」

　指の腹が感じる場所に当たり、思わず声が出てしまう。しばらくこの快感に浸ひたっていたくて、翠はわざと的を外して蕾の浅い部分をくちゅくちゅとかき混ぜた。

（ライアンとセックスすることになったら、ライアンのがここに……）

　野や暮ぼったい服の下の逞たくましい体を思い浮かべ、翠は内うち股またを震わせた。

　今夜のスーツ姿はとても素す敵てきだった。いつもはだぼっとしているズボンもきちんとサイズが合っていて、脚の長さを際きわ立だたせていた。

「……んんっ」

　ズボンの中央の思わせぶりな膨らみが脳のう裏りによみがえり、蕾がずくりと疼く。

　ライアンのそこは布地の上からでもどっしりとした質感をたたえており……慌てて目をそらしたのだが、網もう膜まくにしっかり焼き付いてしまった。

　大きければいいというものではないが、翠は密ひそかに大きなペニスに憧あこがれている。自分のものが小ぶりで可愛かわいらしいサイズなせいか、昔から逞しい牡おすに征せい服ふくされたい願望があるのだ。

　実際にマッチョなタイプとつき合うのは怖こわくて、心に秘ひめたるセックスファンタジーとして雄お々おしくそそり立つ巨きよ根こんに貫つらぬかれるところを想像しながら自じ慰いに耽ふけるだけだったのだが……。

「あああ……っ！」

　ライアンに抱だかれるところを想像しながら、翠は甘やかな嬌きよう声せいを上げた。

　硬かたい屹きつ立りつを最奥まで突つき入れて、いやらしい媚肉をいっぱい擦こすってほしい。

「あ、ライアン、もっと、もっと奥まで来て……！」

　淫らな言葉を口走りながら、翠はとても人には言えない恥はずかしい自慰に没ぼつ頭とうした。




　　　　◇◇◇




　自宅のガレージに車を入れたイライアスは、エンジンを切ると急いでリモコンを操作してシャッターを下ろした。

　ようやく人目のないところでひとりきりになり、獣けもののような唸うなり声を上げる。

「やった！　翠が俺の恋人になってくれたぞ！」

　ばんばんとハンドルを叩たたきながら、イライアスは喜びに浸った。

　ディナーに誘う前から「恋人同士のふりじゃなくて本当の恋人同士になりたい」というセリフを用意し、何度も練習を重ねてきた。セリフを言う前に翠の甘やかな眼まな差ざしにくらくらして思わずキスしてしまったが、結果よければすべて良しだろう。

（いやいや、もう少しで紳しん士しの仮面が剝はがれ落ちるところだった。今後は気をつけないと）

　先ほどの翠とのやりとりについて反省すべき点は反省し、これから始まる交際に活いかさなくては。

　だがまずは、股こ間かんで硬く張り詰つめている己おのれの砲ほう身しんをどうにかしなくてはならない。

　最初のキスで早くも反応し始め、二度目のキスで完全に勃起してしまった。キスだけでこれほど迅じん速そくに臨戦状態になったのは初めてで、イライアスは内心かなり動どう揺ようした。

　硬く盛り上がった部分が当たらないように立ち位置を調整し、上着でさりげなく隠したので多分気づかれてはいないと思うが……。

　はあっとため息をついて、ハンドルに突っ伏ぷす。

　もう少しで、欲望のままに翠に押しつけてしまうところだった。あの細い体をしっかり抱きしめ、きみとのキスでこんなになってしまったと囁いて翠の反応を見たかった。

（いきなりこんなの押しつけたら、怖がらせちまうよな？）

　ロックハート家は巨根の家系で、イライアスも長身で逞しい体格に見合った立派なサイズのものを備えている。平常時でもしっかり存在感があるので、こちらに来てからは目立たないように敢あえてだぼっとしたズボンばかり穿はいていた。

　けれど意中の相手とのデートに性的魅み力りよくを活用しない手はない。今夜のためにイライアスは、己のスタイルが引き立ち、なおかつ男性シンボルがほどよく強調されるスーツをクローゼットから引っ張り出してきた。ニューヨークで仕立てたものの、ちょっとフェロモン過か剰じような気がして一度も着ないまましまい込んでいたスーツだ。

「う……っ」

　とろりと先走りがあふれた感触に、前まえ屈かがみになって歯を食いしばる。

　幸いこの家はガレージから外に出なくても中に入れるようになっている。だが問題は、イライアスの巨砲が発射寸前である点だ。少しでも動いたら布地を突き破るか、あるいは暴発して大だい惨さん事じになるのが目に見えていた。

　仕方がない。そっと体をよじり、イライアスは後部座席のティッシュペーパーの箱をたぐり寄せた。

「いてて……」

　張り詰めた部分のファスナーを慎しん重ちように下ろす。グレーのボクサーブリーフの前は先走りで濡れており、少しずらすと巨砲がぶるんと勢いよく飛び出した。

　大きく笠かさを広げた亀き頭とう、血管の浮いた太い竿さお……見慣れた己のペニスが、ガレージの蛍けい光こう灯とうの明かりを受けて物欲しげに揺ゆれている。仕立てのいいズボンから隆りゆう々りゆうと勃ち上がったさまは、卑ひ猥わいすぎて苦く笑しようするしかなかった。

　茎くきの部分を軽く握にぎり、ふうっと大きく息を吐はく。

（翠はこいつを気に入ってくれるだろうか）

　翠のことを思い浮かべたとたん、別れ際の名残なごり惜おしそうな声がありありと耳によみがえった。

『帰るんですか……？』

　そして自分を見上げたときの、切なげに潤うるんだ瞳ひとみも……。

　たちまちイライアスの頭に、帰らないでと引きとめられたバージョンの妄もう想そうが湧わき上がる。

『帰らないとまずいんだ。ほら』

　言いながら、硬くなった部分を翠の体に押し当てるのだ。

『あ……っ』

　そして頰ほおを染めた翠が、イライアスの腕うでの中で恥ずかしそうに身をよじる。

『このままここにいたら、きみを押し倒たおしてしまいそうだから……』

『僕もあなたが欲しいんです、今すぐ抱いてください……！』

（うおお……っ！）

　妄想の中で翠をベッドに押し倒したイライアスは、いきり立った砲身を激しく扱しごいた。

『ああん、イライアスのおっきいのでファックして……っ』

　現実の翠は絶対にそんなことは言わないだろう。けれどイライアスは、翠が淫みだらに脚あしを広げて挿そう入にゆうをねだるさまを思い描えがかずにはいられなかった。

「翠、翠……！」

　やがてガレージに、頂点に達した牡の咆ほう哮こうが響ひびき渡る。荒あらい息を吐きながら、イライアスはシートにもたれて射精の余よ韻いんに浸った。

（やっちまった……）

　翠を思い浮うかべながらの自慰は、これが初めてではない。けれどこれまでは、現実味のない勝手な妄想でしかなかった。晴れて恋こい人びと同士になった今、そう遠くない未来に翠とセックスする機会が訪おとずれるかもしれない──その可能性に、全身の血が沸ふつ騰とうするほど興奮してしまった。

（翠とセックス……）

　頭の中に、再び破は廉れん恥ちな妄想がむくむくと広がっていく。いったばかりの砲身も、次の発射に備えてむくりと頭をもたげ始めた。

　二回目は急を要しているわけではないし、家に入ってシャワーでも浴びながらすればいい。そう思いつつ、下半身に色いろ濃こく残っている快感の名残をもう少し味わいたくて、イライアスはシートにもたれたまま己の太い竿に手を添そえた。

　軽く目を閉じ、次のデートはどこに行こうか考える。

　生徒たちに会う心配のない場所がいい。フェニックスまで行けば映画館やショッピングモールなど充じゆう実じつしているが、都会よりも郊こう外がいのほうがいいだろうか。たとえば週末に泊とまりで行けるような近場のリゾート──。

（泊まりで出かけようなんて言ったら、いかにもセックスのお誘さそいみたいに聞こえるかな）

　実際その通りなのだが、つき合い始めるなりセックスを匂におわせるのはいかがなものか。

　まずは家に招いて映画を観みたり食事したりといったほうが無難かもしれない。裏庭にバーベキューグリルがあるので、バーベキューに誘ってみるのはどうだろう。

（雰ふん囲い気き次し第だいで、泊まっていけばいいって言えるし）

　翠とのバーベキューデートを思い浮かべながら、イライアスはゆるゆると竿を扱いた。

『ちょっと飲み過ぎちゃったみたいです。酔よいを覚ましてから帰らないと』

『うちに泊まっていけばいい。ああ、心配しなくてもゲストルームがあるから……』

『……あなたの部屋に泊まっちゃだめですか……？』

『もちろん構わないけど……いいのか？』

『ええ、僕……あなたと一いつ緒しよに寝ねたいんです』

『翠……！』

『ああっ、イライアス、抱いて……！』

　妄想の中で翠を抱きしめたところで、イライアスははたと手を止めた。

（今、翠は俺のことなんて呼んだ？）

　──イライアス。翠はこの名前を知らないはずだ。

　数秒後、イライアスは自分が証人保護プログラム下にあることを思い出して声を上げた。

「うあああ……そうだ、そうだった！」

　拳こぶしを握り、ハンドルに叩きつける。すっかり忘れていたが、面めん倒どうを避さけるために証人保護プログラム中は恋人を作らないようにしようと考えていたのだった。

　連れん邦ぽう保安局から恋れん愛あいを禁止されているわけではない。しかし友人だろうと恋人だろうと、証人保護下にあることは決して口外しないよう指示されている。翠は秘密を守ってくれるだろうが、知っているということ自体、翠の身を危険に晒さらしてしまう可能性があるのだ。

「落ち着け、ライアン。そう、おまえは今ライアンだ」

　自分に言い聞かせ、両手で頰を挟はさみ込むようにして叩く。硬かたくなりかけていたペニスは、いつのまにかしょんぼりと項うな垂だれていた。

　よりによって正体を隠かくしての潜せん伏ぷく中に、運命かもしれない相手に出会ってしまった。初めて心から好きになった相手に、本当の名前を告げることもできないとは。

　腕を組み、イライアスは唇くちびるを引き結んだ。

　翠に噓うそをついていることが、今いま更さらながら心苦しくなってくる。名前や来歴は偽にせ物ものだけれど、この気持ちは本物なのに……。

　しばらく考え込んだのち、「よし、決めた」と声を出す。

（翠とはこのままつき合い続ける。ただし、セックスは本名を名乗ることができるまでお預けだ）

　辛つらい判断だが、偽の名前で翠とセックスしたらきっと後こう悔かいする。

　翠とは長いつき合いにしたい。できれば一生をともにしたい。だからこそ、欲望に流されずに最大限の誠意を示さねばならない。

「あああ……早く裁判とか何もかも終わってくれ……」

　ため息とともに、イライアスはぐったりとハンドルに突つっ伏した。
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　職員用の駐ちゆう車しや場じように車を停とめた翠は、斜ななめ向かいのスペースに視線を向けた。

　ライアンの年季の入ったシルバーのセダンが枠わく内ないにきっちりと停められているのを見て、思わず口元がほころんでしまう。

　恋人同士になってからの初出勤、そして翠にとって初めての職場恋愛でもある。なんだかそわそわしていつもより早めに出勤したのだが、ライアンもこんなふうに落ち着かない──そして浮かれた気分でいるのだろうか。

　昨夜遅おそく、ライアンから「おやすみ、翠。いい夢を」とメールが届いた。たったそれだけの短い文章なのに、彼の声や表情、大きな手の感かん触しよくがありありと伝わってきて、翠はベッドの中で心と体を熱く疼うずかせてしまった。

　翠も「おやすみなさい、ライアン。あなたもいい夢を」とだけ打って返し……。

（いけない、学校ではそういうの匂わせないようにしないと）

　車から降り、翠は緩ゆるみきった表情を引き締しめた。

　教員同士の恋愛は禁じられているわけではない。けれど交際する場合は校長に報告するのが慣例となっており、校長はあまりいい顔をしないと聞いている。

　しかも、翠の知る限りマローン高校に同性同士の教員カップルはいない。スペイン語の女性教師が同性パートナーと暮らしているが、パートナーはこの高校の職員ではなく看護師だ。

（いきなり校長に報告するより、少し様子を見てからのほうがいいかな）

　教員や保護者の中には快く思わない人もいるかもしれない。生徒たちの反応も気がかりだし──特に自分はカウンセラーという立場なので──慎しん重ちように対処したほうがいいだろう。

　まだ早い時間なので、廊ろう下かは閑かん散さんとしていた。ロッカーの陰かげで朝っぱらからいちゃついているカップルに「おはよう」と声をかけ、階段を上がる。

　カウンセリングルームの鍵かぎを開け、いつものようにパソコンの電源を入れてコーヒーメーカーをセットしていると、コンコンとドアをノックする音が響ひびいた。

「はい」

　顔を上げると、ガラス張りの扉とびらの向こうに立っていたのはライアンだった。

　いつもと同じ、ぼさぼさの髪かみに垢あか抜ぬけない服装であることに安あん堵どしつつ、昨夜の情熱的なキスがよみがえってどぎまぎしてしまう。

　どうにか平静を装よそおって笑えみを作り、翠は「どうぞ」と声をかけた。

「おはよう」

　少し照れくさそうに部屋に入ってきたライアンが、後ろ手にドアを閉める。

「おはようございます」

　うなじの辺りにくすぐったさを感じながら、翠も微笑ほほえんだ。

「えーと……抱だきしめてキスしたいところだけど、ちょっとまずいかな」

「そうですね……しばらくは周りに伏ふせておいたほうがいいと思うので、職場では節度ある振ふる舞まいを心がけましょう」

「了りよう解かい。じゃあ学校では仲のいい同どう僚りようってことで」

　そう言いつつ、ライアンはちらりと振り返ってドアの外に誰だれもいないのを確かく認にんしてから翠の手を取った。

　大だい丈じよう夫ぶ、この角度なら廊下から見えない。少々距きよ離りが近すぎる気がするが、仲のいい同僚ならさほど不自然なことではないはずだ。

「ゆうべ例の探たん偵ていから電話がかかってきて、興味深い事実が判明したんだ」

「なんですか？」

「キースは定期的にラスベガスに行ってる。たいてい土曜に車で行って一泊ぱくして、カジノやクラブに出入りしてるらしい」

　驚おどろいて、翠はライアンの顔を見上げた。

「カジノやクラブ？　農場の仕事はメンバーに押しつけて、自分は遊びに行ってるってことですか？」

「そういうことだろうな。成人男性がカジノやクラブで遊んでも何も問題はないが、皆から集めた寄付金や農場の運営費を使い込んでるとしたら問題だ」

「お金の出所はたどれます？」

「そこまではわからない。カジノやクラブ、宿泊費はすべて現金払ばらい、一度だけ手持ちの現金がなかったのかラスベガスの給油所で本名のフレッド・ギルモア名義のカードを使って、そこから探偵が調べ上げたんだ」

「すごい……たったそれだけの手がかりからラスベガスに通ってることを突きとめちゃうなんて」

「ああ、本当に。そこでだ、この週末、一いつ緒しよにラスベガスまで行ってみないか？」

　どことなく遠えん慮りよがちなライアンの申し出に、翠は「行きます」と即そく答とうした。

「キースが農場をほったらかしにして遊んでる現場を押さえましょう。それだけでも、あきれて愛あい想そを尽つかすメンバーがいるかも」

「よし、決まりだ」

　言いながら、ライアンが軽く握にぎっていた翠の手に指を絡からめる。

　指の股またにぴりっと電流が走ったような感覚に、思わず翠は首をすくめた。今まで指を絡める行こう為いをエロティックだと感じたことなどなかったのに、ライアンに触ふれられるとなぜかひどく肌はだがざわめいてしまう。

「それと……これは農場の件とは全然関係ないんだけど」

　声を潜ひそめるようにして、ライアンが切り出す。

「よかったら今週のどこかで、うちに夕食を食べに来ない？　庭でバーベキューをしようと思ってるんだが」

　夕食の招待に、胸がどくんと高鳴る。恋こい人びと同士になった今、つまりこれはデートのお誘さそいということだ。

「……ええ。今日は放課後に面談の約束がいくつかあるので、明日以降でしたらいつでも」

　面談の約束は二件で、どちらもそれほど時間がかかるとは思えないが、心の準備をする時間がほしかった。

　庭でバーベキューをしているうちに、昨夜のような雰ふん囲い気きになるかもしれない。ライアンとキスをして、もしかしたら泊とまっていくよう誘われるかも……。

「了解。じゃあまたランチのときに」

　親指の腹で翠の手首を軽く撫なでて、ライアンは名残なごり惜おしげに手を離はなした。
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　土曜日の午後四時、ネバダ州ラスベガスは大勢の観光客で賑にぎわっていた。

　ライアンが運転するシルバーのセダンが、中心部のストリップと呼ばれる大通りをゆっくりと進んでゆく。目的地まであと少しというところで渋じゆう滞たいにはまり、翠は窓の外へ視線を向けた。

（あ、あのホテルだ）

　前方にそびえ立つ巨きよ大だいな建物に目を瞬またたかせる。数年前に開業したホテルは写真で見るよりずっとエレガントで、現在ラスベガス一の高級ホテルと言われているのも納なつ得とくだ。

『旅行の手配は任せてくれ』

　そう言ってライアンは、キース・パワーズが常宿にしているホテルを予約してくれた。サイトで宿泊料金を確認し、青ざめつつ割り勘かんを申し出ると、ライアンに『親しん戚せきからもらった優待券があるから気にしないで』と一いつ蹴しゆうされてしまった。

　ちらりと運転席のライアンの横顔を盗ぬすみ見る。渋滞に苛いら立だつ様子もなく、ライアンは眩まぶしげに目を細めながらホテルを見上げていた。

　つき合い始めてからの初めての一泊旅行──考えまいとしても、どうしても頭の中がそのことで一いつ杯ぱいになってしまう。

　ライアンはこの旅行をどう考えているのだろう。デートなのか、それとも仕事の一いつ環かんか。

（遊びに来たわけじゃないけど、でも公式な職務ってわけでもないし）

　木曜の夜、ライアンの家の裏庭でふたりきりでバーベキューを楽しんだ。万が一に備えて車の中にお泊まりセットを忍しのばせていたのだが、そういう雰囲気にならなかったことを思い出す。

（キスも、帰り際ぎわのおやすみのキスだけだったし）

　がっかりしたようなほっとしたような、複雑な気分だった。

　以前は交際を始めるたびに、いつかこの男性とセックスすることになるかもしれないと思うと少々憂ゆう鬱うつな気分になっていた。翠にも性欲はあり、もちろんセックスに興味はある。けれど生々しい行為への恐きよう怖ふ感かんのほうが強く、セックスはなるべく先延ばしにしたい案件だった。

　けれど今、翠はライアンと関係を持つことにためらいはないし、心待ちにしていると言っていいくらいで……。

（できれば翌日出勤のない日がいいから、バーベキューの日にそうならなくてよかったとも言えるけど）

　翠は二十六歳にして未経験、ライアンもこれまで同性とつき合った経験はないと言っていたので、同性相手に関しては初心者だろう。

　初心者同士なので、いろいろと手こずるであろうことは目に見えている。時間も手間もかかりそうだし、初めての経験を慌あわただしいものにしたくない。

　その点、今回の旅行は理想的なタイミングではなかろうか。日常からかけ離れた場所で、生徒や同僚に鉢はち合あわせする可能性が低いこと。ホテルで朝まで一緒にいられること。

（ラスベガスでなければ、もっとよかったんだけど）

　この街は少々騒さわがしすぎる。物音が、という意味だけでなく、目に入るものすべてが過か剰じようなほどに饒じよう舌ぜつで、ゆったり落ち着いた気分になれそうになくて……。

「どう？　久しぶりのラスベガスは」

　運転席のライアンに話しかけられ、慌てて翠は物思いを断たち切った。

　マローンからラスベガスまでの約四時間、ライアンと子供時代の思い出話に花が咲さき、いろいろ話したのだ。

　エンジニアの父のシリコンバレー赴ふ任にん中に生まれ、郊こう外がいの小さな町で育ったこと、四歳から五歳にかけての一年間、父の仕事の都合で日本で暮らしたこと、十歳のとき、世界的に有名なサーカス団のラスベガスでの公演がどうしても見たくて、両親にねだって夏休みに連れてきてもらったこと。

「十六年ぶりに来ましたけど、子供の頃ころの印象と違ちがって、なんというか……」

　派手な建物や看板、通りを歩く人々を見ながら、久しぶりのラスベガスの印象をどう表現するべきか考える。ライアンがにやりと笑い、「俗ぞくっぽい？」と翠の言いたいことを端たん的てきに言い表した。

「ええ、まあそういう感じですね。子供のときは純じゆん粋すいに『すごい！　楽しい！』ってお伽とぎの国に来た気分だったんですけど、大人になるといろいろ見えてきちゃって」

「それ、わかるよ。俺も子供の頃好きだった遊園地に大人になってから行ってがっかりしたことがある。結局のところ商売なんだなって。それはまあ、仕方ないんだけどさ」

「僕がラスベガスに行きたいってねだったとき、両親はいい顔しなかったんです。あそこは子供の行く場所じゃないって。今ならその気持ち、よくわかります。ここはあまりにも……人の欲望がギラギラしすぎてて」

「もともとマフィアが作った街だしね。昔うちの親戚がラスベガスで商売してたことがあったんだけど、いろいろ嫌いやな目に遭あったらしくて撤てつ退たいしたんだ。もうあの街は懲こり懲ごりだって」

　話しているうちに車の列が進み、ライアンの車がホテルの車回しに滑すべり込んだ。

　制服姿のドアマンに恭うやうやしげにドアを開けられ、緊きん張ちようしつつ助手席から降り立つ。

　レストランでのデートのときと同じく、ここでもライアンは手慣れた様子だった。ドアマンに「これとこれを頼たのむ」とトランクの中のスーツケースを指し示し、駐ちゆう車しや場じよう係の従業員に「よろしく」と言いながら車のキーを渡わたす。

　ロビーに足を踏ふみ入れると、週末とあって大勢の人で賑わっていた。

「探たん偵ていからメールだ。キースは一時間ほど前に到とう着ちやくしてチェックイン済みだって」

　フロントの列の最さい後こう尾びに並んだライアンが、スマホを見ながら小声で囁ささやく。

「ロビーや廊ろう下かで会わないように気をつけたほうがいいですね。僕たちが来てることを知ったら、用心してカジノやクラブに行くのをやめるかも」

「だな。彼が羽目を外しているところを押さえないと」

　ひそひそ話していると、翠たちの順番がまわってきた。

「ネットで予約したライアン・キャバノーです」

　ライアンが告げると、フロントの女性はにこやかな笑え顔がおを作って「はい、お待ちくださいませ」とパソコンを操作した。







　ホテルの地下にあるカジノは、外観のイメージ同様シックでモダンな空間だった。

　カジノといえば赤い絨じゆう毯たんにシャンデリアというイメージだったが、さすが高級ホテルだけあって黒と金色を基調にした内装は洗練されている。

　しかし客のほうは洗練されているとは言いがたい。スロットマシンのコーナーにいる若者のグループは大騒ぎしているし、服装もＴシャツにジーンズといった軽装が多かった。

「もっと高級感あふれる場所かと思いましたけど、意外と庶しよ民みん的ですね」

　隣となりを歩くライアンに話しかけると、ライアンがこちらを見下ろしてにやりと笑った。

「庶民的じゃないお客さま用には、ちゃんとＶＩＰルームがあるんだよ」

「あ、そっか。そうですよね」

「キースがＶＩＰルームに出入りしてるセレブじゃなければいいんだが」

　ライアンがぐるりと周囲を見まわす。カジノは広大で客も多く、この中からキースを見つけ出すのは骨が折れそうだ。

「とりあえず一周してみようか」

「ええ」

　頷うなずくと、ライアンにしっかりと手を握にぎられた。はぐれないように、翠も彼の手を控ひかえめに握り返す。

　ずらりとスロットマシンが並ぶコーナーを、さりげなく客の顔をチェックしつつ歩く。スロットマシンの向こうにはルーレットの大きなテーブルが三台あり、すべてのテーブルに人だかりができていた。

　右みぎ端はしのテーブルで誰だれかが大勝ちしたらしく、観客から歓かん声せいが上がる。ライアンとともに人だかりの後ろからテーブルを覗のぞき込むと、初老の男性がにこにこしながらチップをかき集めているところだった。

　翠たち以外にも、ギャンブルには手を出さず見物している客は多かった。これならうろついていても不ふ審しんに思われる心配はなさそうだ。

「あっちの部屋に行ってみよう」

　ライアンに手を引かれ、段差をつけて別室のようになっている部屋へ降りていく。間かん隔かくを空けてテーブルが五つ、どうやらこの部屋はポーカー用らしい。

　ここにもキースはいなかった。皆みな真しん剣けんな目つきでカードを睨にらみ、冷やかしの見物などしていたら𠮟しかられそうな雰ふん囲い気きだったので、早々に踵きびすを返して次の部屋へ向かう。

　再びルーレットの部屋、ブラックジャックの部屋、大型のスロットマシンが並ぶコーナー──ようやくたどり着いた最奥は、ソファが置かれた休きゆう憩けいスペースになっていた。

「キースのご出勤まで、ちょっと座って待とうか」

「そうですね」

　歩き疲つかれたというほどではないけれど、スロットマシンの音や人々のざわめきに少々頭痛がしてきたところだったので、翠は素す直なおにソファに腰こしを下ろした。

「疲れた？　何か飲み物を持ってこようか？」

「ええ、ちょっと。水を一杯飲みたいです」

　ライアンの気き遣づかいに感謝しつつ、彼を見上げる。すぐ戻もどると言い置いて、ライアンは風のように去っていった。

　肩かたを揉もみほぐしながら、休憩スペースのお仲間をそれとなく観察する。オレンジジュースを飲んでいる老夫ふう婦ふ、脇わき目めも振ふらずにスマホに見入っている小太りの青年、ビール片手に若い女性といちゃついている中年男性──。

（あの女の人、多分プロだな）

　カジノに来たのは初めてだが、翠もこういう場所に売春婦が常じよう駐ちゆうしていることは知っている。ギャンブル目的でなく、むしろ買春が目的でカジノに来ている客もいるのではなかろうか。スロットマシンやルーレットの部屋でも、何人かそれらしき女性を見かけた。

　売春婦を見かけたのは初めてではない。学生時代に旅行をした際、ＬＡの安ホテルのロビーで母親ほどの年ねん齢れいの女性に声をかけられたことがある。ボランティアに行った貧ひん困こん地域では、明らかに薬物中毒の女性に『商売の邪じや魔まをするな！』と罵ののしられたことも。

　これまで目にしてきた売春婦と比べると、ここの女性たちは皆若くて綺き麗れいだ。売春組織の元もと締じめも、高級ホテルにはそれなりにレベルの高い女性を派は遣けんしているのだろう。

「隣、いいかしら」

　ふいになまめかしい香こう水すいの香かおりとともに、女性の声が降ってくる。驚おどろいて見上げると、金きん髪ぱつのスレンダーな美女が艶えん然ぜんと微笑ほほえんで翠を見下ろしていた。

　濃こいメイクに胸むな元もとが大きく開いたセクシーなドレス、歩きにくそうなピンヒール……間ま違ちがいなくプロの女性だ。

「いえあの、僕は……っ」

　慌あわてて断ろうとするが、彼女は翠の隣に腰を下ろし、脚きやく線せん美びを見せつけるように脚あしを組んだ。

「カジノは初めて？」

　翠の顔を覗き込んだ彼女が、マスカラをたっぷり載せた睫まつ毛げを上下させる。言葉にはロシア人らしき訛なまりがあった。

「ええ、まあ。あの、連れがいますので……」

「そうそう、連れがいるから他ほかを当たってくれ」

　水の入ったグラスを手にのしのしと歩いてきたライアンが、翠と彼女の前に仁に王おう立だちになって素っ気なく言い放つ。

「あら、お友達？　三人でもいいわよ」

「だめ。俺たちラブラブ婚こん前ぜん旅行中だから」

　翠に水を手渡しながらライアンがきっぱりした口調で告げると、彼女は肩をすくめて立ち上がった。

「ああ、ちょっと待って。訊ききたいことがあるんだ」

　背中を向けて立ち去ろうとした彼女を、ライアンが呼びとめる。訝いぶかしげな表情で振り返った彼女に、ライアンはスマホに入っていたキースの写真を見せた。

「この人を捜さがしてるんだけど、ここで見かけたことないかな？」

　眉まゆ根ねを寄せるようにして写真を凝ぎよう視しした彼女が、「ああ」と声を上げる。

「知ってる。毎週ここに来てるから」

「話をしたことは？」

　その質問には答えず、彼女はさりげなく手のひらを見せた。

　ライアンがポケットから財さい布ふを取り出し、紙し幣へいを何枚か差し出す。受け取った彼女は、満足げな表情で口を開いた。

「前に一度だけ相手したことがあるわ。けど、ここ二、三ヶ月はポリーナがお気に入りで、こっちに来るたび彼女を指名してる」

「ポリーナっていうのはきみの同どう僚りよう？」

「そう。親友でもあるわ。今夜は彼とステーキレストランで食事だって言ってた。このホテルの最上階にある高級店よ」

「食事のあと、カジノにも来ると思う？」

「多分。彼、毎週ギャンブルにかなりつぎ込んでるから」

「ありがとう」

　彼女が立ち去ると、隣に座ったライアンに「大だい丈じよう夫ぶか？」と心配そうに尋たずねられた。

「大丈夫です。水を飲んだら気分が良くなりました。それに、目もく撃げき情報も得られましたし」

「そうだな。ここでキースを待ち伏ぶせするとしよう。待ってる間、やってみる？」

　スロットマシンを指さしたライアンに、翠は首を横に振った。

「僕はいいです。あなたがしたいんだったら……」

「いや、俺もギャンブルはやらない主義なんだ。ギャンブルってのは必ず胴どう元もとが儲もうかるようにできているって知ってるから」

「賢けん明めいですね」

　雑談を交かわしつつ、翠は今夜ライアンとともに宿しゆく泊はくする部屋に思いを馳はせた。

　──ベルボーイに案内された部屋は、上層階のスイートルームだった。見晴らしのいいリビングにはカウンター付きのキッチンまであり、このホテルでいちばん高い部屋なのではと恐おそれおののいたが、ライアンによると上から三番目くらいの部屋らしい。

　それでも翠にとっては贅ぜい沢たくきわまりない空間だし、これほど豪ごう勢せいな部屋に泊とまるのは初めてだ。

『優待券の威い力りよくだな。空きがあるからってグレードアップしてもらえたんだ』

　ライアンはそう言っていたが、翠と違って部屋の広さや豪ごう華かさに驚いている様子はなかった。

　おそらく彼は、このクラスの部屋に慣れている。詳くわしくは聞いていないが、言動の端々から上品かつ裕ゆう福ふくな家庭で育ったのであろうことが窺うかがえる。

（寝しん室しつがツインだったのが、ちょっと意外だったな）

　恋こい人びと同士になったのだし、当然ひとつのベッドで一いつ緒しよに寝ねるのだろうと思っていた。けれど寝室のドアを開けると、ベッドが二台並んでおり……。

（ダブルサイズだから、一緒に寝ることもできるけど）

　頭の中は、今夜するかもしれないセックスのことで一いつ杯ぱいだった。

　準備は万ばん全ぜんだ。コンドーム、潤じゆん滑かつ用のジェル、下着もいつもより少しセクシーなローライズのボクサーブリーフを新調した。

　けど翠は、ゴージャスな部屋に少々気け圧おされつつあった。初めてセックスする場所として日常から離はなれたホテルは理想的に思えたが、あの部屋でリラックスして過ごすことができるだろうか。

　初心者向けのセックス指南書には必ずこう書いてある。心も体もリラックスして臨のぞむことが大事です、と。

（ああもう、さっきからセックスのことばかり考えてる）

　こういう葛かつ藤とうは、世間一いつ般ぱんの人々はだいたい十代のうちに終わらせている。マローン高校の生徒たちも大半が経験済みだろう。ときどき翠は、まったく未経験の自分が生徒たちのセックスに関する悩なやみの相談に乗っていることが可笑おかしくなることがある。

（僕は……コンプレックスを感じて初体験を急ごうとしてるんだろうか）

　いや、そんなはずはない。コンプレックスに感じているというなら、去年フェニックスのカフェでナンパしてきた男──わりとイケメンで感じがよかった──とさっさと済ませていたはずだ。

　ライアンと出会うまで、早くセックスしたいなどと思ったことはなかった。

　自分は〝早くセックスしたい〟のではなく、〝早くライアンとセックスしたい〟のだ。

「キースが遊び歩いてる証しよう拠こを押さえたら、俺たちも最上階のステーキレストランに行ってみようか」

　ライアンの提案に、我われに返った翠は視線をさまよわせた。

　ライアンは食欲旺おう盛せいで、気持ちいいくらいよく食べる。カジノに来る前にホテル内のカフェでサンドイッチを食べてきたのだが、彼には物足りなかったようだ。

「この時間からステーキはちょっとヘヴィかな……」

「じゃあ寿す司しは？　近くに日本式のハイテクな回転寿司の店があるんだ」

「あ、それいいですね。そこにしましょう」

　回転寿司なら自分で食べる量を調節できる。小食気味の翠にとって、あれはありがたいシステムだ。

　ソファに座ったままふたりでしゃべっていると、先ほどの金髪の美女がつかつかと歩み寄ってきた。

「あなたたちが捜してる男、ポリーナと一緒に来たわよ」

「ほんとに？」

「ええ、ルーレットのテーブルについたところ」

「ありがとう」

　ライアンが礼を言うと、彼女は「どういたしまして」と笑えみを浮うかべた。ライアンが気前よく情報料を弾はずんだので、アフターサービスをつけてくれる気になったらしい。

「行こう」

　ライアンにぽんと肩かたを叩たたかれ、翠は大きく頷うなずいた。
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　翠とともにルーレットのコーナーへ向かうと、キース・パワーズはすぐに見つかった。

「真ん中のテーブルだ。向こうに気づかれないように、しばらく観察しよう」

　翠の手を取り、イライアスは左ひだり端はしのテーブルの人だかりに紛まぎれ込んだ。

　キースはラスベガスに来るときはイメージチェンジすることにしているらしい。ルーレットのテーブルにつき、黒くろ髪かみのコケティッシュな女性──お気に入りのポリーナだろう──の腰こしに手をまわしてディーラーの手元を凝視しているキースは、〈大地の交響曲〉でもっともらしい演説をしていたときの彼とはまるで別人だった。

（ま、こっちが本来の彼なんだろうな）

　ヘアスタイルはほぼ同じだが、今夜のキースは黒いスーツにエナメルの靴くつ、ボタンを外したシャツの襟えり元もとから金のネックレスを覗のぞかせている。いかにも遊び人というスタイルで、農場主スタイルのときよりもしっくり馴な染じんでいた。

「証拠の写真を撮とっておきましょう」

　翠がスマホを取り出したので、慌あわててイライアスは翠の手を押さえた。

「こういう場所は撮さつ影えい厳禁だ。シャッター音が鳴り響ひびいたとたんに警備員が飛んでくる」

「でも、何か証拠を押さえておかないと」

「じゃあ写真じゃなく動画で。俺が盾たてになるから、メールチェックしてる感じでさりげなく」

「了りよう解かいです」

　小声で囁ささやき交わし、いかにもいちゃついている風を装よそおって翠の撮影をサポートする。

　キースがいるテーブルのディーラーがルーレットを回し、プレイヤーたちが固かた唾ずを吞のんでボールの行方ゆくえを目で追っていた。

　やがて歓かん声せいが上がり、キースが満面の笑みを浮かべる。どうやら一山当てたらしい。隣となりの席の男が興奮したようにキースの肩を叩き、「すごいな」と声をかけていた。

　歓声につられたのか、周囲の見物客が真ん中のテーブルへと移動し始める。そろそろスマホをしまったほうがいいと翠に言おうとしたそのとき、スーツ姿の大男が険しい表情を浮かべてこちらに向かってくるのが見えた。

「まずい、警備員が来る。きみは何も言わずに俺に合わせて」

　小声で囁きかけ、翠の手から素す早ばやくスマホを取り上げる。

　警備員が、イライアスと翠の前に立ち塞ふさがった。身長はイライアスと同じくらいだが、体重は倍ほどありそうだ。何か格かく闘とう技ぎをやっているらしく、耳が変形して額に目立つ傷きず跡あとがある。

「カジノ内は撮影禁止です」

「あ、すみません。俳優に似てる人がいたのでつい。本人かどうか確信持てなくて、映画に詳しい友達に見せたらわかるかなーと思って」

　警備員はにこりともせずに手を突つき出した。

　ここで抵てい抗こうしようものなら事務所に連行されることになる。イライアスは大人しく警備員にスマホを差し出した。

　警備員がスマホを操作し、動画を削さく除じよする。無言で突き返され、イライアスは「すみません」としおらしく謝りながら受け取った。

　警備員が立ち去ると、隣で石のように固まっていた翠が詰つめていた息をふっと吐はき出した。

「こ、怖こわかった……」

「威い圧あつ的に振ふる舞まうのも彼らの仕事だからね」

　幸いキースはルーレットに夢中で、イライアスたちに気づいた様子はなかった。翠の手を取り、壁かべ際ぎわのひとけのない場所へ導く。

「動画、削除されちゃいましたね」

「ああ、もう少し時間があれば俺のアドレスにメールできたんだけど、いきなり現れたからな」

　おそらくカジノ内の監かん視しカメラで不ふ審しんな動きをチェックしているのだろう。警備員に目をつけられたので、再度の撮影はまず無理だ。

「いったんここから出ようか」

「ええ、でも……」

　翠が、ルーレットのテーブルで前のめりになっているキースに視線を向ける。

「撮影が無理なら、いっそのこと偶ぐう然ぜんですねって感じで声をかけるのはどうです？　カジノで遊んでることを知られたキースがなんて言い訳するか聞いてみたいし、僕たちに正体がばれたと悟さとって、農場をたたんで逃にげ出すかも」

　翠の提案に、イライアスは腕うでを組んで「うーん」と唸うなった。

「人ひと違ちがいだってしらばっくれるんじゃないかな。農場のメンバーたちに言っても、写真も動画もないから信じないだろうし」

　翠が「……ですね」と肩を落とす。

「気を取り直して、寿司を食べながら次の作戦を練るっていうのはどう？」

「それがいいかも」

「よし、行こう」

　先ほどの警備員が険しい目つきでこちらを見ている。気づかないふりをして、イライアスは翠の手を握にぎって出口へ向かった。カジノをあとにし、ロビーへと続くエスカレーターに乗ると、翠が憤ふん然ぜんとした様子で口を開く。

「だんだん腹が立ってきました。メンバーにただ働きさせて、自分は毎週カジノで遊んでるなんて」

「そろそろ決着点を決めておいたほうがいいな。どうする？　ノーランを説得して家に連れ戻もどして終わりにするか、それとも詐さ欺ぎ師しの正体を暴あばいて農場を壊かい滅めつさせるか」

　念のために確かく認にんすると、翠が唇くちびるを尖とがらせるようにしてイライアスを見上げた。

「当然後者です。あの男をこのまま野放しにしてたら被ひ害がい者しやが増える一方です」

　きっぱり言って、正面に向き直る。

「そう言うと思ったよ。俺もあいつが詐欺師だと知った以上、見過ごすつもりはない。さて、どうするか……」

　エスカレーターを降り、イライアスは翠と手をつないでエントランスへ向かった。ホテルの外に出ると、たちまち大量のネオンの煌きらめきと観光客の喧けん噪そうが押し寄せてくる。

「思ったんですけど、女性と遊び歩いてるところを撮影するならカジノじゃなくてもいいですよね。ラスベガスに来てること自体、農場のメンバーに知られたらばつが悪いでしょうし」

　またしても「うーん」と唸り、イライアスは宙を見上げた。

「キースが遊び歩いている写真や動画が撮れたとしても、農場のメンバーは信じないと思うんだ。さっきのカジノでの動画、削除されなかったとしても証しよう拠ことしては弱かった。まず第一に、いつもと印象が違いすぎる。あれは一種の変装だな。間近で顔がはっきりわかるように撮影できればいいんだが、遠目の隠かくし撮どりじゃ判別しづらい。そしてもうひとつ、洗脳されている人間は都合の悪い現実から目をそらそうとする。合成写真だとか、キースを貶おとしめるための罠わなだとか言い出しかねない」

　イライアスの言葉に、翠がため息をつきながら頷く。

「でしょうね。カルトの信しん奉ぽう者ってそういうものですから」

「遊び歩いてる証拠を提出しても、警察は詐欺とは断定できないだろうしね。いちばんよさそうなのはマスコミへのリークかな。地元の新聞社かテレビ局がカルト集団のゴシップに興味を持ってくれるかもしれない」

「マローンに地元ローカルの新聞社が一社あります。紙媒ばい体たいはとっくになくなって、今はネット配信だけですけど」

「そこに話を持ち込んでみようか」

「ええ、月曜日の朝いちばんに電話してみます」

　打開策が見つかり、翠がほっとしたように顔をほころばせた。

　そのやわらかな笑みに、胸がどきんと高鳴る。固く封ふう印いんしたはずの熱い欲望があふれそうになり、慌ててイライアスは愛らしい唇から視線をそらした。

（やはり部屋を別々にするべきだったか）

　シングルルームしか取れなかったことにすればよかった。いや、ラグジュアリーホテルにシングルルームはないのでその手は使えないか。

　同じ部屋に泊とまることについて、翠は何も言わなかった。ということはつまり、今夜恋こい人びと同士らしい行こう為いがあっても拒きよ否ひするつもりはない、と解かい釈しやくしていいのだろう。

　イライアスとしても、ぜひともそうしたい。けれど自分は誓ちかったのだ。自分の正体を明かすことができる日まで、最後の一線は越こえない、と。

　翠のほっそりした首筋が視界に入り、ごくりと唾つばを飲み込む。

（……試練の一夜になりそうだ）

　清潔感となまめかしい色いろ香かを兼かね備えた肌はだに今すぐ齧かじりつきたい衝しよう動どうを、イライアスは必死に抑おさえつけた。
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　──バスルームからシャワーの水音がかすかに聞こえてくる。

　肌はだ触ざわりのいいシーツの上に横たわった翠は、落ち着かない気分で天てん井じようを見上げた。

　窓から差し込むネオンの明かりが万まん華げ鏡きようのように天井に模様を描えがいている。時刻はそろそろ十一時になろうとしているが、華はなやかなネオンは「夜はこれから」とばかりにまばゆく瞬またたいていた。

（キースもまだ遊び歩いてるんだろうな）

　ライアンと日本式の回転寿ず司しを堪たん能のうし、ホテルの前まで戻ったところで、キースとポリーナがいちゃつきながらエントランスから出てきたのだ。急いでスマホを取り出し何枚か写真を撮ることができたが、キースたちはすぐにタクシーに乗ってしまったので行き先まではわからない。

『僕たちもタクシーで追いかけます？』

　あまり気乗りしなかったが一応尋たずねると、ライアンは首を横に振った。

『いや、その写真だけで充じゆう分ぶんだろう。あとは記者に任せて、俺たちも休日を満まん喫きつしよう』

　その言葉に、ついに今夜ライアンと結ばれるのだと翠は胸を高鳴らせた。

（大だい丈じよう夫ぶ、怖くない）

　目を閉じ、大きく息を吐いて自分に言い聞かせる。

　ライアンは無む理り強じいしたり、乱暴にことを進めたりしないはず。彼の大きな手は、いつも優やさしく触ふれてきて──。

「……っ！」

　ライアンの手のひらの感かん触しよくがよみがえり、風ふ呂ろ上がりの肌がぞくりと粟あわ立だつ。体の芯しんが疼うずきそうになり、翠は不ふ埒らちな熱を散らそうと寝ね返がえりを打った。

（今いま更さらだけど、この格好じゃ色気なさすぎかな）

　シャワーを浴びたあと、迷った末に普ふ段だんと同じようにパジャマ代わりのＴシャツとハーフパンツを身につけた。バスローブだけ羽織ってベッドでライアンを待とうかとも思ったのだが、あからさますぎる気がしてバスルームを出る直前に思い直した。

　しばらく考えて、このまま着き替がえないことにする。始まったらすぐに脱ぬげばいいのだし、部屋は薄うす暗ぐらいから何を着ていてもたいして変わらない。

（いや、あんまり薄暗くないよな？）

　真っ暗なのもどうかと思い、遮しや光こうカーテンは閉めずに白いミラーカーテンだけにしたのだが、ネオンの明かりが差し込んで室内はかなり明るかった。

　遮光カーテンを閉めるべきか否いなか。悩なやんでいるうちにシャワーの水音が止まり、翠はブランケットの下で息を潜ひそめた。

　いよいよだ。いよいよライアンと──。

　やがてバスルームの扉とびらが開く音がして、薄うす闇やみにライアンのシルエットが浮うかび上がる。

　ライアンはＴシャツにスウェットパンツという格好だった。バスローブ、あるいは下着だけで出てくると思っていたので、ちょっと意外だった。

　けれど、体にぴったりフィットしたＴシャツとスウェットパンツというのもなかなか……いや、かなりセクシーだ。広い肩かた、厚い胸むな板いた、がっちり逞たくましい臀でん部ぶと太ふと腿もも。

「もう寝た？」

「いえ、起きてます」

　声をかけられ、慌あわてて翠は視線をライアンの顔に向けた。

　隣となりのベッドに浅く掛かけ、ライアンが笑えみを浮かべる。

「明日は早めに出発しよう。グランドキャニオンはちょっと遠いけど、車で一時間くらいのところにグランドキャニオンっぽい感じの場所があるらしいんだ」

「いいですね。ここは都会すぎるから、明日は自然の中で過ごしたいです」

「じゃあ八時に出発でいいかな？」

「ええ、六時頃ごろ起きれば間に合いますね」

　ライアンが頷うなずき、笑みを保ったまま立ち上がる。

　いよいよ始まる──緊きん張ちようで全身が金かな縛しばりに遭あったかのように動かなかった。ベッドの中で硬こう直ちよくしていると、翠のベッドに歩み寄ってきたライアンが屈かがみ込み……。

「……っ」

　頰ほおにライアンの唇が触れたのがわかった。

　思わずぎゅっと目を閉じる。これから始まる行為への期待と不安でどうにかなってしまいそうだった。

（大丈夫、始まってしまえばなんとかなる。怖こわいのは最初だけ）

　唇は、ほんの数秒で離はなれていった。ライアンがベッドに入ってくるのを待ち構えるが、いつまで経たってもそのような気配が感じられず、おそるおそる目を開く。

　ライアンは、ベッドの脇わきに立って翠を見下ろしていた。逆光でその表情はよく見えなかったが、翠と視線が合うと眼鏡めがねの奥で目を瞬かせたのがわかった。

「おやすみ」

　そう言ってくるりと背を向け、隣のベッドのカバーを剝はがしてシーツに体を横たえる。

（…………え？）

　いったいどういうことか理解できず、翠は茫ぼう然ぜんとライアンの横顔を見つめた。

　仰あお向むけに横たわったライアンが、眼鏡を外してナイトテーブルにそっと置く。

　しばらく待ったが、何も動きはなかった。つまりライアンは、今夜翠とセックスする気はないということだ。

（どうして……？）

　もしかして事前に「今夜セックスしましょう」と申しん告こくしておくべきだったのか。あるいは裸はだかでブランケットにくるまってセックスＯＫのサインを出しておくべきだったのか。

　それとも単に、今夜はその気になれなかっただけとか？

　その理由を考えているうちに、思考がどんどん悪い方向へ向かっていく。自分に性的な魅み力りよくが不足しているのではないかとか、つき合い始めてみたものの、やっぱり男は無理だと感じているのではないかとか。

（そうじゃないと信じたいけど……）

　ちらりと隣のベッドへ視線を向ける。眠ねむっているのかどうかはわからないが、ライアンは先ほどと同じ体勢で目を閉じていた。

　セックスはなしでも、せめて同じベッドで眠りたかった。できればライアンの腕うでの中で。

　そろりと寝返りを打ち、翠はライアンに背を向けて目を閉じた。







　夜半に目を覚ました翠は、自分がどこにいるのかわからなくて一いつ瞬しゆん混乱した。数秒後、壁かべに映ったネオンの明かりですべてを思い出し、ほっとして寝返りを打つ。

　隣のベッドは空だった。バスルームに行ったのかと思ったが、ライアンは寝しん室しつの窓辺に立って夜景を眺ながめていた。

「……どうしたんです？」

　小さく声をかけると、ライアンがはっとしたように振ふり返った。

「すまない、起こしてしまったな」

　ライアンは眼鏡をかけていなかった。そのせいか、知らない人のように見えてどきっとする。

「いえ、僕はいつも夜中に何度か目が覚めるので」

　言いながら体を起こすと、ライアンがゆっくりとこちらに近づいてきた。

　眼鏡をかけていないところを見るのは今夜が初めてかもしれない……などと考えていると、ライアンが翠のベッドの端はしに腰こしを下ろす。

　じっと見つめられ、遅おくればせながら今から恋こい人びと同士の夜が始まるのかもしれないと翠は胸を高鳴らせた。けれどその眼まな差ざしに欲望ではなく何か別の感情が宿っていることに気づき、眉まゆ根ねを寄せる。

　なんだかひどく苦しげな、辛つらいことに耐たえているような表情だ──。

「何か心配ごとが？」

　思わずカウンセラーの口調になって、そっとライアンの腕に触れる。

　しばし翠を凝ぎよう視しし、ライアンは「ごめん」と切り出した。

「恋人同士になって初めての旅行で、同じ部屋に泊とまってるのにどうして何もしないんだろうって思ってるだろう？」

　言い当てられて、恥はずかしさで頰が熱くなる。

「それは……別に急ぐことじゃないですし。人それぞれタイミングがありますから」

　当たり障さわりのない返答を口にすると、ライアンの腕に抱だき寄せられた。Ｔシャツに覆おおわれた逞しい胸に顔を埋うずめ、彼の体温と鼓こ動どうを感じたとたん、その心ここ地ちよさに吐と息いきを漏もらす。

　ライアンの腕の中はとても気持ちいい。何も心配いらないという安心感と、この人と恋人同士なのだという高こう揚よう感かんで、温かく満たされた気持ちになれる。

「先に進むのはもう少し待って欲しい。きみとは、すべてが片付いてからきちんと向き合いたいんだ」

　ライアンの胸から低い声が直じかに響ひびいてきて、翠は甘えるように頰をすり寄せた。

「農場のことですか？」

　何気なく問い返すと、ライアンが少し体を離して翠の目をじっと見み据すえる。

「いや……きみにまだ話していないことがある」

　驚おどろいて、翠はライアンの青い瞳ひとみを見つめた。

　温かな幸福感に浸ひたっていたところに、いきなり冷水を浴びせられた気分だった。どうにか口をこじ開け、声を絞しぼり出す。

「……まさか、奥さんがいて離り婚こん協議中とか？」

　冗じよう談だんめかして言おうと思ったのに、ひどく思い詰つめたような口調になってしまった。

　ライアンが虚きよを衝つかれたように目を瞬またたかせ、「違ちがう」ときっぱり否定する。

「それはない。俺は正しよう真しん正しよう銘めい独身で結婚歴もないし、きみの他ほかにつき合っている相手もいない。この際だから言っちまうけど、人生をともにしたいと思える相手と出会ったのも、きみが初めてなんだ」

　その言葉に噓うそがないのは、ライアンの目を見ればよくわかる。少しほっとしたものの、心は依い然ぜん不安の黒雲で覆われたままだった。

「じゃあ、なんですか？」

　翠の質問に、ライアンが苦しげに表情を歪ゆがめる。しばらく迷っていた様子だったが、やがてため息とともに結論を出した。

「ごめん、今は言えない。けど、きみが想像しているようなことではないのは確かだ。俺は犯罪者じゃないし、借金取りに追われてるわけでもない。どうか俺を信じて欲しい」

　いくつか頭に浮うかんでいた候補が──最悪のケースも含ふくめ──顔に出てしまったのだろうか。ライアンが切々と訴うつたえかけてくる。

　なんと答えるべきか、翠は迷った。

　あなたを信じます、と言いたい。けれど〝信じる〟というより〝信じたい〟というのが正直な気持ちだ。

　ライアンの必死な眼差しに心が揺ゆれる。彼は翠に「信じます」と言って欲しいのだ──。

「……ええ、あなたを信じます」

　ライアンを安心させるために、翠はそう答えた。

　ライアンが心の底から安あん堵どしたように笑みを浮かべ、「ありがとう」と呟つぶやく。その表情に偽いつわりはなく、翠は改めてこの人を信じようと決心した。

「ライアン」

　囁ささやきながら、彼の頰にそっと触ふれる。

　青い瞳と視線が強く絡からまり、引き寄せられるように翠は顔を近づけた。しかし翠がキスするより早く、ライアンに抱きしめられて唇くちびるにむしゃぶりつかれる。

（うわ……っ）

　初めてのキスのときと同じように、ライアンは情熱的だった。

　唇を割って押し入ってきた熱い舌が、翠の口こう腔こう内で暴れまわる。舌を絡められ、どうにかそれに応こたえようとするが、息が苦しくてそれどころではなかった。

　呼吸を整えたくて、翠は顔を背そむけてライアンの唇から逃のがれた。追いかけてきたライアンに再び唇を塞ふさがれ、思わず彼の胸を押し返す。

「悪い、つい」

「いえあの、嫌いやじゃないんです。ちょっと息が苦しくて、あ……っ」

　言い終わらないうちにシーツの上に押し倒たおされて、翠は目を白黒させた。覆い被かぶさってきたライアンにがぶりと首に嚙かみつかれ、全身に甘やかな衝しよう撃げきが走る。

　ライアンは牡おすの獣けものと化していた。つい数時間前、紳しん士し的に「おやすみ」と告げたときの彼とは別人のような激しさで翠の肌はだにむしゃぶりつき、Ｔシャツの上から胸をまさぐる手も荒あら々あらしい。

　そして翠も、急速に欲望を募つのらせていた。ライアンとこうなることを望んでいたし、思いがけない激しさに少々面めん食くらいつつも体は素す直なおに反応している。セックスへの不安や緊きん張ちよう、ライアンが自分に何か隠かくしていることなどすべての懸け念ねん事じ項こうが頭から吹ふき飛び、キスや愛あい撫ぶがもたらす甘やかな快感に身を委ゆだねた。

「あん……っ」

　Ｔシャツをたくし上げられ、乳ち首くびに口づけられたとたん、思わず声が出てしまう。自分のものとは思えないような淫みだらな喘あえぎ声に、慌あわてて翠は両手で口を覆った。

「きみのここ、すごく可愛かわいい」

　鼻息荒く乳首を舐なめまわしながら、ライアンが呟く。　>>>♥

　ライアンの舌に転がされて、淡あわい桃もも色いろの乳首の中心で乳頭がつんと凝こっていくのがわかった。

　左の乳首に吸いついていたライアンに右の乳首をまさぐられ、必死で歯を食いしばる。もともと感じやすい乳首を大好きな人に舌で愛撫され、声を抑おさえるだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

（やだ、漏れそう……っ）

　漏れそうなのは声だけではなかった。いつのまにか勃ぼつ起きしていたペニスから、じわりと先走りの液が漏れてしまった気がする。せっかくいつもよりセクシーな下着を穿はいているのだから、始まる前から汚よごしてしまうような失態はなんとしても回かい避ひしなくては──。

「あっ、い、いやっ」

　乳首を軽くつままれ、あられもない声が漏れてしまう。

　触さわられるのが嫌なわけではない。その証しよう拠こに、翠はもっと触ってと言わんばかりに自ら胸を突き出していた。

　嫌なのは、感じすぎてはしたない声を抑えられないこと。始まったばかりでもうこんなに気持ちいいなんて、この先いったい何が待ち受けているのだろう……。

（いやちょっと待って、先に進むのは全部片付いてからって話だったよね？）

　頭の片かた隅すみで理性が囁くが、心と体はライアンを受け入れる準備を着々と進めていた。

　左右の乳首と脚あしの間が痛いほどに疼うずいている。特に下着に覆われた部分は、前も後ろも熱くてとろけそうだ。

「翠……」

　切羽詰まった声で囁いて、ライアンがハーフパンツの中央に手を伸のばす。

　淫らに盛り上がった部分を大きな手で鷲わし摑づかみにされ、翠は背中を仰のけ反らせた。

「あ、あああ……っ！」

　目の前に白い稲いな妻ずまが閃ひらめき、思考が完全に停止する。

　数秒後、自分の身に何が起きたか理解し、翠はかっと頰ほおを赤らめた。

（やってしまった……）

　服を脱ぬぐのが間に合わず、下着の中で射精してしまった。十代の少年ならまだしも、二十六にもなって触られただけで漏らしてしまうなんて恥ずかしすぎる──。

「すまない、強く摑みすぎた？」

　ライアンも突とつ然ぜんの粗そ相そうに驚いたらしく、声が上うわ擦ずっていた。

「いえ……だ、大だい丈じよう夫ぶです……」

　恥ずかしくてライアンの顔を見ることができない。もじもじと膝ひざを擦すり合わせ、翠は濡ぬれた部分を両手で覆おおい隠そうとした。

　しかしそれを阻はばむように手を握にぎられ、びくりと体を震ふるわせる。

「隠さなくていい」

　掠かすれた声で、ライアンが続ける。

「その、セックスは俺の事情が全部片付いてからっていう気持ちは変わらないんだけど、ちょっとだけ……見せてもらえないか」

「……っ」

　思いがけない申し出に、全身の肌が上気した。

　濡らした下着やペニスを見られるのは恥はずかしい。なのにライアンに見たいと言われ、胸が高鳴っている。こんな感覚は初めてだった。羞しゆう恥ちが興奮をもたらし、甘かん美びな悦よろこびとなって全身を駆かけ巡めぐり……。

　おずおずと、翠は濡れた場所を覆っていた手を下ろした。水色のハーフパンツに、はっきりそれとわかる染しみができている。部屋が薄うす暗ぐらいのが幸いだ。

　ちらりと見上げると、ライアンは目を閉じて何やらぶつぶつ呟いていた。

　見たいと言い出したのは彼のほうなのに、見るのが怖こわくなったのだろうか。無理しないでくださいと言おうとしたそのとき、ライアンがかっと目を見開く。

「あ……っ」

　性急な手つきでハーフパンツを引きずり下ろされ、思わず翠は太ふと腿ももを擦り寄せた。

　ローライズの白いボクサーブリーフの前が白はく濁だくで濡れている。いつも穿いている綿の下着と違ちがい、ぴったりフィットするなめらかな生き地じは濡れた部分がくっきりと透すけていた。

（うう、透け透けで恥ずかしい……）

　こんなことになるなら、いつもの下着のほうがよかったかもしれない。少しでもセクシーに見えるようにと張り切ってしまったが、脱ぐ前に射精しているようでは台無しだ。

「…………」

　ライアンは眉み間けんに皺しわを寄せ、ひどく険しい表情で濡れた部分を凝ぎよう視ししていた。濃こいブルーの瞳ひとみにまじまじと見つめられ、恥ずかしさのあまり消え入りたくなる。

「あの、もういいですか？」

　言いながら起き上がろうとすると、ライアンに肩かたを摑まれた。

「まだだ。まだしっかり見てない」　>>>♥

「ええ？　ちょ、ちょっと……っ！」

　ライアンがボクサーブリーフに手をかけ、翠が止める間もなく引きずり下ろす。

　白いシロップで濡れたピンクのペニスが露あらわになり、慌てて翠はそこを隠そうと両膝を立てた。

「隠さないでくれ。全部見たいんだ」

「恥ずかしいです！」

「ああ、わかってる。ちょっとだけ我が慢まんしてくれ」

　ライアンの大きな手が、少々強ごう引いんに翠の膝を摑んで左右に割り広げる。

　こんなに恥ずかしい思いをするなんて予想もしていなかった。映画やドラマのラブシーンには、こんなみっともない格好で覗のぞき込まれている描びよう写しやなんてなかったのに。

（ポルノ動画にだって、こんなのなかった……っ）

　翠も性欲のある大人の男性なので、ときにはゲイ向けのポルノ動画を鑑かん賞しようすることもある。そのようなエロティックな動画内でも、射精後のペニスをしげしげ観察されるシーンなど記き憶おくにない。

　両手で顔を覆い、なるべく何も考えないようにして時間が過ぎるのを待つことにする。

　しかしライアンが小ぶりで未熟な形のペニスを見てどう思っているのか、気になって仕方なかった。せめて陰いん毛もうが濃ければよかったのだが、翠のそこは淡く頼たよりない産うぶ毛げが申し訳程度に生えているだけで、何も隠してくれないし大人っぽく見せてもくれない。

　ライアンはがっかりしているだろうか。先ほどからずっと無言だが、まだ見ているらしいということは、少しは気に入ってくれたのだろうか。

　ふいに翠は、己おのれの体に訪おとずれた変化に気づいてぎくりとした。

　まさかそんな、あり得ない。やわらかく項うな垂だれていたペニスが、再び頭をもたげようとしているなんて──。

（なんで？　見られてるだけなのに）

　いや、見られているからこそだ。自分はライアンに恥ずかしい場所を見られて興奮している。

　軽く身をよじるだけで隠かくすこともできるのに、微び動どうだにせずライアンの視線を受け止め続けている──。

　突然ライアンが獣けもののような唸うなり声を上げた。

　いったい何ごとかと、顔を覆っていた手をずらして彼を見上げる。

「……っ！」

　ライアンはベッドから降りてＴシャツを脱ごうと悪あく戦せん苦く闘とうしていた。慌てているのか、首に引っかかってうまく脱げずに何やら悪態をついている。

　がっちりと逞たくましい上半身にしばし見とれ、けれど大事なことを思い出して翠は我われに返った。

「ちょっと待ってください、今夜は何もしないって話じゃなかったですか!?」

「大丈夫、ちゃんとわかってる。何もしない。何もしないけど、ちょっとだけ……っ」

　はあはあと息を喘あえがせながら、ライアンがＴシャツを首から引き抜ぬく。

　彼のスウェットパンツの中央が大きく盛り上がっていることに気づいて、翠は体温が急きゆう上じよう昇しようするのを感じた。

　ライアンも勃起している。ということはつまり、この貧ひん相そうな体に興奮してくれたということだろうか。そうだとしたら嬉うれしい。

　もどかしげな手つきで、ライアンが下着と一いつ緒しよにスウェットパンツを脱ぎ捨てる。

　ぶるんと大きく揺ゆれて彼の屹きつ立りつが露わになり、思わず翠は目を瞠みはった。

（うわ……）

　体格と性器の大きさは比例しないというが、ライアンは逞しい体格に見合った立派な一物を備えていた。太く長い茎くき、大きく笠かさを広げた亀き頭とう、ずっしりと重たげな陰いん囊のう──ひときわ目を引く雁かり高だかの亀頭は、先走りで濡れてぬらついている。

　こんな太いものが入るわけがない。怖おじ気づくと同時に、淫いん猥わいな形の亀頭に秘部をこじ開けられるところを想像して翠は息を喘がせた。

「きみを抱だきしめてもいいかな。文字通り抱きしめるだけで、それ以上は何もしないと誓ちかう」

　ベッドに戻もどってきたライアンが、鼻息荒あらくまくし立てる。

　血走った目でそんなことを言われても、まったく信用できそうにない。なのに翠は、欲情に操あやつられるままにこくりと頷うなずいていた。

　ライアンが低く呻うめき、翠の上にどさりとのしかかってくる。

　肌はだと肌が直じかに触ふれ合い、翠は彼の体温と逞しい体の重みに吐と息いきを漏もらした。

（ライアンの、当たってる……っ）

　成熟した牡おすの象しよう徴ちようは、大きさだけでなく硬かたさも完かん璧ぺきだった。

　ライアンが体をずらし、翠の小ぶりなペニスに長大な屹立を重ね合わせる。血管の浮ういた硬く太い肉棒を擦こすりつけられ、翠は悲鳴のような嬌きよう声せいを上げた。

　性器を擦り合わせるだけでこんなに気持ちいいなんて、知らなかった。長さも太さも倍ほども違うふたつの性器が、翠の精液とライアンの先走りに塗まみれてどくどくと脈打っている。

「翠……、翠……！」

　切せつ羽ぱ詰つまった声で翠の名前をくり返しながら、ライアンが力強く腰こしを律動する。

「あ、あっ、ライアン……！」

　彼の逞しい首にしがみつき、翠も我を忘れて淫みだらに腰を振ふった──。




　　　　◆◆◆




　イライアスと翠がベッドで快楽に溺おぼれていたちょうどその頃ころ、ホテルの通用口から勤務を終えた従業員がのっそりと出てきた。耳が変形し、額に目立つ傷きず跡あとのある大男──翠のスマホから動画を削さく除じよしたカジノの警備員だ。

　ネオンに照らされたその顔は、何やら思案するように眉まゆ根ねが寄っている。従業員用の駐ちゆう車しや場じように停とめてあるセダンに乗り込むと、男はジーンズの尻しりポケットからスマホを取り出した。

　ニューヨークとの時差は三時間、普ふ通つうは電話をかけるのを遠えん慮りよする時間帯だが、気を遣つかうような相手ではない。

　数回のコールののち、『はい』としゃがれた声が応答する。名前を名乗ると、相手は『久しぶりだな。元気か？』と親しげに笑った。

　アルメニアマフィアと馴なれ合うのはごめんだ。さっさと電話を終わらせようと、男は用件を切り出した。

「尋たずね人の件で電話しました。似た男を見かけたので、知らせておこうと思って」

『ほう、どこで見かけた？』

「職場です。何時間か前、客として来てました。手配書の写真と印象が違ったんで最初はわからなかったんですが、勝手に動画を撮とってたんで注意したんです。そのとき、もしかしたらと思いまして」

　万が一違っていた場合に備え、「断定はできませんが」と付け加える。けれど男は九割九分間違いないと自信を持っていた。昔から人の顔を覚えるのは得意なのだ。

『どうしてもっと早く知らせなかった？』

　いきなり強い口調で責められ、男はむっとした。

「勤務中は私用電話が禁じられてるもので」

『ふん、まあいい。その男についてわかってることを話せ』

　相変わらず訛なまりが強くて聞き取りにくい英語だ。内心の苛いら立だちを抑おさえ、男は尋ね人についての情報を口にした。

「名前や住所は不明ですが、カジノ内の防犯カメラに映ってます。データをお送りしますので、確かく認にんしていただければ」

『それだけか？　そのホテルに泊とまってるなら、宿しゆく泊はく者名めい簿ぼにアクセスして名前くらい割り出せるだろう』

　無む茶ちやな要求に、男は大きく深呼吸して怒いかりを鎮しずめてから口を開いた。

「俺はカジノの警備員で、宿泊関連の情報には近づけないんです。ちなみに防犯カメラの映像も簡単に持ち出せるもんじゃないんで、かなり苦労して入手したんですよ」

　電話の向こうで、相手がアルメニア語の悪態らしきセリフを吐はき捨てた。

『わかった。あとはこっちで調べる』

　礼の言葉もなく電話を切られ、男も悪態をつく。

　男はニューヨーク生まれニューヨーク育ちでアルメニアとは縁えんもゆかりもないが、彼らにはちょっとした借りがある。数ヶ月前、ニューヨークでへまをしてロシアンマフィアに追われる羽目に陥おちいったとき、格かく闘とう技ぎジム仲間だったアルメニアマフィアの幹部が逃とう亡ぼうを手助けしてくれたのだ。

　マフィアへの借りは、なるべく早く返しておきたい。こういった借りは時間が経たてば経つほど利息が増えていく。カジノで見かけた男がいったい何をやらかしてアルメニアマフィアに追われているのか知らないが、この情報提供で借りを清算できたら御おんの字じだ。

　あんな残ざん酷こくで凶きよう暴ぼうな連中に狙ねらわれるなんて気の毒に。

　同情しつつ、男はメールに防犯カメラの映像を添てん付ぷして送信ボタンを押した。
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　週明けの月曜日、イライアスは朝から忙いそがしく働いていた。授業、実験の準備、レポートの採点やテスト問題の作成──やるべきことは山ほどある。

　けれど、いつもなら少々億おつ劫くうな月曜日の出勤が、今朝は待ち遠しくて仕方なかった。レポートを採点する手を止め、ラスベガスの一夜に思いを馳はせる。

（翠……）

　目を閉じると、恋こい人びとが裸はだかでシーツに横たわるさまがありありと浮かび上がった。イライアスを誘ゆう惑わくするように脚あしを開き、可か憐れんで清せい楚そなペニスをぷるぷると揺らしてみせるところも。

　まさか男性器をそのような言葉で表現する日が来るとは思わなかった。けれど初うい々ういしいピンクのそれは、可憐で清楚としか言いようがなかった。

（濡ぬれた下着も最高だった）

　両手で顔を覆おおい、淫らな回想に浸ひたる。

　白はく濁だくに濡れて中身が透すけたボクサーブリーフは、イライアスの理性を木こっ端ぱ微み塵じんに打ち砕くだいた。我が慢まんできなくて漏らしてしまうなんて可愛かわいすぎるし、恥はじらうさまはエロすぎてやばかった。

　セックスはしないと誓ったものの、翠があまりに色っぽくて、裸で抱き合って互たがいの性器を擦り合わせるという予定外の行こう為いに及およんでしまった。自分の中で牡の獣けものが大暴れしたことを考えると、よくあの段階で踏ふみとどまることができたと思う。

　自分にこれほど激しく情熱的な欲望があったなんて知らなかった。今までセックスに関しては淡たん泊ぱくな質たちだと思っていたし、欲望に突つき動かされて我われを忘れるようなことも一度もなかった。セックス未満の行為にもかかわらず、心と体がこれほど幸福感に満たされたことも。

（ああ、早く結けつ婚こんしたい）

　翠のことが愛いとおしくてたまらない。誰だれかと一いつ緒しよに暮らすことなど想像したこともなかったが、マローンに帰り着いて翠をアパートに送り届けたとき、月曜の朝までのわずかな時間さえも翠と離はなれていることを耐たえがたく感じた。

『今夜はうちに泊まっていく？』

　ラスベガスからの帰り道、さりげなく誘さそってみたのだが、翠は首を横に振った。

『いえ、それはまた今度にしておきます』

　情熱的な一夜のあと、翠は言葉少なだった。最初は後こう悔かいしているのかと思ったが、すぐに照れているだけだと判明した。おはようのキスをしただけで真っ赤になり、イライアスと目を合わせることすらできず、ぎくしゃくした態度は挙動不ふ審しんそのものだった。

「くうっ！」

　可愛すぎる姿を思い出し、イライアスは机をばんばんと叩たたいた。

　あんな反応をされたのは初めてで、わざと蒸むし返してからかいたい衝しよう動どうを抑えるのが大変だった。もちろんそんな大人げない真ま似ねはしないが、頰ほおを染めた翠に目をそらされるたびに脈みやく拍はくが速くなり、口の中がからからに渇かわくのを感じ……。

　携けい帯たい電話の着信を知らせる振しん動どうに気づき、イライアスは我に返った。急いでにやけた顔を引き締しめて画面を見ると、電話は翠からだった。

『今ちょっといいですか？』

「ああ、かまわない。そっちに行こうか？」

『いえあの、校内で一緒にいるところを見られるのはまずいかと』

　翠の言葉に、イライアスはにやりとした。どちらかというと、人に見られる心配よりも、ふたりきりになるのがまだ気恥ずかしいのだろう。

「了りよう解かい、じゃあ電話で。どうした？」

『さっき地元の新聞社に電話をかけてみたんです。けどつながらなくて、調べたら数ヶ月前に倒とう産さんして、サイトも閉へい鎖さされてました』

「そうか……じゃあフェニックスの新聞社を当たってみるか」

『それ、お願いしていいですか？　僕は近きん隣りんの町の新聞社を当たってみます』

「任せてくれ。結果はランチのときに報告するよ」

　レポートの束を脇わきへ押しやり、イライアスはフェニックスの新聞社を検けん索さくした。大手新聞社の支社がひとつ、ローカルの新聞社がひとつヒットし、さっそく電話をかけてみる。

　大手新聞社のほうは、代表番号から記者につないでもらうまで十分近く待たされた。

『〈大地の交響曲〉なんて農場、聞いたことないわね』

　イライアスの話をひととおり聞き終えた女性記者が、おざなりな口調で呟つぶやく。

「ぜひ調べてみてください。フェニックスにも被ひ害がい者しやがいるはずです」

『まだ詐さ欺ぎと決まったわけじゃないんでしょ？　農場主がラスベガスで遊び歩いてたってだけじゃ、記事として弱すぎる』

「そこを掘ほり下げるのが新聞の役目でしょう？　調べれば他ほかにもいろいろ出てくるはずです」

　電話の向こうで、記者が盛せい大だいなため息をつくのが聞こえた。

『カルト集団の話なんて、みんなもう飽あき飽きするくらい見聞きしてるの。よっぽどセンセーショナルな内容じゃないと読者は満足しないわ』

　記者のセリフに、イライアスは眉まゆをそびやかした。この新聞社は報道の使命よりも読者受けを重視しているらしい。

「わかりました。お時間取っていただきありがとうございます」

『どういたしまして』

　面めん倒どうくさそうに言われ、イライアスは肩かたをすくめた。

（ま、こんなもんか。騒さわぎが大きくなったら慌あわてて取材に行くんだろうけど）

　気を取り直し、ローカル新聞社に電話をかける。こちらはすぐに記者につないでもらえたものの、反応は今ひとつだった。

『うーん……その農場、他の報道機関はまだ取り上げてませんよね？』

「ええ、だからこそ特ダネになるかと思いまして」

　俗ぞくっぽい視点からプッシュしてみるが、男性記者の心を動かすことはできなかった。

『女性と遊び歩いてた写真だけじゃ、記事にはできないです』

「ええ、わかってます。調べていただければ、もっといろいろ出てくるはずです」

『かもしれませんが、正直なところうちは人手や予算がギリギリで、スクープは確実に数字が取れるネタじゃないと上から許可が下りないんですよ。名めい誉よ毀き損そんで訴うつたえられる可能性も考えると、ちょっとね……前に議員の愛人スキャンダルをスクープして痛い目に遭あったもので』

「こういうネタを報じてくれそうなマスコミ、ありませんかね？」

『うーん……今の段階じゃ、どこも様子見だと思いますよ。フリーの記者がやってるニュースブログとかなら取り上げてくれるかもしれませんが、ご存じのようにネットのニュースサイトの質はピンキリで、かえって信しん憑ぴよう性せいが下がることもありますし』

　確かに彼の言う通りだ。フェイクニュースが横行している昨今、ゴシップ系のニュースサイトに取り上げられることでむしろ噓うそくさく見える可能性が高い。

　礼を言って電話を切り、イライアスは腕うでを組んだ。

　こんなとき、探たん偵ていなら何かいい案を思いつくかもしれない。けれどこのところずっと頼たよりっぱなしなので、自分でどうにかしたいという気持ちもあった。

　ああでもないこうでもないと考えを巡めぐらせていると、再び翠から電話がかかってきた。

『ちょっとカウンセリングルームに来てもらえますか？　今ヒューズさんが……ノーランのお母さんが来られてて、一緒に見てもらいたいものがあるんです』

「わかった、すぐ行く」

　イライアスがカウンセリングルームに到とう着ちやくすると、ロンダ・ヒューズが翠とともにパソコンの画面を覗のぞき込んでいるところだった。

「お待たせ。こんにちは、ヒューズさん」

「こんにちは、キャバノー先生」

　顔を上げたロンダがにこやかに微笑ほほえむ。

「お呼び立てしてすみません。ヤマハタ先生に言われて、ネットで家族が〈大地の交響曲〉の宿舎に入って困ってる人を探して、何人かとコンタクトが取れたんです。この週末にフェニックスで集まって被害者の会を結成しました。まだ五家族だけですけど、弁護士に伝つ手てのある人がいて顧こ問もんになってもらえないか交こう渉しよう中です」

「それはよかった。かなり前進ですね」

「ええ、活動の第一歩としてサイトを立ち上げました。見てください」

　そう言って、ロンダが翠の隣となりの位置を空ける。翠のそばに立ってパソコンを覗き込むと、翠がわずかに緊きん張ちようしたように体を強こわばらせたのがわかった。

「へえ、なかなか本格的ですね」

「でしょう？　会員にウェブデザイナーがいるんです。サイトを作っただけじゃ誰も見てくれないから、〈大地の交響曲〉の前で定期的に抗こう議ぎデモをやって、その映像をアップすることにしました」

　翠が画面をスクロールすると、お手製のプラカードを持った数人の男女が農場の高い塀へいの前に集まり、「子供たちと会わせて！」「子供たちを返して！」と声を合わせてくり返す映像が埋うめ込まれていた。

「なるほど、動画配信サイトにアップしてるんですね」

「ええ、話題になればニュースで取り上げてもらえるかもしれないと思って」

　新聞社に農場主のスキャンダルを売り込むよりも、こちらのほうが可能性が高そうだ。翠も同じことを思ったらしく、映像を見ながら頷うなずいている。

　デモのあとには、会員がそれぞれカメラの前に立ってメッセージを発する映像が続いていた。

『娘むすめはこの農場に祖父から相続した遺産をすべて寄付しました。多額の寄付をしたのにトレーラーハウスに住まわされ、ただ働きさせられてます。洗脳されてるんです、娘と私たちの人生を返して！』

　年配の夫ふう婦ふがカメラに向かって訴える。

『皆みなさん、農場のサイトを見てみてください。農場主キース・パワーズの主張がどれだけ胡う散さん臭くさいかわかっていただけるはずです。世間知らずの若者に付け入ってるんです』

　中年の女性、そして兄弟らしきふたりの青年が訴える。

　最後にロンダが映り、『お願いノーラン、目を覚まして。あなたも農場のシステムはどこか変だと気づいてるはずよ』と切々と訴えた。

「再生回数を増やせば目につきやすくなる。俺たちも協力しますよ」

「お願いします。心ないコメントも付けられるでしょうけど、そういうのも利用してとにかく話題になるようにしようって言ってるんです。それと……」

　少し照れくさそうに笑って、ロンダが続ける。

「例の恋こい人びととは別れました。息むす子このためにけじめをつけたいから一いつ緒しよに住むのはやめようって言ったら拗すねちゃって。ノーランのことを大事に思ってくれない人とつき合っていても時間の無む駄だだって気づいて、終わりにしました」

　それについてどうコメントするべきか迷っているらしい翠の代わりに、「人生は短いですからね」と微笑んでみせる。

　カウンセリングルームをあとにするロンダを見送って、イライアスは翠に向き直った。

「キースの女性スキャンダルは、顧問弁護士が就任してからどうするか判断してもらったほうがよさそうだな」

「ええ、感情的に取り扱あつかうとかえってマイナスになるかもしれませんし」

「この様子だとスキャンダルは必要ないかも。さっき新聞社二社と話したけど、俺たちの撮とった写真じゃ話にならないみたいで」

「僕も近きん隣りんの新聞社三社に人助けになりますよって感じでアピールしたんですけど、まったく相手にしてもらえませんでした」

　思わずふたりで顔を見合わせ、くすくす笑う。

「つまり、ラスベガス行きは無駄だったってことか」

「農場への批判が高まれば、あのネタを活いかすことができるかもしれませんよ」

「そうだな。それに……俺たちにとってはすごく有意義な旅行だったし」

　熱い眼まな差ざしを向けると、翠がぱっと頰ほおを赤らめるのがわかった。思わず抱だき寄せてキスしようとしたところで、授業時間終しゆう了りようを告げるチャイムの音に阻はばまれる。

「おっと、実験室に戻もどって次の授業の準備をしないと。じゃあまたランチのときに」

　言いながら素す早ばやく翠の頰にキスし、イライアスはくるりと踵きびすを返した。
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　ライアンの背中を見送りながら、翠は彼の唇くちびるが触ふれた場所をそっと手で押さえた。

　心臓がどきどきしているし、顔も火ほ照てっている。ロンダがいたのでなんとか平静を装よそおうことができたが、ふたりきりになったとたん、またしてもぎくしゃくした態度になってしまった。

（いい加減、慣れないと）

　ラスベガスの情熱的な一夜が明けてから、ずっとこの調子だ。気き恥はずかしさや照れくささが薄うすまらず、なかなかライアンと目を合わせることができない。

『今夜はうちに泊とまっていく？』

　彼にそう誘さそわれたとき、本当はイエスと答えたかった。少しでも長く一緒に過ごしたいと思う気持ちは翠も同じだ。けれど二夜連続であのような展開になる可能性が高いわけで、恋れん愛あい初心者には少々刺し激げきが強すぎる。

　そういう意味では、セックスがお預けになったのはよかったのかもしれない。初心者はいきなり本番に臨のぞむより、徐じよ々じよに心と体を慣らしていったほうがいいだろう。

　ライアンの〝片付けるべきこと〟がなんなのか、気にならないと言ったら噓になる。

　けれど彼を信じることにしたし、解決した暁あかつきには事情を話してくれるはずだ。

　授業開始のチャイムが鳴り、生徒たちが教室へ駆かけ込んで、騒さわがしかった廊ろう下かが静かになる。日差しが眩まぶしくなってきたので、ブラインドを下ろそうと翠は窓辺に寄った。

　窓の外に視線を向けると、ちょうど生徒用の駐ちゆう車しや場じように赤いスポーツカーが入ってくるところだった。駐車スペースに斜ななめに車を停とめ、遅ち刻こくした生徒がせかせかした足取りで校舎へ向かう。

（あれは……エマ？）

　ポニーテールを揺ゆらしながら歩く姿に、翠は眉まゆ根ねを寄せた。

　エマのことはずっと気になっていた。母親には口を出すなと言われたが、体験会の翌週からずっと学校を休んでおり、そろそろ連れん絡らくしてみようと思っていたところだ。

　校務室から呼び出ししてもらおうと受話器を取ったところで、ガラス張りのドアの向こうにエマが現れた。

「すみません、ちょっといいですか？」

「いいよ、どうぞ入って」

　受話器を置き、笑えみを浮うかべて招き入れる。エマもにこりと笑顔を作ったが、すぐに疲つかれたような表情になって翠の向かいの椅い子すに腰こしを下ろした。

「僕もきみと話したいと思ってたんだ。あれからどうしてるか、気になってたから」

「先生たち、あれから農場に来てないですよね」

「うん……忙いそがしくてなかなか時間が取れなくて」

　椅子の背にもたれ、エマははあっと大きなため息をついた。

「私、もうあそこに行くのやめました」

　熱しやすく冷めやすい性格だろうと予想していたので、エマの心変わりに翠はさほど驚おどろかなかった。

「何かあったの？」

「先週ずっと農場に通って、最初は楽しかったんだけど、幹部の女性が……母おも屋やに会長と一緒に住んでる幹部の女性が三人いるんですけど、そのうちのひとりがすっごい嫌いやな感じなんですよ。私が会長と話してると睨にらみつけてきて、それにフィービーのことを……フィービー覚えてます？　体験会のとき先生たちを案内してた」

「もちろん覚えてるよ」

「彼女、フィービーをいじめるんです。表だって何かするわけじゃなくて、わざと無視したりとか、そういう陰いん湿しつなやつ。幹部って結局のところ会長の取り巻きで、多分三人とも会長と寝ねてて、そういう一夫多妻みたいなのもキモいし、会長に近づく女に意地悪するとかほんと子供じみてるし。そういうの学校で嫌ってほど経験してるのに、理想郷だと思ってた場所で同じことやってて、なんかもうがっかりで」

　猛もう烈れつな勢いの愚ぐ痴ちに、翠は「そうなんだ」と相あい槌づちを打った。

「そういうのにうんざりし始めてたとき、うちの親が雇やとった脱だつ洗脳の専門家とかいう人が来て、最初は話すつもりなかったんだけど、親から半強制的に話し合いの場をセッティングされちゃって」

「脱洗脳の専門家？」

「正確な肩かた書がきは忘れちゃったけど、やばい宗教やカルトにはまった人の洗脳を解くプロだって。私は洗脳されてたわけじゃないけど、その人と話してるうちに〈大地の交響曲〉のインチキ臭さに気づいて、なんかもう何もかも嫌になっちゃって」

　エマが椅子から体を起こし、翠の顔を気き遣づかわしげに見つめる。

「先生、あそこはやめたほうがいいです。綺き麗れい事ごと並べてますけど、結局のところたちの悪いカルトですよ」

　エマの忠告に、翠は苦く笑しようしつつ頷うなずいた。

「宿舎で生活してるノーランを知ってる？　この高校の生徒なんだけど」

「ええ、知ってます。てゆうか、私も農場で会って初めて知ったんですけど」

「彼はどうしてる？」

「うーん……ノーランはあんまりしゃべらないんですよ。最初は積極的に議論に参加してたらしいんですけど、今はみんなの話を黙だまって聞いてることが多いかな。一いつ匹ぴき狼おおかみタイプなのか、メンバーとは距きよ離りを置いてる感じで」

　なかなかいい傾けい向こうだ。

　キースを巡めぐる寵ちよう愛あい争いは、農場のメンバー全員に影えい響きようを及およぼしているはずだ。エマのように男女関係の生なま臭ぐさいゴタゴタに嫌気が差す者もいるだろうし、いじめられているフィービーもいずれは我が慢まんの限界が来る。ノーランも、キースの理想論が上辺だけのものだと気づいて気持ちが離はなれつつあるのではないか。

「その脱洗脳の専門家の連絡先、わかるかな」

「ええ、名めい刺しをもらったので」

　エマがバッグを探さぐり、財さい布ふの中から名刺を取り出す。受け取った翠は、名前と電話番号を書き写した。

「ジョン・ストラウス博士……オフィスはロサンゼルスなんだね」

「しばらくフェニックスに滞たい在ざいする予定だって言ってました。裏に携けい帯たいの番号が書いてあります」

　ノーランはあと一押しで農場から卒業できそうな気がする。自分やロンダなど身近な人間がとやかく言うより、脱洗脳の専門家に力を借りるのがよさそうだ。

　エマがカウンセリングルームをあとにすると、翠はさっそくネットでジョン・ストラウス博士の名前を検けん索さくした。







　ランチの時間になると、翠は急いで職員用ラウンジに行ってライアンが来るのを待った。五分ほど経たってライアンが現れると、「ちょっと来てください」と廊下へ連れ出す。

「何かあったのか？」

「ええ、あなたが授業に行ったあと、エマが来たんです」

　周囲を見まわして人がいないのを確かく認にんし、小声で告げる。

「エマが？　彼女、先週ずっと学校休んでたよな。まさか宿舎に？」

「いえ、その反対です」

　エマの心が農場から離れた経けい緯いを話すと、ライアンが口元に笑みを浮かべた。

「俺たちがあれこれ手をまわさなくても、農場は内部から崩ほう壊かいしそうだな」

「僕もそう思います。けど、ああいった集団は崩壊前がいちばん危険なんです。やめようとするメンバーに、キースや幹部が制裁を加えようとするかも」

　叔母おばが入っていたカルト集団が、まさにそうだった。集団生活から逃にげようとするメンバーを、彼らは反省室に閉じ込め……。

「そうか、そういう可能性もあるのか」

　ライアンも表情を引き締しめ、思案するように顎あごに手を当てた。

「エマの両親が雇ったという脱洗脳の専門家に会いに行ってみようと思うんです。専門家なら、メンバーを安全に農場から引き離す術すべを心得ているでしょうし」

「そうだな。宿舎にいるメンバーは、抜ぬけ出すにしても細心の注意を払はらわないと。その専門家、フェニックスにいるんだっけ？」

「ええ、電話したらフェニックスのホテルに滞在中でした。放課後行ってみます」

「俺も一いつ緒しよに行きたいんだが、今日は居残り組の監かん督とく当番なんだ」

「僕ひとりで大だい丈じよう夫ぶですよ」

　そう答えると、ライアンに手を握にぎられた。農場の件に気持ちを集中させ、ライアンのことを意識するまいと努めていたが、手を握られたとたんにじわりと顔が熱くなってしまう。

「じゃあ帰りに俺の家に寄ってくれる？　話を聞きたいし、ちょうどきみを夕食に誘さそおうと思ってたんだ」

「……ええ」

　夕食だけなら何も問題ない。ライアンと一緒に過ごせるのは、翠としても大だい歓かん迎げいだ。

「バーベキューの準備をしておくよ」

　そう言って、ライアンは名残なごり惜おしげに翠の手を離した。







　午後七時、ライアンの家の前に車を停めた翠は、フェニックスで買ったワインを手に玄げん関かんポーチへ向かった。呼び鈴りんを押すよりも早く、ライアンがドアを開けてくれる。

「そろそろ来る頃ころだろうと思ってたよ。入って」

「お邪じや魔まします」

　中に入るとライアンに軽くハグされた。彼の胸に抱だかれて、ほっと安あん堵どの吐と息いきを漏もらす。

「お疲れさま。専門家には会えた？」

「ええ、会って話をしてきたんですけど……」

　手て土産みやげのワインを差し出しながら、翠は小さく肩をすくめた。

「あまりうまくいかなかったって顔だな。おいで、肉を焼きながら話を聞くよ」

　裏庭のバーベキューグリルのそばの椅い子すに腰こしを下ろすと、ライアンが冷えた缶かんビールを持ってきてくれた。車で来ているので断ろうかと思ったが、思い直して「ありがとう」と受け取る。

　酔よいを覚ましてから帰ればいい。それに、もしかしたら泊とまっていく可能性も……。

「それで、どうだった？」

　ビールを何口か飲んでから、翠はライアンに向き直った。

「ああいう専門家に会ったのは初めてじゃないんですけど、いきなり費用の話をされてちょっと面めん食くらいました」

「え？　話を聞く前にまず料金の説明？」

　こくりと頷く。

「電話でアポを取ったとき、エマからの紹しよう介かいで、彼女と同じように〈大地の交響曲〉にはまっている人たちを助けて欲しいという話は簡単に伝えておいたんです。で、ホテルのロビーで会って自己紹介したら、最初に料金表を手て渡わたされました」

「へえ……詳くわしい話を聞く前に料金表提示って、あんまり聞かないケースだな。時間を有効に使いたいタイプなのかもしれないけど」

「すごくビジネスライクな人でした。ついでに言うと、ちょっと冷たい印象でしたね。親身に話を聞いてくれる職業かと思ってたんですけど」

　ストラウス博士との会話を思い出し、顔をしかめる。自分がカウンセラーだから余計にそう感じたのかもしれないが、愚ぐ痴ちをこぼさずにはいられないような対応だった。

　トングで肉や野菜を裏返し、ライアンが翠の向かいの席に座る。

「まあそういうのは性格もあるのかもな。料金は妥だ当とうな感じ？」

　トートバッグの中から折りたたんだ紙を取り出し、ライアンに手渡す。相談料や成功報ほう酬しゆうなどが細かく仕切られた表に目をやり、ライアンは軽く眉まゆをそびやかした。

「結構いいお値段だな。一流の弁護士並みじゃないか」

「そうなんです。僕もびっくりしました。これが相場なのかもしれませんが、これじゃ経済的に余よ裕ゆうのある人しか依い頼らいできません」

　更さらに何口かビールを呷あおってから続ける。

「教え子は母子家庭であまり裕福ではないので、分ぶん割かつ払ばらいにできませんかって訊きいてみたんです。それか、何人かまとめて依頼したら割引してもらえないかと。答えはＮＯでした」

「会社員時代の貯金があるから、俺が出すよ」

　ライアンの申し出に、翠は眉根を寄せた。

　ライアンはお金に無む頓とん着ちやくなところがある。太っ腹と言えばそうなのだが、ラスベガス行きの費用もほとんど持ってくれたし、これ以上農場の件で彼に支払わせるわけにはいかない。

「気持ちはありがたいけど、それはだめです。教師が一生徒のために多額の費用を負担したことが発覚したら、いろいろ問題になりますから」

「そうか。じゃあこうしたら？　被ひ害がい者しやの会で活動資金を募つのるんだよ。そこから皆みんなの脱だつ洗脳の費用を出せばいい」

「それ、いいかもしれませんね。ノーランだけじゃなく他ほかの子たちにも脱洗脳プログラムを受けて欲しいし。だけど……値段のことを抜きにしても、今日会ったストラウス博士は正直あまり印象がよくなかったです」

「別の専門家を探したほうがいいみたいだな。けど、まずは夕食にしよう。そろそろ焼ける頃だ」

　ライアンが立ち上がり、バーベキューグリルへ向かう。

　残ったビールを飲み干して、翠も彼のあとに続いた。







　──三時間後、翠はライアンの腕うでの中で情熱的なキスにうっとりと身を委ゆだねていた。

　バーベキューを楽しみ、一緒に後片付けをして、ソファに並んで座ってニュース番組を見ていたはずが、いつのまにかライアンの膝ひざに乗せられ……。

「だ、だめです……もう帰らないと」

　キスの合間に息を喘あえがせながら訴うつたえるが、声も口調もまったく説得力を持っていなかった。

「明日の早朝に帰ればいい。その頃には血中アルコール濃のう度ども下がってるよ」

「だけど、着き替がえも持ってきてないし……」

「俺のＴシャツとパジャマを貸すよ。ズボンはぶかぶかだろうけど、ドローコードを締めればなんとかいけるだろう」

「でも」

　言いかけた言葉を、唇くちびるで遮さえぎられる。ひとしきり翠の口こう腔こう内を舐なめまわしてから、ライアンがくくっと喉のどの奥で低く笑った。

「引かないで欲しいんだけど」

「……なんですか？」

「きみが泊まっていくかもしれないと思って、きみの下着を買っておいた」

「……っ」

　恥はずかしい記き憶おくが一気によみがえり、かあっと頰ほおが熱くなる。既すでに全身が火ほ照てっているので、これ以上体温が上がったら爆ばく発はつしてしまいそうだ。

「帰りに急いで買ったから、残念ながら選せん択たく肢しがあまりなかったんだけど」

　言いながら、ライアンの手が翠のシャツのボタンを外していった。

「それは別に構いません、ええと、先にシャワーを……汗あせかいてるし……」

「俺は別に構わないけど、シャワー浴びてからじゃないと嫌いや？」

　少し考えて、翠は首を横に振ふった。もうシャワーなど浴びている余裕はないし、ライアンの男っぽいフェロモンたっぷりの匂においはとても魅み力りよく的だ。

「あ……っ」

　大きな手に直じかに胸を触さわられて、翠は甘い吐息を漏らした──。
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　──三日後の木曜日。放課後の物理実験室で、イライアスはパソコンの画面を眺ながめながら電話の保留音に耳を傾かたむけていた。

　待っている間、音声をミュートにして被害者の会が新たにアップした動画を再生する。

　ロンダたちが最初に上げた動画は、再生回数はそこそこ伸のびているものの、まだ世論を動かすほど影えい響きよう力を持っていない。新聞社数社に会の結成を知らせると、女性スキャンダルのときよりは手て応ごたえがあったが、記事にしてもらうにはもう少し時間がかかりそうだ。

『お待たせしました』

　三回目の再生が終わったところで、ようやく電話の向こうから女性の声が聞こえてきた。

『今月と来月はもうスケジュールが埋うまっておりまして、再来月の二十日以降でしたら予約を受け付けております』

「再来月？　もう少し早めになんとかなりませんかね？」

『申し訳ありませんが、こちらも手て一いつ杯ぱいでして』

「そうですか。わかりました。どうもありがとうございます」

　礼を言って電話を切り、イライアスはため息をついた。

　脱洗脳の専門家というのは、かなり多た忙ぼうな職業らしい。翠がストラウス博士に会いに行った翌日からネットや翠の大学時代の伝つ手てを頼たよって専門家を探しているのだが、さほど数が多くない上に皆予約で一杯という状じよう況きようだ。テレビ出演などで有名な専門家ともなると、なんと相談するだけでも一年待ちと来た。

（一年先なんて、その頃ころには事情も変わってるだろうに）

　再来月でも遅おそすぎるくらいだ。キャンセル等で空きが出たら連れん絡らくして欲しいと頼たのんでおいたが、あまり期待できそうにない。探たん偵ていの人脈でどうにかなるかと思ったが、さすがの探偵もそちらの方面にはコネがないとのことだった。

　ロックハート家の力を借りれば、おそらくすぐにでも会ってもらえるだろう。けれど順番待ちをしている列に割り込むような真ま似ねはしたくないし、ロックハート家の名前を出すのはいろいろまずい。

（うーん……カナダまで範はん囲いを広げて探してみるか）

　検けん索さく窓にキーワードを打ち込もうとして、ふとイライアスは眉根を寄せた。

　アメリカ中の脱洗脳の専門家がこれほど多忙なのに、ストラウス博士は金さえ払えばすぐにでも予約が取れそうだった。つい最近仕事を始めたばかりなのか、それともよほど評判が悪いのだろうか。

（評判が悪かったら、エマの両親は仕事を依頼しないはずだよな？）

　そういえばストラウス博士のサイトはまだ見ていなかった。いくつかキーワードを組み合わせてたどり着き、イライアスはサイトのアドレスをクリックした。

　他の専門家のサイトと似たような作りだ。落ち着いたブルーの壁かべ紙がみ、脱洗脳についての説明、博士のプロフィールやこれまでの実績……モノクロの写真も添そえられている。

　銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがね、口くち髭ひげを生やした面おも長ながの男で、年ねん齢れいは四十前後だろうか。なかなかのイケメンで、テレビ映ばえしそうな顔と言えるだろう。

　どこかで見たことがあるような気がするが、思い出せなかった。脱洗脳とはなんぞやという説明文を読み始めたイライアスは、再び既き視し感かんに襲おそわれた。

（この文章、この言い回し、最近見たばっかりだぞ）

　ここ三日で全米の脱洗脳専門家のサイトを虱しらみ潰つぶしに見てきた。その中に、まったく同じ文章を見た記憶がある。

　同じ文章のサイトはすぐに見つかった。ニューヨークにオフィスを構えている専門家のサイトだ。二十数年前にこの仕事を始めたベテランで、年齢から言っても彼女のほうが大先せん輩ぱいなのは間ま違ちがいない。

　どうやらストラウス博士は、自分で文章を考える手間を惜おしんで彼女のサイトからまるっとコピペしたようだ。プロとしてどうかと思う行こう為いだが、世の中には倫りん理り観が欠けつ如じよしている人間は驚おどろくほど多い。

　もう一度、イライアスはストラウス博士の顔写真を見やった。名めい刺しサイズの写真を画面一杯に拡大し、立ち上がって数メートル離はなれた場所から眺めてみる。

　見たのは最近だ──少なくともアリゾナに来て以降。エマと会うためにこの町に来たそうだから、どこかですれ違ったのかもしれない。

　ノックの音がして、イライアスは振り返った。

「ちょっといいですか？」

　ドアを開けたのは翠だった。

「いいよ。何かあった？」

「ええ、さっきヒューズさんから電話があって、被ひ害がい者しやの会に正式に顧こ問もん弁護士が就任することが決まったそうです。……それ、ストラウス博士ですか？」

　イライアスの隣となりに立ち、翠が怪け訝げんそうにパソコンの画面を見やる。

「そう。彼のサイトを初めて見たんだけど、どこかで見たことがあるような気がして」

「ほんとに？　僕は特に既視感はなかったですが……」

　目を眇すがめて、イライアスはストラウス博士の眼鏡と髭がない顔を想像した。数秒後、埋もれていた記憶の一部があざやかによみがえる。

「思い出した！　ラスベガスだ！」

　声を上げると、翠が驚いたようにイライアスの顔を見上げた。

「ラスベガス？」

　翠の両りよう肩かたを摑つかみ、こくこくと頷うなずく。

「覚えてないかな？　キースがルーレットのテーブルにいたとき、大当たりしたらしくて喜んでただろう。そのとき隣の席の男が、やったなって感じでキースの肩を叩たたいてた」

「ああ……なんとなく覚えてます。動画を撮とるのに夢中だったから顔までは見てませんけど」

「その男だよ。断言はできないが、ほぼ間違いないと思う。面長で鷲わし鼻ばな、あのときは眼鏡をかけてなかったが、髭は同じだ」

「てことはつまり、キースとストラウス博士はグル？」

「その可能性が高い。俺たち同様キースの正体を探さぐるために近づいたのかもしれないが、博士には不ふ審しんな点がある。これを見てくれ」

　もうひとつブラウザを起たち上げ、先ほど見つけたコピペの部分と元ネタのサイトを並べて見せる。見比べた翠が、あきれたように「うわあ」と声を上げた。

「脱だつ洗脳の専門家というのは噓うそでしょうね。本物の専門家はこんな真似はしません。真っ先にお金の話をしたのも納なつ得とくです」

「あの動画が削さく除じよされてしまったのがつくづく悔くやまれるな。キースの女性スキャンダルじゃ新聞も警察も相手にしてくれないけど、カルト集団のリーダーと脱洗脳の専門家がグルなら詐さ欺ぎ罪として捜そう査さできる」

「警察に知らせましょう」

　翠の提案に、イライアスは腕うでを組んだ。

　キースとストラウスはグルだと思うが、証しよう拠こは何もない。

　そして警察は、憶おく測そくだけのタレコミに日々うんざりさせられている。

　警察に知らせるのは、話がもう少し確実になってからのほうがいい。慌あわてて通報し、こちらの勘かん違ちがいだった場合はいろいろ面めん倒どうなことになる。

「翠、明日もう一回ラスベガスへ行かないか？　キースとストラウスがグルだっていう証拠を押さえたい。俺はまず間違いないと思ってるけど、もし勘違いだったらまずいからな。警察には、ふたりが一いつ緒しよにいるところの写真か動画を添えて通報しようと思う」

「それは……警察に任せたほうがいいんじゃないですか？」

「警察はどこも慢まん性せい的人手不足だ。優先順位を考えると、この件にすぐに着手してくれるとは思えない」

　しばし考え込んでいた翠が、ふっと息を吐はき出した。

「わかりました、行きましょう。今度はばれないように隠かくしカメラみたいなのを用意したほうがいいですね」

「それは任せてくれ。明日、仕事が終わったらすぐに出発しよう」

「了りよう解かいです」

　翠が神しん妙みような面持ちで頷く。

　キースたちの悪事の証拠を押さえに行くのがメインだが、翠と思う存分いちゃつきたいという下心も大いにあるわけで……イライアスはにやけそうになる顔を慌てて引き締しめた。
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　エスカレーターの先に、カジノの入り口が見えてくる。気持ちを落ち着けようと、翠は大きく深呼吸した。

　ライアンがくすりと笑い、「緊きん張ちようしなくても大だい丈じよう夫ぶだよ」と耳打ちする。

「隠しカメラは最新式だし、あの警備員だって客の顔なんかいちいち覚えてないさ」

「ですよね」

　ライアンの顔を見上げ、こくこくと頷く。

　常連ならともかく、ここには毎日大勢の観光客がやってくる。禁止されている行為をやらかして少々目立ってしまったが、翠たち以外にもスマホで撮さつ影えいして注意された人は少なからずいるはずだ。

　それに今夜はしっかり変装もしてきた。ライアンは野球帽ぼうを目ま深ぶかにかぶり、日ひ頃ごろは絶対に着ないような柄がら物もののシャツを羽織っている。翠はニット帽で髪かみを覆おおい隠し、オーバーサイズのトレーナーで体形をごまかしているので、キースたちに見られてもばれない自信があった。

　二度目のラスベガスは、前回よりも勝手がわかっている分、何もかもスムーズにことが進んだ。前回の帰り道に見つけたダイナーで早めの夕食をとり、今夜キースたちが現れなかった場合に備えてホテルの部屋を二泊はく分押さえ、現れる時刻もだいたい予想できたので慌ててカジノに駆かけ込むこともなく……。

　入り口に立っている警備員は、初めて見る顔だった。あの額に傷のある男ではないことにほっとしつつ、ライアンと腕を組んでカジノに足を踏ふみ入れる。

　前回同様、週末の夜とあってカジノは大だい盛せい況きようだった。

　人ひと垣がきに隠れるようにして、ふたりでキースの姿を捜さがす。ポーカーの部屋の前で例の額に傷のある警備員を見かけて思わず首をすくめたが、彼はこちらに気づいた様子はなかった。

　スロットマシンのコーナー、ルーレットのテーブル、ブラックジャックの部屋など順に見てまわり、奥の休きゆう憩けいスペースにたどり着く。

「いませんね」

「ま、ラスベガスの午後十時は宵よいの口だ。少し待ってみよう」

　ライアンがウェイトレスを呼びとめ、炭酸水のグラスをふたつ持ってきてくれた。目立たないようにソファの隅すみに座り、ちびちびとグラスを傾かたむける。

　向かい側に置かれたソファでは、夫ふう婦ふらしき年配のカップルが仲なか睦むつまじげに体を寄せ合っていた。ふたりは一杯ぱいのカクテルを交こう互ごに飲んで、何やら楽しそうに話し込んでいる。

　見るとはなしにふたりのいちゃいちゃぶりを眺ながめていると、ライアンに軽く肩を抱だき寄せられた。

「あのさ、ずっと考えてたんだけど」

「なんです？」

「俺たちの今後のこと」

　その言葉に、心臓が大きく跳はね上がるのがわかった。濃こいブルーの瞳ひとみを見つめ返し、どぎまぎしながら言葉の続きを待つ。

「俺の抱かかえてるゴタゴタが片付いたら、きみと一緒に暮らしたいと思ってるんだけど……どうかな」

　ライアンの口から今後の具体的なプランを示され、じわっと胸が熱くなる。

　今週、翠はライアンの家に二回泊とまった。早朝自宅に帰る際、またすぐ学校で会えるのに別れがたく感じたことを思い出す。

「ええ……僕もそうしたいです」

　睫まつ毛げを伏ふせ、翠は炭酸水の入ったグラスを両手で包み込んだ。

「よかった。じゃあ……そろそろ校長に俺たちの交際を報告しとく？」

「ああ、それ、忘れてました。そうですね……いずれ一緒に暮らすなら、話しておいたほうがいいかもしれませんね」

　ライアンが目の前の老夫婦を見やり、うらやましそうに目を細める。

「本当は今すぐきみと結けつ婚こんしたい」

「え……？」

　思わずライアンの顔を見ると、ライアンが照れたように微笑ほほえんだ。

　──ライアンはすごい。ベッドで翠を快感の海に溺おぼれさせるだけでなく、こんな優やさしく穏おだやかな眼まな差ざしで瞬またたく間に全身を熱くとろけさせてしまうなんて。

「ライアン……」

　自分でもびっくりするような、甘く掠かすれた声になってしまった。

　早く部屋でふたりきりになって、この気持ちを体で表現したい。ライアンの逞たくましい牡おすの象しよう徴ちようを体の中に受け入れて、力強い脈動を感じたい。

　彼の〝片付けるべき問題〟なんて、もうどうでもよかった。

　愛し合い、求め合っているのに、どうして我が慢まんする必要があるのだろう。

「……あなたとセックスしたい」

　心の声が、かすかに漏もれてしまった。ライアンに聞こえていないことを願ったが、力強く抱き寄せられた拍ひよう子しに「ふがっ」というような音を伴ともなった荒あらい鼻息が頰ほおにかかり、恥はずかしいセリフが彼の耳に届いてしまったらしいことがわかった。

「俺もそうしたいのは山々なんだが、スロットマシンのコーナーにキース発見」

「えっ!?」

　驚おどろいて振ふり返ると、大型スロットマシンが並べられた一角を、見覚えのある男の後ろ姿が通り過ぎるのが見えた。

「まずは任務を終わらせよう」

「は、はい」

　ぽんと背中を叩たたかれ、翠は急いで体にまとわりつく不ふ埒らちな熱を振り払はらった。







「うまくいったな」

　カジノを出て十メートルほど歩いたところで、先ほどから無言を貫つらぬいていたライアンが口を開いた。

「ええ、動画がちゃんと撮とれてたら任務終了ですね」

　早足でロビーへ向かい、観葉植物の陰かげのソファに座って周囲を見まわす。

　大丈夫、誰だれも追いかけてきてない。警備員は動画を撮影していることに気づかなかったし、スロットマシンに興じるふりをしながら何やらひそひそ話していたキースとストラウス博士──おそらくこの名前も偽ぎ名めいだろう──も、翠たちに気づいた様子はなかった。

　ショルダーバッグからタブレットを取り出し、電源を入れる。ライアンがシャツの胸ポケットに仕込んでいたボールペンタイプの小型カメラを取り外してタブレットにつなぐと、まもなく画面にファイルが現れた。

（映ってますように）

　祈いのるような気持ちでクリックするとカジノの喧けん噪そう音が鳴り始め、慌あわててミュートにする。

　画面には、キースと博士が親しげに話している姿がはっきりと映っていた。

「いいね。ふたりとも顔がしっかり映ってる」

「ええ、その小型カメラ、思っていた以上に高性能ですね」

　画面が大きく揺ゆれて、ゆっくりとスロットマシンへ近づいていく。小型カメラには望遠レンズがついていないので、ライアンがふたりの近くを歩いて撮影したときのものだ。

「マイクが音を拾ってくれてたらいいんだが」

「それは部屋に戻もどってから確かめましょう」

「ああ。これだけはっきり録画できていれば撮り直しの必要はない。任務は無事完かん了りようだ」

　言いながら、ライアンがこちらへ視線を流す。

　その瞳が欲望を湛たたえていることに気づいて、翠はぶるっと背筋を震ふるわせた。

　いよいよだ。いよいよ、今夜ライアンと結ばれる──。

「行こう」

　手を握にぎられ、翠は頰を染めながら頷うなずいた。

　立ち上がり、ロビーを横切ってエレベーターホールへ向かう。フロントの前を通り過ぎたとき、柱にもたれてスマホを弄いじっていた男が、サングラス越ごしにじろりとこちらを見たのがわかった。

　腕うでや首に派手にタトゥを入れた強こわ面もての男だ。険しい表情を浮うかべているのは、手をつないで歩く男同士のカップルが気に入らないせいだろうか。

「──翠」

　ライアンが硬かたい声で囁ささやきかけ、ぎゅっと手を握りしめてくる。

「なんです？」

　その声こわ音ねにただならぬ気配を感じて、翠はライアンの横顔を見上げた。

「振り返らないで、落ち着いてよく聞いてくれ。ちょっと問題発生だ。部屋には戻らず、裏口から外に出る」

「もしかして、警備員に気づかれたとか？」

「違ちがう。外に出てから説明する。普ふ段だん通りに振る舞まってくれ。これから一杯飲みに出かけるような、気楽な感じで」

「わかりました」

　ぎこちなく頷き、ライアンのゆったりした歩き方に歩調を合わせる。

　心臓が早はや鐘がねを打っていた。ライアンの硬い声や強ばった表情から、何かとてもまずい事態に陥おちいっているらしいことが伝わってくる。

「走るぞ」

　裏口から外に出たとたん、ライアンに強く手を引かれた。

　背後で男が怒ど鳴なっている声が聞こえる。英語ではない、聞いたことのない言葉だ。

「こっちだ！」

　ライアンと一いつ緒しよに、翠は全力疾しつ走そうした。最初の角を曲がり、次の角を曲がり、ビルとビルの隙すき間まの細い路地に足を踏ふみ入れる。

「どういうことです？　誰かに追いかけられてるんですか？」

「そんなところだ。帽ぼう子しを交こう換かんしよう」

　柄がら物もののシャツを脱ぬぎ捨ててＴシャツ一枚になり、ライアンが小声で囁く。

　翠に野球帽をかぶせ、ニット帽をかぶると、ライアンは路地の突つき当たりから素す早ばやく左右を見まわしてから通りに出た。

　午前零れい時じをまわっていたが、通りにはまだ観光客が大勢そぞろ歩いていた。人波に紛まぎれてしばらく歩き、ライアンが宿しゆく泊はくしているのとは別のホテルへ入っていく。ロビーを通り過ぎると、ライアンは団体客のあとに続いてエレベーターホールへ向かった。

「階段室だ」

　言いながら、階段室のドアを開けて翠の体を押し込む。ドアを閉めると、ライアンは地下へ下りる階段を指さした。

　階段は地下二階で行き止まりだった。関係者以外立ち入り禁止と書かれたドアしか見当たらなかったが、ライアンは迷わずそのドアを開けて中へ入り、薄うす暗ぐらい廊ろう下かを突き進んだ。

「ホテルの人に見つかったらまずいんじゃ……」

「大だい丈じよう夫ぶ、こういうホテルは大勢の人が働いてるから、新入りのアルバイトみたいな顔をしてればいい」

　廊下の向こうから客室係らしき制服を着た女性が歩いてくる。見とがめられるのではないかとびくびくしたが、ライアンは平然と、そしてにこやかに彼女に挨あい拶さつした。

「こんばんは。今日からここで働くんですけど、ロッカールームってこの階ですよね？」

「ええ、男性用のロッカールームはこの先の青い扉とびらよ」

「ありがとう、どうぞよろしく」

　彼女の姿が見えなくなると、ライアンはロッカールームを素通りし、備品室と書かれたドアを開けて中へするりと忍しのび込んだ。

　真っ暗な室内に、ドアの磨すりガラスを通してぼんやりと光が差し込んでいる。部屋にはスチール製の棚たながぎっしり並べられており、掃そう除じ用品や文具類が詰つめ込まれていた。

「翠、こんな状じよう況きようで信じてくれと言っても難しいだろうが……」

　ライアンが苦しげに切り出す。振り返って、翠は彼の青い瞳ひとみを見上げた。

「僕はあなたを信じると決めたんです。だから何を聞かされても動じません」

　それが正直な気持ちだ。もしかしたらちょっとは動じるかもしれないが、乗り越こえられると信じている。

　次の瞬しゆん間かん、体当たりするように強く抱だきしめられ、翠は息を吞のんだ。数秒間の熱いハグののち、ライアンが両りよう肩かたを摑つかんでまっすぐ目を覗のぞき込んでくる。

「俺は危険な連中に追われてる。さっきロビーにいた、首にタトゥの入った男の一味だ。今はまだ話せないが、理由はいずれ説明する」

　一息ついて、ライアンが続ける。

「奴やつらに見つかってしまったから、俺はしばらく姿を消さなきゃならない」

「そんな、まず警察に通報しましょう」

　翠の提案に、ライアンは黙だまって首を横に振ふった。

「通報すれば一時的に保護してもらえるだろうが、それじゃ根本的な解決にならないんだ」

「それでも、あなたの身が守られるなら……」

　言いかけた言葉は、唇くちびるにそっと押し当てられたライアンの人差し指によって遮さえぎられた。

　──ライアンも、自分が置かれている状況についてただ手をこまねいてきたわけではないだろう。おそらく今までいろいろ手を尽つくし、最善の道を探さぐってきたはずだ。

　恋こい人びとなのに、ライアンのために何もできない自分がもどかしい。　>>>♥

「問題が解決したら必ずきみを迎むかえにいく。だから待っていて欲しい」

「ええ、待ちます」

　この人と決めたのだから、待たされても構わない。今自分にできるのは、ライアンを信じて待つことだけなのだから。

　翠の即そく答とうに、ライアンが強ばった表情を少し緩ゆるめたのがわかった。

「きみはレンタカーを借りてただちにここを離はなれるんだ。チェックインしたホテルや俺の車には絶対に近づかないこと。今夜はマローンには戻らず、途と中ちゆうのどこかでホテルに泊とまること。部屋の荷物はあとで回収して届ける」

　ライアンがポケットから取り出した小型カメラを翠の手に握らせる。

「これをきみに渡わたしておく。見届けられなくて残念だが、うまくいくよう祈いのってるよ」

「大丈夫、任せてください」

「長くは待たせない。というか、きみと離れていることに耐たえられそうにないから、近いうちに必ず……」

　唇を塞ふさがれ、翠もライアンの背中に手をまわした。

　ライアンへの想おもいをキスに込めようと、押し入ってきた舌に舌を絡からめる。

　次に会えるのはいつなのか、本当に会うことができるのか──考えたくはなかったが、これが最後になるかもしれないという不安に胸が押し潰つぶされそうだった。

「……もっとこうしていたいけど」

　名残なごり惜おしげに唇を離し、ライアンが備品室の棚を見てまわる。やがて箱の中からグレーのつなぎを二着引っ張り出してきた。

「これを着て裏口から出よう」

「はい」

　つなぎは翠には大きすぎるサイズだったが、ズボンの裾すそと袖そでをまくって不自然でない程度に整える。ライアンにはちょうどいいサイズで、つなぎを着ただけでガラッと印象が変わり、追っ手の目をごまかすことができそうだった。

「念のためにこれも持っていきましょう」

　ライアンにモップを渡し、翠もモップとバケツを摑む。

　備品室のドアを開けて誰だれもいないことを確かく認にんし、ふたりで廊下に出る。廊下の突き当たりに従業員用の階段があり、一階に上のぼるとちょうど通用口があったが、退勤する女性が警備員にＩＤカードをチェックされているのを見て、ライアンはくるりと踵きびすを返した。

「客に紛れて出たほうがよさそうだ」

　いかにも仕事中で忙いそがしいといったせかせかした足取りで正面エントランスから外へ出る。フロント係やドアマンに何か言われるかと思ったが、フロント係は客の対応に追われ、ドアマンもちらりとこちらを見ただけで何も言わなかった。

　追っ手の姿は見当たらない──多分。先ほどより数は減ったものの、まだ観光客がうろついており、その中にタトゥの男が紛れ込んでいるのではないかと翠はびくびくした。

　外に出てしばらく無言で歩いていたライアンが、ホテルと隣となりのビルの隙間にするりと入り込む。壁かべにモップを立てかけて翠に向き直ると、「ここでお別れだ」と呟つぶやいた。

「すぐそこにレンタカーの店が見えるだろう。そのつなぎは脱いでいったほうがいい」

「ですね」

　急いでつなぎを脱いで丸める。ビルの隙間から斜ななめ向かいのレンタカーの店に視線を向けると、さすがラスベガス、二十四時間営業と書かれており明々と電気がついていた。

「翠、愛してる」

　背後から囁ささやかれ、振り返る。

「僕も、あなたを愛してます」

　暗がりで、ライアンが小さく微笑ほほえんだのがわかった。

「さあ、行って。しばしお別れだ」

「はい……どうかくれぐれも気をつけて」

「きみも」

　早口で囁きかわす。離ればなれになるのはつらかったが、タトゥの男たちに見つかる前にここを立ち去らなくては。

　意を決し、ビルの隙すき間まから出てレンタカーの店を目指す。

　道を渡って店の前でそっと振り返ると、ライアンの姿はどこにもなかった──。
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　────翠。

　耳元で名前を囁かれたような気がして、翠ははっと目を覚ました。

　一瞬自分がどこにいるかわからなくて戸と惑まどうが、自宅アパートのリビングのソファでうたた寝ねしていたことに気づいて苦く笑しようする。

（今週はずっと忙しかったから……）

　帰宅してテイクアウトの中ちゆう華か料理を食べ、シャワーを浴びてテレビの前で待機しているうちに、いつのまにか寝入ってしまったようだ。時計を見ると、見ようと思っていたニュース番組はとっくに終わっていた。

「確か録画予約しておいたはず」

　独りごちてテレビの電源を入れ、キッチンへ行ってコーヒーメーカーをセットする。早送りして目当てのニュースを見つけると、翠はマグカップを手にソファへ腰こしを下ろした。

『次のニュースです。アリゾナ州で農場を運営していたカルト集団のリーダーが逮たい捕ほされた件で、新たな情報が入りました』

　画面に高い塀へいで囲まれた〈大地の交響曲〉が映し出される。黄色い規制テープが張られたゲートを警察官が出入りする映像は、ここ数日ニュースでくり返し使われているものだ。

『先日詐さ欺ぎ罪で逮捕された農場主キース・パワーズ、本名フレッド・ギルモアと、脱だつ洗脳の専門家を騙かたっていたジョン・ストラウス、本名マイケル・バセットが、過去にふたりで組んで結けつ婚こん詐欺を働いていたことが判明しました』

　キースと博士の最近の写真、続いて俳優時代やバーテンダーをしていたときのものと思われる写真が次々に映し出された。

　ニュースによると、キースと博士は俳優仲間として知り合い、引退後も同じクラブで働いていた。ふたりとも女性にもてるタイプだったことから結婚詐欺を思いつき、金持ちの未亡人や美容サロン経営者、大牧場の跡あと取とり娘むすめなどから巨きよ額がくの金を巻き上げていたという話だった。

（なるほど、株や農場につぎ込んだ資金はそこから来てたのか）

　農場に関しては最初から組んでいたわけではなく、そろそろ潮時だと感じたキースがストラウスに一ひと儲もうけしないかと持ちかけたらしい。

　ニュースのコメンテーターが、『ふたりとも俳優としては成功しなかったけど、結婚詐欺で様々な職業を名乗り、それが成功したことからなりすましには自信を持っていたんでしょうね』と締しめくくった。

　テレビを消し、翠はソファの背にもたれてため息をついた。

〈大地の交響曲〉の件は、これでほぼ片が付いた。ラスベガスから戻もどってすぐに、翠は証しよう拠この動画を持って──カジノへ遊びに行って偶ぐう然ぜん見かけたということにして──警察へ駆かけ込んだ。カルト集団のリーダーと脱洗脳の専門家がグルだと知った警察は迅じん速そくに動き、二日後にふたりは逮捕された。農場で共同生活をしていたメンバーたちは、警察で事情を聞かれたあとそれぞれ家族のもとに戻り……。

（元通りの生活に戻るには少し時間がかかるだろうけど）

　ロンダが警察署へノーランを迎むかえに行った際、翠も同行した。ノーランは少し瘦やせて疲つかれた顔をしていたが、迎えに来た母親を見ると張り詰つめていた気持ちが緩ゆるんだらしく、何も言わずにしばらく母親と抱だき合っていた。

『心配かけてごめん……先生も、いろいろありがとう』

　少し照れくさそうに言うノーランを見て、翠もほっと胸を撫なで下ろした。

　ノーランはもう大だい丈じよう夫ぶだ。〈大地の交響曲〉で共同生活をしていたことが知れ渡わたり、学校に戻った当初はあれこれ噂うわさされて嫌いやな思いもしたようだが、それも一週間ほどで鎮ちん火かした。まだカウンセリングを受ける気にはなれないと言いつつ、ときどきカウンセリングルームにやってきて雑談をしている。

　エマは相変わらず両親と不仲らしいが、翠の勧すすめで生徒会の活動に関かかわり始め、今は学校主しゆ催さいのチャリティイベントの準備に奔ほん走そうしている。

　カップに残っていたコーヒーを飲み干して、翠は目を閉じた。

（今夜のこのニュース、ライアンも見てたかな……）

　ライアンがラスベガスで消息を絶って、一ヶ月と一週間。

　彼が約束した通り、ホテルに置いてきた荷物は五日後に宅配便で届けられた。差出人は知らない名前で、筆ひつ跡せきもライアンのものではなかった。

　学校のほうは、急病で退職したということになっていた。急に辞やめたことに校長は不満そうだったが、突とつ然ぜん辞める教師はライアンだけではない。すぐに臨時の代理教師がやってきて、授業は滞とどこおりなく進められている。

　一週間ほど経たってからライアンの家に行ってみると、ライアンの痕こん跡せきは跡形もなく消し去られていた。家具付きの物件だったのでもともと持ち物は少なかったが、私物はすべて運び出され、玄げん関かん脇わきには早くも貸家の看板が立てられていた。

　犯罪に巻き込まれているのではと心配でたまらず、毎日ライアンの名前でニュースを検けん索さくしているのだが、今のところ何も引っかからず手がかりは皆かい無むだ。

　ライアンに会いたくてたまらない。

　会えなくても、彼が無事でいてくれたらそれでいい。

　この五週間、ふたつの感情の間を忙いそがしく行き来し、心はひどくかき乱されたままだ。考えまいとしてもついライアンのことを考えてしまい、熟じゆく睡すいできない日々が続いている。

（映画でも観みようかな）

　金曜の夜だから夜よ更ふかししても問題ないし、少なくとも映画を観ている間は現実を忘れることができる。

　もう一度テレビの電源を入れて、翠は二杯はい目のコーヒーを淹いれにキッチンへ立った。マグカップを手にリビングに戻ると、テレビに全国版のニュース番組が映っていた。

　もしかしたらここでも〈大地の交響曲〉のニュースが報じられるかもしれない。キースと博士が逮捕されてから数日はアメリカ中に大々的に報道され、ネットでもかなり話題になっていたのだ。

　ぼんやりとニュースを眺ながめ続け、そろそろ動画配信サービスに切り替かえようとリモコンを手にしたところで、裁判所の建物が映し出された。

『次のニュースです。ニューヨークを震しん撼かんさせたロシアンマフィアとアルメニアマフィアの抗こう争そうで、本日第一回の裁判が行われました』

　首にタトゥの入った男が警察官に挟はさまれながら裁判所へ入っていく姿に、翠はぎょっとして身を乗り出した。

　あの模様は見た覚えがある。ラスベガスのホテルのロビーにいた男……彼の首にも似たような模様が入っていた。

『ロシアンマフィアのボスと幹部ふたりを殺害した容疑で逮捕されたハゴブ・サルキシャンです。被ひ告こく側は無罪を主張していますが、事件を目もく撃げきした証人が法ほう廷ていで証言しました』

　キャスターの言葉に続いて映し出された映像に、翠は危あやうく息が止まりそうになった。

『目撃証人のイライアス・ロックハート氏です。ロックハート財団で知られているロックハート家の一員で、事件当夜ホテルで開かれたチャリティパーティに出席し、帰宅するため地下の駐ちゆう車しや場じようへ降りた際、サルキシャンとその仲間が銃じゆ撃うげきする場面に遭そう遇ぐうしました』

　途と中ちゆうからキャスターの言っていることがまったく頭に入ってこなくなった。

　水の中に潜もぐっているかのように音がぼやけている。目は画面のスーツ姿の長身の男性に釘くぎ付づけになり、心臓は早はや鐘がねを打っていた。

（ライアン…………！）

　間ま違ちがいない。ライアンだ。

　画面に映っているイライアス・ロックハートなる男性はぱりっとしたダークスーツに身を包み、髪かみもきちんと撫でつけ、眼鏡めがねをかけていない。けれど翠は、ひと目で彼がライアンだとわかった。

　危険な連中に追われていた理由、身を隠かくした理由、すべてが判明し、パズルのピースがかちりと嵌はまる。

「証人保護プログラムだ……」

　だから偽ぎ名めいを名乗り、偽にせの経歴を作ってマローンにやって来たのだ。

　そして翠と出会い、ふたりは恋こいに落ち……。

　ライアンが時折苦しげな表情をしていたことを思い出す。本当の名前を明かすことのできない状じよう況きようでの恋は、どれほどつらかったことだろう。

　正直に言うと、ほんの少しだけ、なぜ本当のことを言ってくれなかったのかと恨うらめしく思う気持ちもあった。けれど彼が事情を明かさなかったのは翠に危険が及およぶのを防ぐためであって、翠を騙だましていたわけではない。

　彼はいつも翠のことを大事にしてくれた。その気持ちに噓うそはないとわかっている。

　しかし彼があのロックハート一族の御おん曹ぞう司しだったと知って、翠はかなり動どう揺ようしていた。

　ロックハート家のことはもちろん知っている。全米有数の大だい富ふ豪ごうで、不動産業やホテル経営で名を馳はせ、近年は社会貢こう献けん活動に取り組んでおり……。

　無理だ、と翠は思った。ライアンの気持ちが変わらなかったとしても、あのロックハート家の御曹司と交際を続けるなんて不可能だ。あまりにも境きよう遇ぐうが違いすぎる。アリゾナ州の公立高校のスクールカウンセラーが、ロックハート家の御曹司にふさわしい相手だとは思えない。

　自分を卑ひ下げするつもりはないが、周囲の反対は目に見えていた。たとえそれを撥はね飛ばしたとしても、翠自身が上流階級の世界に馴な染じめるとは思えない。

　茫ぼう然ぜんとテレビの画面を見つめながら、翠はソファに背を預けた。　>>>♥

　裁判のニュースはとっくに終わって騒そう々ぞうしいコマーシャルが流れているが、リモコンに手を伸のばすことができなかった。体は石のように固まり、頭も思考が完全に停止している。

　どれくらいそうしていたのだろう。ふいに鳴り響ひびいたインターフォンの音に、翠ははっと我われに返った。

　誰だれかが訪ねてくる予定はない。息を潜ひそめて様子を窺うかがっていると、来訪者はドアを小さくノックした。

「宅配便です」

　くぐもった声に、翠は眉まゆ根ねを寄せた。

（こんな時間に？）

　時刻は十時をまわっている。たまに遅おそい時間に来ることもあるが、それもせいぜい九時過ぎまでだ。

　無視しようかと思ったが、念のためにインターフォンのモニターを見ようと立ち上がる。

　キッチンに取り付けられたモニターには、宅配便会社のロゴの入ったキャップをかぶった配達員が映っていた。それでもドアを開けるのをためらっていると、配達員が顔を上げてカメラをまっすぐに見つめた。

「──!!」

　濃こいブルーの瞳ひとみに心臓を射い貫ぬかれ、もう少しで叫さけび声を上げてしまいそうになった。もつれる足で転びそうになりながら玄げん関かんにたどり着き、急いでドアの鍵かぎを開ける。

「ライアン……！」

　持っていた小型の段ボール箱を足元に落とし、ライアンが両手を広げた。

　その胸に飛び込むと──倒たおれ込んだと言ったほうが正しいが──骨が折れそうなほど強く抱きしめられる。

　翠を抱きしめたまま前進したライアンが、後ろ手にドアを閉めて勢いよく唇くちびるにむしゃぶりついてきた。

　五週間ぶりのキスに、たちまち全身が熱くとろけてゆく。気がかりなことは山ほどあったが、今はこの抱ほう擁ようと口づけに身を委ゆだねることにして、翠もライアンの舌に自らの舌を絡からめた。

「もっと続けたいんだけど、ここにいられるのは二時間が限度なんだ」

　キスを続けながら、ライアンが吐と息いき混じりに告げる。

　彼の胸に手をついて、翠は密着した体の間に少し隙すき間まを空けた。

「……さっきニュースで見ました。あなたの本当の名前……イライアス・ロックハートなんですね」

　情熱的なキスのせいか、声が少し震ふるえてしまった。

　ライアン──イライアスの大きな手が、そっと頰ほおに触ふれてくる。

「そうだ。隠していてすまない」

　肯こう定ていされて、胸に絶望が広がっていく。

　自分の勘かん違ちがいだったらよかったのに。彼がロックハート家の御曹司ではなく、自分と同じごく普ふ通つうの庶しよ民みんだったら……。

「謝らないでください。証人保護プログラムだったんでしょう？」

　小声で尋たずねると、イライアスが「ああ」と頷うなずく。

　眼鏡をかけていない彼は、これまで翠が慣れ親しんできたライアンとは別人のようだった。

　いや、これが本来の彼なのだ。〝ライアン・キャバノー〟は証人保護プログラムのために作られた架か空くうの人物で、翠が愛した野や暮ぼったい眼鏡にダサい服装の彼はもうどこにもいない。

　ふいに涙なみだが込み上げてきて、慌あわてて翠は顔を背そむけた。

「座って話そう」

　イライアスに手を引かれ、よろけるようにしてソファに倒れ込む。

　つけっぱなしだったテレビを消して、イライアスが翠の隣となりに腰こしを下ろした。

「俺の素す性じようを知って混乱してると思うけど、俺の気持ちは何ひとつ変わっていない」

「僕もあなたへの気持ちは変わってません。だけど……」

「俺がロックハート家の一員だってこと、気になる？」

　肩かたを落として前を見つめたまま、翠はこくりと頷いた。

「今どき身分違いだなんて古くさいことは言いたくないんです。でも現実的に考えると……裁判が終わって証人保護プログラムが終しゆう了りようしたら、あなたはニューヨークに戻もどる。僕は……」

「頼たのむ、先走って悲観的にならないでくれ。今夜ここに来たのは、俺たちの今後について話し合うためなんだ。ちなみに裁判はすぐには終わりそうにないし、終わってからも証人保護が続く可能性が高い。もちろんその場合は、また別の名前で別の土地に行かなきゃならないが」

　一気にまくし立てて、イライアスがこちらに向き直った。「俺を見て」と言いながら、翠の手を強く握にぎりしめてくる。

　おずおずとイライアスの顔を見上げると、青い瞳が食い入るようにこちらを見つめていた。

「俺と一いつ緒しよに来て欲しい。これ以上きみと離はなれて暮らすなんて無理だ」

　しばし逡しゆん巡じゆんし、翠も正直な気持ちを口にする。

「僕も……あなたと一緒にいたいと思ってます」

　だけど、と続けようとすると、イライアスに抱だき寄せられた。

　潜せん伏ぷく生活もその後のニューヨークでの生活も、簡単にはいかないだろう。

　けれど彼と一緒なら乗り越こえていける気がする。

　それに、翠も彼のいない人生はもう考えられない──。

（だったら腹をくくるしかない）

　一生に一度の大きな決断だ。そして答えはもうとっくに決まっている。困難があっても、自分はイライアスと一緒に生きると決めたのだから。

「ええ、行きます」

　きっぱり宣言し、イライアスの背中に手をまわす。

　イライアスが何やら唸うなり声を上げて、翠の体をソファに押し倒してきた。

「翠、さっきも言ったように二時間しかいられない。だけど……っ」

　イライアスが何を言おうとしているのかわかって、翠は頰を赤らめた。

　これももう答えはわかりきっている。情熱的なキスをかわしたときから、ふたりとも互たがいを求めて熱く燃え上がっているのだから。

「……二時間あれば充じゆう分ぶんです」

　睫まつ毛げを伏ふせておずおずと告げると、イライアスが「うおお」というような雄お叫たけびを上げた。

〝ライアン〟のときとちっとも変わっていないその興奮ぶりに、翠の体も一気に高ぶっていく。

「ま、待って、ベッドに……っ」

　Ｔシャツをたくし上げられて、慌てて翠はストップをかけた。

　初めてなので、ソファで慌ただしく交わるような事態は避さけたい。鼻息荒あらく「わかった」と言って立ち上がり、イライアスは翠の体を軽々と抱き上げた。

「うわ……っ」

「悪い、もうほんとに限界なんだ……！」

　言いながら寝しん室しつのドアを足で蹴けり開ける。少々乱暴なその仕草とは対照的に、イライアスは翠の体をまるで壊こわれ物を扱あつかうかのようにそっとベッドに下ろしてくれた。

「あ……っ」

　のしかかってきたイライアスに胸をまさぐられ、甘い吐息を漏もらす。

　風ふ呂ろ上がりにシーツを替かえておいてよかったとか、持ってる下着の中でいちばんセクシーなのを穿はけばよかったとか、あれこれ考えながらもじもじと太ふと腿ももを擦すり合わせる。

　ラスベガスでの失態の二の舞まいは避けたい。けれど乳ち首くびに吸い付かれたとたん、堪こらえ性しようのないペニスの先せん端たんから先走りがあふれたのがわかった。

「ライアン……っ」

「ライアンじゃない。イライアスだ」

　つんと尖とがった乳頭を舌で転がしながら、イライアスが囁ささやく。

「イ、イライアス、服を脱ぬぐからちょっと待って……っ」

「きみの服を脱がせる愉たのしみを奪うばわないでくれ」

「いやっ、だめ……っ！」

　パジャマのズボンを引きずり下ろされ、翠は慌てて股こ間かんを手で覆おおった。

　水色のボクサーブリーフには、きっと恥はずかしい染しみができている。濡ぬれると目立ちやすい色だし、光こう沢たくのある生き地じは薄うすめだ。

「なぜ隠かくすんだ」

「ラスベガスで恥ずかしい思いをしたからです！」

「パンツの中で射精したこと？」

　デリカシーのない指し摘てきに、翠は真っ赤になってイライアスを睨にらみつけた。

　イライアスがくすりと笑い、いったんベッドから下りて服を脱ぎ始める。

「わかった。じゃあきみはそこを隠してていいよ。けど時間に限りがあるから、俺もちょっとばかり強ごう引いんになってしまうかも」

　寝室の明かりはついていないが、開けっぱなしのドアからリビングの明かりが差し込んでいる。配達員のユニフォームを脱ぎ捨てて露あらわになった裸ら身しんが、逆光に完かん璧ぺきなシルエットを浮うかび上がらせた。

（うわ……っ）

　イライアスの体の中心で、牡おすの象しよう徴ちようが猛たけ々だけしく屹きつ立りつしていた。太い茎くきには血管が浮き、大きく張り出した亀き頭とうは翠と同じように先走りで濡れている。

　この一ヶ月、彼の逞たくましい男根の残像や質感を何度思い返したかわからない。心だけでなく体もイライアスを求めて熱く疼うずき、そのたびに破は廉れん恥ちな妄もう想そうに浸ひたりながら自じ慰いに耽ふけり……。

　つい見とれて固まっていると、イライアスがベッドに戻って翠の腰をまたぐように膝ひざ立だちになった。股間を覆っている手の甲こうに、ぴとりと濡れた亀頭を押しつけられる。

「ひゃっ！」

　驚おどろいて手をどけると、イライアスは更さらに翠を驚きよう愕がくさせた。翠の下着の濡れた部分に、砲ほう身しんの先端を擦こすりつけたのだ。

「あああ……っ！」

　そんなことをされて初うぶな体が耐たえられるわけがない。もう二度と見せたくないと思っていたのに、翠はあっけなく下着の中で精液をほとばしらせた。

「あっ、あんっ、だめ……っ」

　射精中にもかかわらず、イライアスが亀頭をぐりぐりと押し当ててくる。全部出し終えてぐったりしていると、イライアスの手が下着の中に忍しのび込んできた。

「や……っ！」

　長い指が蟻ありの門と渡わたりをたどって秘部へと向かっていく。欲望に疼く蕾つぼみに触ふれられて、翠はあられもない声を漏らして喘あえいだ。

　──イライアスを受け入れる準備はすっかり整っている。この一ヶ月、彼を想おもいながら何度もそこに指を這はわせ、セックスに備えてきた。

「本当は全部片がつくまで我が慢まんするつもりだったんだが……」

　指の腹で入り口の襞ひだをまさぐりながら、イライアスが苦しげに眉まゆ根ねを寄せる。

「……もう全部片はついてます。あなたの本当の名前がわかったし、これからも一緒にいることになったし……っ」

　起き上がってイライアスの手から逃のがれ、翠はナイトテーブルの引き出しを開けた。

「これ使ってください」

　蚊かの鳴くような声で告げ、潤じゆん滑かつ用のジェルのチューブを差し出す。

　受け取ったイライアスがキャップを開け、指にたっぷりとジェルを絞しぼり出した。

「ずいぶん減ってるけど、オナニーに使ってたのかな？」

「時間に限りがあるのでそういう質問は受け付けません」

　濡れた下着を脱ぎながら早口で遮さえぎると、イライアスがくくっと低く笑う。

「じゃあ質問はまたの機会に。俺もそろそろ限界だ」

「あ……っ」

　大きく脚あしを割り広げられ、翠は頰ほおを赤らめた。

　恥ずかしいけれど、ラスベガスのときより気持ちは落ち着いていた。それに今は、羞しゆう恥ちよりも早くひとつになりたい欲望で切せつ羽ぱ詰つまっている。

　イライアスの指が、きゅっと窄すぼまった蕾を左右に押し広げる。

「ああん」

　媚び肉にくにジェルを塗ぬり込められ、思わず甘ったるい喘ぎ声が漏れてしまった。ジェルがイライアスの体温で温ぬくもり、とろけそうなほど気持ちいい。長い指がじわじわと潜もぐり込んできて、自分で塗り込めるときとは段だん違ちがいの快感に襲おそわれる。

（だめだ……またいっちゃいそう……）

　再び頭をもたげたペニスが、ふるふると揺ゆれている。イライアスの手で官能を高められるたびに、日ひ頃ごろ翠を律している羞恥心や慎つつしみがどんどん緩ゆるんでいくのがわかった。

「もう大だい丈じよう夫ぶだから……っ」

　イライアスの手を摑つかんで、翠は潤うるんだ瞳ひとみで彼を見上げた。自ら脚を開いて交接の体勢を取り、「入れて」と囁きながら猛々しい勃ぼつ起きに手を伸のばす。

「翠……！」

「あああ……っ！」

　太い茎を握にぎってみたかったのに、翠の手が触れる前にイライアスが覆い被かぶさってきた。

　濡れた蕾に大きく笠かさを広げた亀頭を押し当てられて、生々しい感かん触しよくに息を吞のむ。

（すごい、こんなに太いんだ……）

　この目で見てよくわかっていたはずなのに、媚肉にめり込んできた亀頭の大きさに慄りつ然ぜんとする。ほんの少し入ってきただけなので痛みはさほどないが、押し広げられる違い和わ感かんは強きよう烈れつだった。

「大丈夫か？」

「ええ、今のところ」

「じゃあもう少し……」

「ああっ！」

　ぐいと砲身を突つき入れられて、翠はその衝しよう撃げきに顔をしかめた。おそらくほんの二、三センチほどだろうが、痛みと違和感が一気に増ぞう幅ふくする。

「ま、待って、これ以上はちょっと無理かも……っ」

「わかった、じゃあちょっと休きゆう憩けいしよう」

　そう言うイライアスも苦しげな表情で、呼吸がひどく乱れていた。ふいにうっと呻うめいて、歯を食いしばりながら前まえ屈かがみになる。

「悪い、俺もちょっと無理かも」

「え？　あ、あ、あああ……っ！」

　突とつ然ぜん肛こう道どうに熱い奔ほん流りゆうを叩たたきつけられ、翠は目を見開いた。

　翠の蕾に亀頭を浅く突き入れた状態で、イライアスが射精したのだ。濃のう厚こうな精液をたっぷりと注がれ、亀頭をきつく食い締しめていた媚肉が淫みだらにうごめき始める。

「翠……っ」

「ひあっ、あ、ああん……っ」

　濡れてやわらかくなった蜜みつ壺つぼに、太い砲身が押し入ってくる。射精したばかりなのに、イライアスの牡はほとんど勢いを失っていなかった。

（イライアスの、すごいおっきい……っ）　>>>♥

　痛みや違和感は先ほどより薄れ、肉厚の雁かりで媚肉を擦られるたびに強烈な快感が襲いかかってくる。律動のたびにイライアスの男根は硬かたさと体積を増し、狭せまい肛道を内側から押し広げて翠を悶もだえさせた。

「翠、大丈夫か？　痛くない？」

　荒あらい息を吐はきながら、イライアスが動きを止める。

　動きが止まると、イライアスのペニスの形が媚肉にありありと伝わってきた。

「だ、大丈夫……もう全部入りました？」

「まだだ。今やっと三分の一くらい」

「三分の一？　あ、ああんっ」

　エラの張った雁の部分が快楽のスポットの近くでぴくぴくと動き、思わず甘ったるい声が出てしまった。気持ちいい場所に雁を当てようと、無意識にもじもじと腰こしを揺らしてしまう。

「翠、頼たのむから煽あおらないでくれ……っ」

「煽ってなんか、あ、あっ、あああ……！」

　ずぶりと肉棒を突き入れられて、翠は背中を弓なりに仰のけ反らせた。

　イライアスが動くたびに、ぬるついた蜜壺がぐちゅぐちゅと淫らな音を立てる。

　もうどこからどこまでが自分の体なのかわからなかった。媚肉で包み込んだ太い牡が、どれくらい奥まで入ってきているのかも。

（セックスってこんなにすごいの？）

　こんな淫らな行こう為いを、世の中の人たちはどうやって日常的にこなしているのだろう。

　こんなの絶対無理だ。終わったあと、恥はずかしくてイライアスの顔を見られそうにない。

　けれど愛する人とひとつになっているこの瞬しゆん間かん、心も体も歓かん喜きで震ふるえている──。

「あ、あんっ、あ……っ」

　いろいろ考えるのは諦あきらめて、翠はイライアスの律動に身を委ゆだねた。

「翠、愛してる」

　耳元で囁ささやかれた気がするが、半ば意識が朦もう朧ろうとしていたので定さだかではない。

「僕も、あ、あ……あああ……！」

　愛する人の体にしがみつき、翠は途と方ほうもない快楽の底へと落ちていった。
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　──コロラド州の州都デンバー。郊こう外がいにある緑豊かな住宅地を、青いＳＵＶが走り抜ぬけていく。

　ハンドルを握っているのはケヴィン・カーソン、私立大学の講師で専門は素そ粒りゆう子し物理学、講義がわかりやすくて面おも白しろいと学生から評判で、進行中の研究プロジェクトでも重要な役割を任されている若手の有望株だ。

　長身にがっちりと逞たくましい体たい軀く、スタイルは抜ばつ群ぐんだが、ジーンズにグレーのパーカーという無難でありふれた服装のせいで今ひとつ魅み力りよくを活いかし切れていない。短く刈かった褐かつ色しよくの髪かみに銀ぎん縁ぶちの眼鏡めがね、無ぶ精しよう髭ひげを生やした顔も一見地味な印象で、実はかなりのイケメンであることに気づく人はほとんどいないだろう。

　車がスピードを落とし、二階建ての家の私道へ入っていく。ケヴィンの印象と同じく、家も無難でありふれた外観だ。

　ケヴィンが車庫に車を入れると、家の中から愛犬が喜んで吠ほえる声が聞こえてきた。

「ルー、ちょっと待ってくれ、先に荷物を運び出すから」

　愛犬に言い聞かせ、車のトランクから夕食の食材を取り出す。

　今夜は庭でバーベキューだ。パートナーは料理上手だが、ケヴィンはあまり得意ではない。その点バーベキューなら自分にもできるし、雄ゆう大だいな景色を眺ながめながらふたりで語り合う時間も気に入っている。

　配はい偶ぐう者しや──同性婚こんしたばかりのカイルは、公立高校でスクールカウンセラーをしている。金曜日は職員ミーティングがあるので普ふ段だんより帰宅が遅おそいが、ケヴィンがルーの散歩を終える頃ころには帰ってくるだろう。

　ルーにまとわりつかれながら食材を冷蔵庫にしまい、首輪にリードを取り付ける。パーカーのポケットにスマホと鍵かぎを突っ込んで外に出ると、西の空が夕焼け色に染まっていた。

　通りを歩きながら、ジョギングや犬の散歩をしている顔見知りと挨あい拶さつをかわす。

　デンバーに引っ越こして約一年、ケヴィンとカイルはすっかりこの土地に馴な染じんでいた。ロッキー山脈を擁ようするこの州は自然豊かで、気候も以前住んでいたアリゾナよりも過ごしやすい。

　通りの端はしまで歩いて、ケヴィンは森に通じる遊歩道へ向かった。森が大好きなルーが、喜んでふんふんと鼻を鳴らす。

　ルーは元捨て犬だ。仔こ犬いぬのときに大学の構内に置き去りにされていたのを学生が見つけて保護し、その頃ちょうど犬を飼おうかと話していたケヴィンとカイルが引き取ることにしたのだ。雑種の大型犬で、獣じゆう医い師しは両親のどちらかがレトリバーだろうと言っていた。賢かしこく穏おだやかな性格のルーに、ケヴィンもカイルもすっかりめろめろだ。

　遊歩道を歩いていると、ポケットの中でスマホが振しん動どうした。カイルからかと思ったが、画面に表示されたのは別の名前だった。

　立ち止まり、通話ボタンをタップする。

『今いいか？』

　クレイグ・ロックハートが、挨拶抜きに問いかけてきた。

「ああ、構わない。犬の散歩中だから」

　周囲に誰だれもいないことを告げて、ケヴィン──イライアス・ロックハートは固かた唾ずを吞のんでクレイグの言葉を待った。

『さっき警察から電話があった。今朝サルキシャンが亡なくなった。一昨日おととい刑けい務む所しよで倒たおれて、外部の病院で治ち療りようを受けていたらしい』

　目を閉じ、イライアスは大きく肩かたで息をついた。

　裁判で有罪になったサルキシャンは刑務所に服ふく役えき中で、三ヶ月ほど前から持病の心臓病が悪化しているという話は聞いていた。医者が、先は長くないだろうと言っていたことも。

　──イライアスを追っていたアルメニアマフィアのボスが死んだ。もちろん手下たちによる報復の可能性もまだ残っているが、これはひとつの区切りになるだろう。

『きみも知っての通り、この一年で組織は急激に弱体化している。ボスが服役し、幹部が相次いで亡くなり、警察によると彼らが取り仕切っていた地区は別のグループに乗っ取られたそうだ。ほぼ壊かい滅めつ状態と言っていいだろう』

「けどまあ、俺に恨うらみを持つ奴やつがひとりでも残ってる限り、俺はニューヨークに戻もどらないよ」

　自分ひとりならともかく、守らなくてはならない大事な人がいる。イライアスはカイル──翠とお揃そろいの、左手の薬指のプラチナリングに目をやった。

『わかってる。大学の仕事も順調なんだろう？』

「ああ、順調だ。翠も今の職場に馴染んでるみたいだし、当分ここで暮らすのもいいかなと思ってる」

『このままずっと、その名前で？』

　クレイグに問われ、イライアスは眉まゆ根ねを寄せた。

　今は政府の証人保護プログラムではなく、自前で潜せん伏ぷく生活を送っている。ロックハート家の力で、クレイグが証人保護プログラム並みの高度な偽ぎ装そうを実現させたのだ。

「名前は……いつかは本名を名乗りたいと思ってる」

　それは翠も同じだ。カイルという偽名に、翠はいまだに慣れることができずにいる。お互たがい家では本名で呼び合っているのだが、時折外でも本名で呼んでしまいそうになり、翠にとって名前の使い分けが少々ストレスになっていることはよくわかっている。

「実はニューヨーク州の大学から声がかかってるんだ。スリーピーホロウに近い場所で、研究内容や条件も俺の希望に合っている。もうしばらく様子を見て、報復の可能性が完全になくなったら、そこに移ろうかと考えてる」

『翠には話したのか？』

「もちろん。翠も都会じゃなければＯＫだって言ってくれてる。そこに移るタイミングで、ふたりとも偽装生活を終わらせて本名に戻そうって話してるんだ」

『なるほど、それがいいかもな。じゃあこっちは引き続き残党の動きに目を光らせておく』

「よろしく。電話ありがとう」

『ああ、翠にもよろしく伝えておいてくれ』

　通話を切って、イライアスはルーに向き直った。

「そろそろ翠が帰ってくる時間だ。急いで家に帰ろう」

　言いながら、翠と暮らす我が家へ急ぐ。森にたどり着く前に帰宅することになってルーは少々不満そうだったが、仕方ないといった表情で小走りについてきた。

「ただいま」

「おかえりなさーい」

　帰宅すると、翠がキッチンに立ってバーベキューの下ごしらえをしていた。鼻歌交じりにジャガイモの皮を剝むく姿に、愛いとおしさが込み上げてくる。

「翠……」

「え？　ちょっと、どうしたんです？」

　後ろから腰こしに手をまわして抱だきしめると、翠が驚おどろいたように振ふり返った。

「ん？　どうもしないよ。ただ、きみとこうして一いつ緒しよに暮らしてることが夢みたいで」

「もう一年近くなりますけど」

　翠が苦く笑しようし、イライアスの胸にもたれるようにして皮剝きを再開する。

　ほっそりしたうなじに顔を埋うずめ、イライアスは翠の甘い香かおりを胸いっぱいに吸い込んだ。

「さっきクレイグから電話があったんだ」

「……何かあったんですか？」

　不安そうに手を止めた翠に、イライアスは「まあね」と答えた。

「どっちかというといいニュースだ。俺たちにとってはってことだが。あとで話すよ。それはさておき、ちょっと提案なんだが」

　言いながら耳を甘く咬かむと、翠がくすぐったそうに首をすくめた。

「もう……なんです？」

「ん？　バーベキューの前にちょっとだけ……」

　翠がふふっと照れくさそうに笑う。

　悪くない反応だ。今週はお互い忙いそがしくて日曜日の夜からご無ぶ沙さ汰たなので──セックス未満の行こう為いは何度かしたが──翠もイライアスに飢うえているのはわかっている。今夜時間をかけてたっぷり交わるつもりだが、その前に少しだけアペリティフを味わいたい。

　翠の手からそっとピーラーを取り上げ、イライアスはシャツの上から平らな胸をまさぐった。

「あ……」

　甘い吐と息いきに、イライアスの体も急速に高ぶっていく。

　これはアペリティフでは済まないかもしれない。

　キッチンの隅すみで一足先に夕食を終えたルーが、いちゃつき始めた飼い主夫ふう婦ふの足元にやってくる。自分も交ざろうと飛びかかってきたルーを、翠が優やさしく撫なでながら諭さとした。

「ごめんね、ルー。僕たちこれからちょっと用があるから、一緒に遊んであげられないんだ」

「そうそう、大事な用事だ。悪いがきみはしばらく庭で遊んでてくれ」

　急いでルーを庭の一角に作ったドッグランへ追いやり、翠のもとへ駆かけ戻る。抱き上げてソファへ運ぶと、翠が驚いたように目を見開いた。

「え、ここでするつもり？」

「そう。寝しん室しつに行ったら夕食抜ぬきになりそうだから」

「それはまあ、そうなんですけど……あっ」

　最愛の伴はん侶りよの熱い肌はだに舌を這はわせ、イライアスはこれから始まる週末の夜のアペリティフをじっくり堪たん能のうした。　>>>♥
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　こんにちは、神じん香かうららです。お手にとってくださってどうもありがとうございます。

　おかげさまでロックハート家の御曹司、第五弾です！　一冊ずつ主役カップルが違う読みきりなのでこれまでのお話をご存じなくても問題ありませんが、作中にちょこっと現れるコンラッドやキャメロン、シドニー、次期当主クレイグのロマンスもそれぞれ波は瀾らん万ばん丈じようなので（笑）、よかったら読んでみてください。

　今回の御曹司イライアスは二十九歳、かつて物理学者を志していたインテリです。お相手の翠すいは二十六歳のスクールカウンセラーで、ロックハート家シリーズの中で年齢差がいちばん近いカップルになりました。

　そしてこれまでの御曹司と違い、イライアスは正体を隠かくして田舎町に潜伏中です。よりによって冴さえない教師に偽装しているときに、運命の伴侶に出会ってしまいます。

　アメリカの映画やドラマで時折見かける証人保護プログラム、前から一度書いてみたかったのですよ……！　素性を知らないまま恋に落ちる設定、なぜか萌え心を大いにくすぐられます。

　高校教師同士のカップルも、考えてみたら初めてです。イライアスは仮の姿ですし、翠も教師というかカウンセラーなんですが。生徒のトラブルを解決しようと奔走したり、校内で逢引き（？）しているところを生徒に見られて噂になったり、高校教師ならではの恋模様、書いてて楽しかったです。

　無事くっついたあともしばらく潜伏生活が続きますが、ふたり一緒ならどこでも幸せに暮らせそう。そう遠くない未来にマフィア絡みのゴタゴタも片が付いて、いずれはロックハート本家のあるスリーピーホロウに近い町で愛犬とともに平和なラブラブ結婚生活を送る予定です。

　明みよう神じん翼つばさ先生、今回も素敵なイラストをどうもありがとうございました。イケメン御曹司のイライアスと冴えない教師ライアンという二パターンの攻めを見ることができて嬉しいです！　黒縁眼鏡にぼさぼさ頭のライアンもキャララフがすごくかっこよくて、真のイケメンはどんな格好をしていてもイケメンオーラだだ漏れ……としみじみ実感しました。可愛い翠との絡み、楽しみにしております。

　そして担当さま、このたびも大変お世話になりました。今回は原稿の遅れを過去最少にとどめることができたので、今後も遅れ幅の縮小、解消に努めてまいります……！

　またお目にかかれることを願いつつ、失礼いたします。
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